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礪　　憲　　懲　　男

第磁心　；叡 論

　　前篇に於いて北海道産金鑛御こ就いて，各産地別に夫々種々の項目に肥し．概ね筆者の観察に

篠って現歌を蓮べ四つたが，本篇に於いて專ら其鑛石を三子と［て聯か詳論せんとする．則ち第一一・

章に道産金鑛石と共鑛床謝1猷態，第二章に同じく賦存歌態，第ヨ章に共下種と分類，第四章に鑛

質と含金歌態，第五章に金粒片検討等の研究を試みる。以下は可能隈り簡軍に璽文纏めて純理論より

も寧ろ實際に立脚して工學方面に重黙を置ける次第なるが，研究駒象物の性質上記蓮的色彩の頗る

多きは叉止むを得ぬところである・

　　　　　　　　　　　　第隅章　北海道産金三石止其解物露出野営
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　金経石を主目的とせる本道稼行中の28全山の内，眉英或は重晶石英甲骨の鑛床は26，黒判型

翠純交代鱗床2である．則ち殆んど全部前者に厩し，後者tま例外と看徹し得る程度なるを観る．故

に蝕に其鑛嘩露倒歌態を論ずるに方り●常に專ら前者に重黙を遣き，後者は特別の取扱ひと≠る．

是野際産金量にありても，かく行ぴて然るべき現状である。

　　先づ共鋤床の露頭に就いて検するに，前蓮特種の例外を除き，概ね縁岩より風化作用に批1．、，

露頭を獲弔し易き條件を具備し居る筈である．然るに或程度以上の高所にあらざれば，山頂又ぽ山

頂附近に露頭を：見幽す事甚だ不希にして，多く水蝕解析せられたる漢谷にのみ之を磯見し，麹．くは

全く露頭なく坑内探鑛によりて始めて之を観る場合少くない．此理由は全く井然の現象か，將又何

等かの原困を有するか，學術上のみなちす實際的の問題として吟昧せねばなるまい．

　　表土厚く，熊笹其他樹木繁茂甚だしきぽ本道の特徴とするところにして，之等は正に積雪長期

聞に亙り，探査を闘難ならしむる事言語に絶するものがある．併しながら平時の大部分が前述の如

く，母岩より露天化作用に抗し，鑛床生成後之を被覆する何物も存在せざれば，地表の創初作用の

進行に三って，自然突崩して露頭すべぎ筈である・弼して表土等の外の被覆物として鑛床生威後獲

達せるものに次の著しき2事實が認められ勧共1は鑛床生虞に封し後期火山尉と，他のti’）段益

堆積物が現實に露頭獲見障害物として1幾達顯著であり渦ぎる・

　　　　、　　　　　　　　　　1．後期火山岩の獲蓮

　　後期火干岩が熔岩流叉は集塊岩若しくは岩屑類歌として早坦賠しくぱ丁丁に近く丁丁」二に被覆

褒達せる地域の少からざるは正に注日に値するものがある．最も廣範國に著しく李坦面を呈1て獲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が蓮し，鑛床露頭獲見の障害をなせるは北見地方…帯の玄武岩高憂地である．就Φ肺ヒ名淵望地、と稽

せる鴻之舞鑛山と遽輕町と中間地回こ亙れるユF面積東西約0’5乃至2粁，甫北約5．5粁，高距4ゐ0米

以上580米までの畢坦墓地ぽ極めて原形を保ち居る（北海道工業試験場報告第六拾號8…10頁参

照）．叉其北：方鴻之舞鑛山内（鑛山の南部）に概玄武岩の削制されし下部に，多少起伏ある流紋塀質

熔岩豪地と1．て「鴻之舞藁地」がある．共築三積東西約2粁，南北約4粁，高度450米乃至500米｛こ

して，此熔岩嘉地上には何等露頭も縛石も後見し得ぬは欝然である．鴻之舞鑛由元由第二鱗床綿；

t



　　　　　　　　　　　　　、護ヒ泥濫陛金鑛石の燃朋地質畢的帯牽究（2）　　　　　　　　　　　　　　．　r）

酩灘加1に髄掘糊1，共坑内に偶然観さ瀦・洪露頭も雛僧嫉硯十能1，］：ざi」　US．Ilk爲

であったのである．則ち之等は熔岩の爲，被覆され居る事を後に識り得た實例である。興外後志地

方殊に大金鋤由方面の集塊言出地など・1遜内随所の三期ゾ（山下部に伏出すべき鱗床は殆ど全部露出

1、得ざる憎憎にあると想像され，憂に樵討すべきなりと論者は考ふる者である．而して夫等の地積

回内働て廣欄繍めデチ轍概の鰍が糊餌1三二三献逐蝕d窪へ既切堕
る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　2．段丘の1呼野

　　亜に段丘℃あるが，本道には四三著しき臨地を見，海岸地帯或は河111滑岸に或は又湖沼畔に…

種の美しき景勝を添へて居る．就申日本海側渡島牟　鳴西岸の孤島奥尻島には頗る顯著なるものあり

て，殆んど全島週期的上昇の跡を明瞭に表現し，實に標式的なる段．丘を数段認め得る．曾て同町に

就き筆者等も親しく踏査せし事ありしが，北大理學部1：14，身下木墨士が當碍卒業論文作製の爲，下聞

題に就き詳細に槍訂せる結果に：回れば，次の9段を緻へて稽る。

　　　　　　　　　　　　　第1表　 奥尻島段丘亮距表（来）

場
段 （1）

二軍岬i9，00
　　　　　　
’赤　石　朗1；　400
　　　　　｝

鈎懸岬13so
　　　　　　（380）魏　天　　　岬1
稽穗・帽．（280）

（2，）　1　（3）　i　（（t）

　　　　　　1

300　1　2‘le

2‘10　1　2Se

340　1　2EO

e40　］　，300

2，40　・　1　t’oe

2eo

2£0

2L）0

260

2CO

（tt））　1　（6）

140　i　SO
160　i　］OO

160　i　100

］g，o　1　120

】80　　　　達20

（7） （s） （9）

，r

je　1　　－　　I　　S

ero　i－　1　3
60　1　40　1　3
＄o　1　一　1　；，・

SO　1　－　　1　8
　　1

　　絢声帯の最高所紳甲山（584．5米）附近も雫層面を威せるを以て，渡蓬光學士は之も亦海蝕頂1なり

と看微せるも，筆者等に：は共誰擦となるべき堆積物な見出し得さ“り1．爲，疑問として置く。而して

上記の賦木學士の椀討せる段丘高距ぽ小さき此fJl門島の各戸斤（南端より北1｝1霧に順i次束帯岸のみ）に就き，

多少共上昇程慶の異れるを認めしめ，同志士は畔塗斐彌なるを波iv〈隆起還動の行はれたるなりと講

明し屠る．該運動は北海道全島にありても認めらるべぎならむも，確然たる数値ぽ獲られて居ない．

今律來観測せられたるPtA料を纏め，以て表示／刻醐示す聴しば次の如くである㌔

　　　　　　　　　　　　　第2表　　北海濫滑］i｝　Fkk」賑高距爽　（来）　　　　　　1　　　　　　　，e

場　　　段：σ）　（2）一3凋（4）
（、）紋鵬附鵬岸　5＿fio　120－04140－Go　i一

（h）襟装岬來海岸；一20・20－40；50－SOi一一

（・）襟裳岬螺蔓瀦冠一一2’G’k’o－　1－60｝一10G

「（d）山越村『｝概海∫1ヒ　一20；2。一30；40－60i80－100

（・）森町附近海岸一20i20－40｛＝：SO－100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　｛　50　1　80（り奥尻島腎マIii繭l　l　3

（・）・・翻磁碗・・一・・許i・・一6・i・胴2・
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ICO－ISO’ k）OO一　i
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pm@300．i・

・雛0 300　i　400
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　　上記中（f）は前野圏木門田lc篠れるが1丁目皆北海道工業試験場報告どして，（a）　1±第50號高橋

哲彌外8名，（b）及び（c）は第C7號筆奢並びに竹内嘉助外1名，（d）は第66號筆者並びに矢嶋澄策外

1名，（e）は第54號矢嶋外1囁名，（9）は筆奢並びに下斗米俊夫外1名，（h）は第54號高橋外1名の槻

測結果の要録である1涌して便宜二fi；最も判然たる下段より上段に及べる順位としk一．．之等の数値ISt

陸地測量部5萬分1勉三岡をオ蠕冠して現地に於いて奉垂偽て簡輩なる渕量器を用ゐ，或は大野目測
　ギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ァ　　　じ

せるなれば甚だ正確なりと言ひ難い・且擬三者各自にありて夫々数米の二君は冤れぬ筈であって，

高位置程共差異は著しく見受けられる．撫こ絶甥的では匁論なく，共」二（a）の如く572り，20－40，

40－60米等二丁lit］に記載しあるは，其腿二等高距差なきに似たれども，現地には少くとも回米の急

斜面ある筈なれど，適欝に（f｝を…劇婁にして，出來る限り砲11鮪に夫等を整理糞示せる次第である・

　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　術ほ次剛省略）1こ於いては亥試聴を現質に照「らしてr駒緩斜面とし，全部2桁と看倣したので
　　　キ　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ある．例へば50米面を50米より上巴こ三三傾斜に作｛禰せるなれば金く實景と∵致すると限らぬが，

然し以て大騰の表現はなし孝響ると信ずる．野外河階段斤二などの材斜幾多あれども，コ尽文の目的上之

等は全部割愛する事とした．禰して上昇蓮動の地方的に野性不均等なりし跡など論ずれば，學術．し

興味諾謎ぬものあらんが，之等も亦省略／．，直に要鰯に燭るる纂とする・

　　一般に：段丘は新1．きjl支下位及び之に近き灘整然として原形を保ち，上位に到れば削平作Jl／進み，

凹凸起伏を生じて地形上の攣凹凸だ1．　〈なり，果して段丘た1珪や否やを歴然たる其堆積物の平門

なければ・確め得ざら！むるものがある・三編難地質の手1搬・硬軟共他の諸條fLr－1こ｛！：gyLされて，

同遡期の海退ありし地域1こありてさえ，地形上には幾何學的作｝ll肯樋りに海門段丘が構月粛されぬを寧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ろ自然とマ｝附すべなであらう．三って別記段目切漸圖（省略）も箪に前表の数俄を幾何麟1勺に岡示ぜ

るに遇ぎざるを以て，野景を描回せるにあらざろも，木道が大三日期貞勺上昇運動を糸撫ナつつ現今に

及べる事實は！Eに確實1こ断雷1．て何人も凝ふ¢食地があるまい．而して其表1面には例ケ｛一なく砂礫土壌

等の堆積物が少くとも曾て二三．居りて，共基盤を被孝繁1．、，假la下床賦存するとも，共露頭部が直

接獲見さるる事なく，往々巴町二物に混交［て縛石破片を見出す事があり得る程度である．

　　鼓に鑛庫露出欺況に刃兆いて先づ最下倖の海濱地帯より肇金する事とす～曝次の如くである・

　　（1）20米以下の七三は現勇i波漁こ洗li：il，又洗はれて朋もなく堆積物少き爲，ノ∫〔つて比較的基

盤の地質を現實に倒撃L孝辱るが，共三門に未だ曾て三二1拳露頭とr、て償値あるけ：下見されたる：事が

；ない、

　　渡島國松前鄭繭【1町附近海海こ古llll石英鑛舐が鳩穴α）ot　lrQ！a，搭瀧癒）と共に見出さオしたれど

も，鷲石材として採取されL事ある外，何等特金領伍を認めらオZない．

　　北馳國紋別郡雄武村海；岸の20米段西下の断崖自然切探1醜こ舞1賦鑛lll傭本鑛業，休911　t’ltの爲本

丈に省略）の蜘歳頭を1隔畷見探鋤樋開鰹せ雛〃防ある，共後20米段丘上より竪坑2本を下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　ロして一・時稼行し，湧水甚だ／き爲，休山の：出むな聖こ事ilれるが，雷所は板欺籔理顯著なる流紋欺石

莫粗面署のみ棊盤をなし，堆積物に被覆されたる儘にては，全く軍純なる地形・魏質の趣黙でどらる．
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則ち段丘表面には何等鑛深賦存を示し居らざりし山．

　　（2）20米乃至40米段丘上は殆ど平坦に近き面を有し，地形も堆積物も原歌階下を概ね保ち居

る，堆積物は多く表土と了il’wrg“と礫にして，独々所謂「砂金」を砂鑛と共1こ産ずるも，露頭を段丘面

に見興せる例がない・

　　（3）40米乃至60米（50－80米を此段に鶴さしむる）段奪ほ構ほ地形・堆積物等前i齢（2ンと大差

なく，鑛床の關係も飼様である．此階段は前表に森町［lf；｝近灘岸1く欲除せるのみにて，極めて讐遍的．

に殆んど等高位に全道に：亙って関西の跡を見る．　　　　　　　　　　　　　　恥

　　（4）80米乃至エQQ米（70－12Q米等を：此段に馬さしむる）段丘は紋｝3　il及び襟裳tllql予診岸方面など

に歓即せるが，大膿地形上彰4も歴i然と認められ堆積物も概ね淺存し，鑛漸ミ露頭も暇蔽されて，筆管

を見せて居らぬ，押脚石破片雫石類の嚢見せられし例がない．但し此地帯漢谷間には露頭獲兇の細

帯が各論（25）静平骨江1東方等に幾多ある．

　　6）140米1な至三80米（100一一180米を踊躍しめる）段魚至地形上に御包報當の等号を見るも｝全

酬ん螂齢こ回せ闘1段晒翻して騨lll購ナ初蜘之醐｝：継鱒雌三
段銃1ヒ認め得ざる地域ありて，共東海岸の夏に200－3CO米段読存在せると，非封粥男性的不均等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s
なるを示せるもある．是，地質或は風向等の影響も考慮せdaばなるまい．此階段高臨140－160米

の堆微土上越　・と1一て黒田腔則tL，｛ゆ妊拗はつて翻観あ端織なれ礫例

が識られて居る。

　　北見國紋別郡紋別【lil’各論（10）青粥鑛山開獲の動機が即ち共擦例である，此實鰐は野離上頗る貴

重なる妊資料なれば，少しく削蹄；する事とするが，同蜘！庄池澤憲一氏は共父が鴻之舞鱗！韮の三王

鑛嘩獲見解にして初期の影再畿奢なる關係上，本業の海彫物商の傍ら鑛業に興味を有し．専ら自家附

近紋懸晦方9Hiの探i藤をそ了ひ屠たのである．而1．て其探理法が普通人と異なりて，河床ゆ隊石のみll二

注意する琳なく，表土中の鑛石破片をも綿蜜に謬・穆べて，僅かなる細石ルも疎かにせざりみは實に敬

意を表すべき努力であったのである．果せる哉共努力は瓢に酬いられて，各論中に特記せる如き著

1、窒優秀鑛脈の露頭を婁嬬妻零れご獲聴し、，lll下鋭意其開獲を急ぎつつあるのである，共最初の動割石破

片及び其後の高潔1位ill專石は實に恰度此段lftの140米高距の野田・に上位の表土面・（：“あったのである．

既地域は鴻群舞野山に近接し、，数多の鑛業專門家或は非薯門家が幾度か踏査を霊ねし範匠1内なるが

附趣の小翼には極めて脆弱質の專ら糧1翫砂州を基盤として露lllするのみにて，何等火威措の岩片ず

ら摺1・1し得ぬ鼠域である。而し℃灘臓の礫は極めて少く．僅に砂質辮｝の導燈せる鰹1こ存在せる

のみにて，一般型応四隅飛脚の如きナ引割地質と全く趣を異にせる李凡なる丘陵性藁地なるは前蓮の

通りである，從ってかfj’る地形・かかる地質の地凱なれば，所謂「鑛業専門家」を窪i員せる人々は

一顧だにも値せざるべく，既丘陵触帯上を皆素通りし居たのである．我々は此周到綿密なる池澤氏

の探査努力に敬意を佛はねばならぬと共に，敏へらるる窮甚大なるものを畳ゆるのである．

　　爾」二記蹄鷲鑛由（ノ）外，殆んど夫と等高睡：L｛0一一！6Q米に，北見國絞別郡駐ff三黄村，各論申（18）礁
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武威雪山の鑛床が共下底を稼行されて居る．筆者ぽ不幸1こ口共鑛庫嚢見の潰革動機等を明確にし得

べき人に秘する機會なかりしを甚だ遺憾とする．而して陸地測量部5萬分1地形ll鍼には同地より高

位置なる三角黙217．5米1こ「砂金山」なる名稚を斎飢．あれば，段丘上に砂金を産せるかの疑問生すべ

きも，各論申に逃べし如く著名なる膠歌鑛石と，普通含金銀石英胃石を坑内に見るが，砂金採取の

跡すら現在窺はれざるのみか，豪地上全く流水なければ，軍．に纏名のみを以ては判定し得ない．既

習隊地帯の段丘崖に5萬分1の地形圏に表しある程度の大山崩れ跡あれば，同所に露頭獲見せられ

kるやの疑ひがある、然れども案内せる人は何等堅目に聡して回答し能はざれば，疑問の儘とせざ

渇を得ぬ次第である．

　　（6）200米（180－240米等を含ましめる喉撫蝋次地形上所言口陣櫛1」とltiするが鰍沸

び，丘陵性肇地として蓮績性乏しく孤立的となる・叉下段との境界に，或は解析谷に崩って急峻な

らすして，寧ろ緩傾斜を以て臨む傾陶が現れて搾る・而して之より更に上位の段丘が磯達せる地域

にあっては，共境界が極めて不判明となり，概ね夫等を劃然たらt、むるぽ困難である．殉ほ段丘堆

積物は極めて薄き部分が見られ，表土も厚くない．此段．2f：上に平石破片乃至縛石を見1取．．，叉は直

接鑛庫露頭を磯見せる實弼は識られて居らぬも，解析谷聞に砂金を探臥せるより，着しくは縛石よ

り露頭獲見の端緒を獲たるは少く窪い．

　　前記音羽鑛lilの南東方宇治タ£に於ける高距2CO－240米の地羅iに鴻之舞鑛σ」の亥山たる八一1．・二1：

（ヤソシ）砂金山として知られたる休業中（爲IC本：如こ省略〉の鑛山がある．此段丘堆積物の最下騰を

なして，基盤に或は接し或ぽ多少隔れ，波欺を呈して所謂「砂金」が含まれて居る．是，機械的J．：

訳鑛床たる原地堆積鑛床にして．多少梅1良に砂礫と共に1柔まるる内，破陣され叉下野化したる鑛石

破片と，全く金町の分離せるlili謂「砂金」舩を呈せるが，不規則ながら1三董歌を呈して産するのであ

る．之を…部分露天掘し，大部分ほ地山薄きも坑道掘1．履たのである．其域内の淺ぎ漢谷に自然落

下して，更に淘汰作用と濃集作Mjの行はれたる＝｛次的生成の機械的沈積鍵蓬床即ち現實砂鑛法に明記

され居る砂金をも，前者と殆んど蓮績的に産する．恐らく前者は後脅の探取に引き績き其上部に後

見せられたるべく，…般に有り勝ちの例である．而して當所の砂金にはオil；1當量の辰砂を随伴し居る

は極めて注意すべき事實にして，其根源たる初生置床が肉量的に見出し得る程度の金粒：を含み居る

と同時に2叉水銀鑛をも共産し、晟るOf一）が問題であらう．如侮とならば本道1こ於いて，由來砂金の根

源を回せる初生鑛床は專ら古期の深熱かぐi生石英鑛脈なるべく看緻され，辰砂等水銀鑛の初生鑛床｝よ

殊に北見地方にありて空馬淺熱水性鑛脈若しくは鑛染鑛床として見出，され居る．而して輝輝より少

しく隔れたる地網に含金貧弱なる石英鑛呼数全点見され居れる由なるも，かかる存在は此附近にあ

り得べく，之を以て直ちに上記機械的二次乃至三次嬉野の根源なりと漸定するは聯か早計ならむ．

侮ほ此段丘若しくは更に上位の段篤地帯に優秀なる初域の含金鑛沫或は含水銀鑛床叉は含金水銀鑛

床の賦存する可能性濃厚である，然れども段丘堆積物は之等の疑問を隙蔽t、，旦秘めて未だ解決を

與へて暦らぬ．大いに精査を要すべき地擁であらう，
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　　北IM　！tl紋別郡雄置胴『各il命（14）北貯鑛ikの鑛庫響頭は誇1顕200乃至300米の際に獲見され居・れる

が，最初漢i谷底（高矩200米以下）に腿1石を見醸せるより導燈し，共結果丈等を嚢掘せりと傳へられ，

特筆ずべきにあらざるが如くである．

　　（7）2沁米乃至300米段銭ぽ之を歴然と其地形より確認する薯愈堂園難1ご馨り，多く孤立的糞

陵性璽地をなして其蕗1は甚だしく擦1昧ある起伏を現はし隔る．蒲して堆積物等より明瞭に段昆たる

を誰／得る地帯は極めて小馬域に限られてt一る．且純然たる段丘堆積物を認めらるるもの多からざ

れば．周到の注意を弼1肱ねば‘i輔1明し難い．典上此地帯以上になれば立木も窟當大樹なるありて，其

樹蜂1び廓韮により探鞍上の障碍甚だしき地圃が少くない．

　　各論1ドに蓮；べたる天鞭國上川郡下ll｛村（16）三井珊瑞曝しliにありては此段疏面に夫々主要機甲の

頭部が露出すべき位避lcある．然るに當初より此段丘磁1上に1緻を嚢離す榔偲弼・し・一C・，夫々の

漢谷崖に之を辛じて見出1，共直上位300米乃至400米段髭i麟上1こは立派に地表1こ僅かなれどi突出

1，叉僅かの土捲りにて磯蓼lliし得たる露頭を追跡し得るのである．蓋し此駄氏上にても，醗蓮；池灘

氏の如く・表土中の紹子1片まで綿籍に注意せば其存在を｝識る纂不可能ならざりし條件を有する．獅

何とならば．渓谷の露頭智見後，之より更に上位の地表露頭追鋤；と坑内探査も行ひたる後，共走向

堆表此段一t・f：上に鑛石細片の土”1－sに蟹U巨｝れるを見出し，夫より　軽fと欝頭町掘が次々行翻し，比絞

的容易に鑛爆頭部の殆んど全貌を窺ひ得たのである．　從って此240米乃至300米段丘に：ありては

（5）姦0濃乃至！80米段」土及び（6）200米乃至240米段托より以上堆積物簿く，鑛床露頭獲見は共三野

1こ於いても，周欝なる注意を以てせ｛ポ，難嚢にあらざる筈である．

　　鴉振國ik越郡長萬部イrt各論（25）i檸狩鑛山の鋤ξ床地帯は内浦濁に面し，海蝕段丘の嚢建が極めて

明1臆　と言ひ榊が・低f蝦丘湖麺乃至40米爆撃100襯14り米離駈200乃至250

米の3階段が大鰐数へf9・られる．而して輝輝の地表下鱗脈の頭部に近き表土に含金銀石事解脈の製

粉片を多く況じ．採掘可能の原地重｛｛1積諸神の存：在せるを各論中に：指摘してブ（略の歌況を述べて置い

た．叉筆腎は団鑛山脚選事奢に注意せし事がある，之等の段丘高距ぽ藪に謂ふ前表段丘標準に一致せ

ぬが，低位段琵と総せるぽ凡そ表題の（1）一（2），中位段昆は（5），高位段琵は（6）一（7）程度に窮、1徴し，

夫なの聞，（3）一（4）及び（8）以上は不明と看徹さ露しる．兎に角も高距260米までは段昆地形を呈1、》

共堆積物の爲藩a鐘即断し得たるは解析せ爵｛したる渓谷醐にのみであった・・然る1こi司鑛山最高ナ引袴

たる後志・賠振爾國境分7」く嶺をなせ苓海抜3｛0米前後附近は地形白勺にも，亦堆積物状態1こありても・

段丘たりし形跡を殆んど認め得すして，共北後志國側下位の海抜約2燈米（當段丘高距）の緯置に之

亦同署由中最主要鑛脈たる季麟D大露頭が藏蟹隈磁し，最初より何へも容易に磯竃する審可能の厭

態にあったのである．曾て筆者も嚇1ゆ初期，同鑛由1続醐もなき頃，既に該本四大露頭の相當に　eVt

後掘ぜられつつあるを見回せる事を記憶する．此附近露頭に接せる部分は表土捲られ，堆積物のJVこ

況明療なるが，勉表i下僅かに約20糎が黒色壌土にで，直に母岩の攣化せる赫網色土粉に含金銀石

粥窟覗交し二碑凝を1て採掘され得る歌態である○中鏡既斤以下の如く厚さ3米lt笈べる部分は
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　乏しけれど，『三；均1．5米は一一種の原地堆積鑛犀が見られる。蒲して中泣段丘以下地表下約IO米も壌

　　土並びに不毛の堆三物含安山岩難土砂）（つ被覆せるに比すれば，門地有艶の墓盤が風化分解せりとは

　　いえ，地表に殆んど露出し，三二が突出露頭せるは注目に奪包すべきである．期ち三等の事寛は屡乏く

　　本道のJIIi英鑛脈露頭探査上，段疏の槍討を無観すべからざるを指示せる好實弼なりと喬命苦は考へる．

　　少くとも當馳方は高距2δ0米以下と、280米以上とには此意味に於いて格段の翻違を認む駆！）であ

　　る．

　　　（8）300米乃至400米段」鳶は葡表に於いて臭尻島）みに見温1，他1こは全く歓除せるが，野際

　　一一・投に：は甚だ不判明なる歌態多く，確然．とせぬが普通である．此階段ともなれば，丘陵性蟻地と1、

　　て所々に愈麦孤立し，i漣績せる等高位築；里言は殆んど見られない．奥尻島に於けるは甚だ珍ら1一き

　　四達と看倣される．而して堆積物は頗る局部的に薄く残回せるあれど，大三分は旧く後言成表1・1の

　　みに：して，基盤が直接風化破旧作下等により表口化乃至脆軟化せる耀こ態を：呈1…j，「｝る．されば石英鑛

　　脹磁隠露頭は多少共叫世表より突嵩し，二四鐸詳易に之を痴眼得る鰍｛：に悪まれて居る・

　　　北見國絞別郡紋日1町各論9）鴻之舞鑛Lll内六號坑劔露頭装壁1狗，三下山回鑛ぶ員（休日等臨時紐

　　織）が山頂にて轡石数負fを探歌，大探査を簾始t，て潰｝もなく，該‘1・頭を獲兄せる山．叉八號坑銀露

　　頭の獲見も亦全く前二様にて．共採取搏；門中に1雪：分祈の結果頗る高品三口ありたりと侮へられる．

　　二等由頂附近は∫lilち此300米乃至400米段銃」二に絹當L，lr謡野山現下～乙〉最優秀三三／1二回航蝕三頭等

　　普通鑛脈が河川に滑・＼る噺崖に鋸ヂ珪Jli｝たると大いに共趣を異に1．．て回る．

　　　1働　400米以上段丘：ぽ前記奥尻島以外に，明瞭なる海蝕段丘たるを認めしむるが殆んど見當ら

　　ぬが，相雷奥地に離れ離れくD牛球形丘陵性無；地に慰三々地形上より推定し得べ者を辛うじて嚢號する

　　のみである．而して此高距40Q米以．1二の昆陵性藁地上にi若し’石英鉱脈の如き硬質ct）鑛説ミが，露頭す

　　るならば，假に元海蝕段丘たりし山頂にありても，堆積物は概ね鯛華ilせられて二丁も憎く，基盤母

　　岩より露天化作用に抗して，骨接鑛床上部が露白し回るを常とする，且大なる露頭劇i鵬Kl「弓懸」

　　の釈態を呈して遠望し得る程度に頂｝i崖に突fifとして聾立けトる事さへある，然れども之等が紫優

　　秀露頭たるや否やは勿論別問題にして，箪に硅化岩浩〔．くほ珪質省培賑ノひ至石英岩岩舐なる實壬殉も

　　乏し、くない．

　　　彼の有名な測三舞鑛臥li元由第一一大露頭は恰薯）高距約400米i・二位1，此附近の略嚇ム「5所に君臨

　　し居る。曾て伺鑛山の閉獲前に｛よ紋別lll方面と1毫輕町方画との山越三三路傍上IC　i’1三i月日1こて，見

　　疇しょき休憩所としてi交通者の腰回下し．て，一服せしイ：1回目即ち此大露頭であツたのでみる．而i

　　て該露頭部の昂位は頗る高きも（りありて．當時として驚くべき旧領にて三友本・1｝1二の賀山契約をなさ

・　しめたる維犠を有する．モベツ川方面より照り1瞭；こ引回を遽望L得たる不・渡に突洗として婬えてJli｝

　　たのであるが，其後共直下に自然崩壌堆積し篁｝たる鑛石塊‘←一・種の原地堆積鑛庫）と共に露天掘し1誌

　　され，今け1反って凹地を硫し屠る．是，此高距の標式的弓秀大鞍頭の代表である。何4．窃〔方e北堪

　方並びに南了｛〔方高地には流紋状石英1頻阿ぬノ）ltt：地，更に共上億随祈に玄武岩豪地が廣残屯圃に獲撞ヨ，



　　　　　　　　　　　　　　＝！ヒ海道灘金〆「賀のll農1絹塙ほ學的ζ鞭究（＝～）　　　　　　　　　　　　　　　　罰、

美麗なる？卜誌面が見られ尊翁崩ミは寒竹ひ下界に［i無爵1霧されてF，1’る．然1夫等の解析せられブこる渓谷

崖には唐朝黒蜜の大鋸頭が「碧崖」歌を呈すろ「8観応山（伽1唐こ於けるも亦同様なるが，此糠の高

蹟500米灘度の山頂附近には最初より韓福二1べ，露頭の…蔀も明瞭1’こ地表ll：に搬送L居る．

　　かくの如く，海抜400米以．llの高位1こなれば，熔培瀕．等の被丁夏筋∫なければ，段丘堆積物が｛1疑に尊

　存在するとも，殆んど鑛床露頭をll衡飯1．て，奈く共姿を露はさ1薗1）ざる拝なく，少くとも共呼子fを

　見出ず．三｛は不可能でない．殊に聖慮心証ll・讐；に注意・1かば・i・’i｝s更であらう．但し河域：段．【簿錦：髭地域は鶏幽

　に：考慮を要計る茎嘗を侯たない．・

　　以上本道に：寒蘭せる淡淫i！1段」Tlが含金石英動1嗣毅の境炎露出に影響を及ぼ・隠る事かく¢）如くに：1．

　て，之等を要約すれば次の事實を認めさせ’られるのである．

、　　第一一・一一に前表の（D（2）（3）及び硬なる少くとも高撃巨ユ2⑰米までの低段丘滑石地帯にありては，該

鑛床の煩忙を其段．1二にて探査すへご何f’fi；手掛り・も見出1欝ない．而して露頭・1耳茸等を獲慨する

　には段丘蹴共他律；翫漢谷津に夫等を需む・る必要がある．内浦避に諏せ曽る1鞭8釣ノ由地方に：てけ：，1更に

　凡そ（，r｝）一（6）に相嘱する高距250米患で同様の歌態なるが，地方r粘こ多少の労i異は睡れ映いし如何

　となれば本道上昇蓮動が一・琴｝1：に均等でなく，鍍性的なると恭蒙・地理・．地質關係等に因る條件も加

　ふべきであると，併せて入的漉意力も或羅慶・｝到善こする必要があらう．　　　　　　　　、

　　第二に蘭表（tr））のll寡距14f）米以無こし至兎に角も前蓮池澤氏の如な探査法に：て地表上に鑛1霊ミ早見

　の端緒を獲て隅一る實弼が翻然と1、てあるが故に，周鋼綿密なレ’1斉lf査を揖へば∴イ畔助力．鍛遡ミ賦存の少

　くとも落窪魂度ぽ望み得る書魂被3ある，

　　舞少｛に二前者・（7）240r－300’段：1？以．i＝には列／tに堆積物少く，最初より藤頭の突出せるものありて，

　然らざるも僅かに土捲り曇享にて容易に共金箔を沢里り得べき歌態にある．されど密林などの障書，瞼

難窪の丈障の爲探査の行届かざる地域術多かるべr知よ射せられる．

　　術ぼ河成段琵の獲建も亦本道には薫る典顯鍛えくるものあるは衆知の通りである．而して夫々の

高距は前者より以上一様でfJ：・こ，」聯積物・／班嬉等1こ於いてぽ夫々の地方的に憂に著し音霊異あり

て・遊だしG廠なれば，歪輪読って之臓系繕離1…縁繍顯る到凝る」1ノこ態にある離れ

　ども，其大規摸なるは土記海域段丘と蓮｛12iC’i勺に護蓮1，袖標の高距を其雄；とに相議せしむるは撚？：；i

　でないが，夫々週期的土地の」＝昇蓬動の跡を彼と三1導ご鷺比1得る事は或不霊度可能である．勿論高距
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　ギ
　は彼より常にL位に漸癒し，1］．鈴匙）個然たらざる興地。つ心病置まで典鉱露なそ5獲撞を辿る事が繊來

　る地域が相當多い．從って共基盤を被覆する≧地積は彼より寧ン少廣な範隣に亙らむも，之は例外なく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み．流水に解析せられて，随所に段丘崖を見・ll／一て騰る．故に假に鎧床の一9〈部分を薩蔽するとも，共…・部

を蜘瑠出せ1葡居る筈溜L4期彼に比1て兆鋭1こlic殆んど邪魔にならぬと震イ故すべきである．

　　海して事賃に：於いて正に然るを論者ぽ認ぎ’）て居る．故に此河残段：続に蓬愛いてけ：之以上多く論ず

　る必琴あるまい・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　’

　　かくの如く，本道の金餓石は」毒殆んど金部が子鋤薯に職俘せるを以て，鑛床瓦頭或はlill挙石乃董紬
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　破片を内見する事が比較的容易であって，此黙大いに認まれたる三三をイ了する．が，其鑛床の性質

　上現在迄の物理探鉱等に：ては日下典探査不可能なれば，從酒肥はれ居れる様にして且丁丁關係等の

　研究に：加ふるに，上蓮の如き稔討をも考慮ぜば，より更に好き域果を網ず得べをならむと論脅ほ考

愚．ふる次第である．

　　術又繋に：例外とせる三巴型三糸i巨交代鑛床の金銀鑛は軟募馨なる粘土に随回せるを以て，地麦に露

　出するとも，其三見容易なら室して，而も前述の如く被覆物が表土三共lg隠蔽せる地積頗る廣範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むに亙るが趨こ，之三一けttif・更にil駿閣難である。然りと雌ども，之とても地質闘二等ど取と挺翻・

　する粘土の特異性を：研ぢ竃し，叉地形朗考慮を：併せ，ボリンク㌦物理的探鑛等をも試むるア｝諏二よつて

本道には総多ぐの此種鑛床を爽回する寓可能なる歌態である．

　　　　　　　　　　　　第撮章　北海道産金鑛石と其鑛床賦；存欺態

　　前蓮の如く，本遊金置石は僅かの例外を：除けば，殆んど全部門門充口唱床に産1、，・各論中に取

扱べる28鑛山に就いて回るμ寺，黒鋤蝉純交代鑛床2，深禦1水性の所謂「古期老鑛脈」1，幽）25は

営門フ1ぐ雛丁丁←・部呉β付帯旧染及び機械的二丁鑛床を含む！である・｛乃って戴に木章の課趣．鵡卸て

検討を試みんとするに方り，先づ大多数ゐ淺熱水性鑛脹を主とし，他は後に別に吟味する事と．掲．

　　　　　　　　　　　　　　　　第一節　　三熱水性鑛脈

　　木道の淺熱水矧鑛脹の生域は若干相前後せしが如きも，大局より擬れば概ね皆時聞白勺隔例至甚

だしくない．則ち猫く薪第三紀時代に生成せし事は断言し得られる．されば之等の鑛：垣ミ賦了1三態を

営門するに旧りて，…括して取扱ふも敢へて不適常である’ま㌧～否寧ろ三等を纏めて吟昧するは研

究上大いに優宜がある．、

　　今北海道新第三紀下熱水性金鑛脈1田野釈態を察知するに足る要項目に關し，簡略に重黒占のみ！c

摘録し，以て表示してみる．

第3表　　，北海道淺熱水性金鑛脈賦存状態概箆i驚

1＼＼　項欝

鐙山名　’＼

主蕨

條鍛
一己走向　　一慰と傾斜
　（渡1）　　　　　　　（度）

厩　　　編i最大延長
　（来）　　　　（乗）

　　　　　　　　　　　　　　　
凶2常rkm・響㌔一．鵬寺羅1

（・・膿・ ﾙ1ヒ職陣
　　　　　｛細1辰北ユ。束と北35
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るのみならす，三際問題に：役立つべきで・ある．然るにかかる課題に深入りするは木文の鑛石を取扱
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14 繍　　霧　　患　　男

らば之を大雛是認して差支へあるまい．蒲して南一・北系の走向は（3）・（5）・（ID「）及び（27）に東一繭或

は夫々の中平脈と共椀系に交叉せるを以るのみにし、て，南一北系丈は皆無である．以上の外に夫等

の輔脇欄遮るが，聞揃難・近似する瀞1に蓼口際欣脹観彫る・之乎練一蘇磯服が

多数を占め，且優勢な加；上言己の如くであって，三諦は堰こ中事蟹：を指摘するに1取る昂鵬地的

に撫しば診1三行せる鉄脈が少からざるも，共擁系亦蓮鑓系も珈べないのみならす，不規則ながら同

心放射系及び小規模なる馬尾瓶系も見られ，之等に關しても興昧ある課題を提示し居るのである．

　　㈲一．敷傾斜一．・一一概ね45度以■填鵬多くは班立に近く・共傾斜方向は頗る涯々であって，夫

等の多少に擦って裂糠を生ぜしめたる力の方位を云々する事ぽ杢，く不可能の歌態である．而／．て土

位が南に，下位が北へ反臆するさへある．叉傾斜角度の上部が綾に1て下部に到って；急；斜せるはあ

れども，共反鋤に上部急，下郁緩なる例はない．

　　北猛國紋別郡雄｝三景．各論（14）北隆鑛ll．iのC脹と零せるは共」評祁が南へ75度傾斜し，途申十平

米の鵜南へ約10度の緩傾斜にll麸て，更に．1［tr’g部は再び南へ75度にがミれろ腰割がある．叉同國同郡

留邊蘂町神代鑛山（3i－1鉱1、居らざる敏，本納に省略）の鑛脈ばL鋸と劃するが｝fζへ25度，下鐘と唱3．

るが東へ20度の緩傾斜にて，夫等の1垂モ部の急斜せる部分は恐らく東方隣鑛簸方i看flにめく在すべき實例

もある．之等も擁討の徐地絢あるならむも，之亦本文の主題に離るるを以て，’此程度に一tl・：むる事と

する．

　　（・）脚貯一一此脚1融鑛石そのものに直灘1縣あ駆腰課題を包含して屠る・例へば脈幅が極

端に斎ければ，鑛石が如何に優良なるとも，採鑛に於いて少くとも坑道架背丈は掘進する必要上，．

或程蝕鰍の盤岩を慶石として虞1壁せざるを得ぬ故，伽ぴ上等π債の鑛石を坑鵬讐背以上の腿縮に

漆するに比すれば，宛も前者の鑛石品質が後毛の夫に劣れると経緯的に絹似たる結果となる．況ん

や腸石の晶質が優良ならざれば，脹幡の如何によってば稼行傾1直を失ぶ場合が珍1．くない．期ち此

脈幅に就いては可及的に練馬にユ1又扱はわばならぬのである．

　　然ると障ろ，一．般に”口証の測定1姻盤が確實に判明し剥しば極めて箪純であるが，此々迷はさ

れる例もあり得る．例へば爾軍鶏は片貝にても，眞の町議充坂1物以外に鑛染i若1．く1．3交代作”jが行

1柔れ，鑛石と1．て認め得踊蓬園の境1秘二判然とせぬ現場等が夫である．　　　　　　　、

　　了続走向逆昏夢の爲，或部分に鑛脹が重なり合ひて，宛も脈幅の彪大に見ゆる場合，若1一、くは典

逆に，走1碩1三翫燈の爲，或部分の鱗脹が引き延1弍されて，荻小になれる場合は常1こ眞の脈幅として

は測定されすして，共現場に於いて測定者各人の見繕手王の半幅が爽現され贋るを常とする．且脈幌

が初生的に大なりと塁ll捻も，底部採掘可能とは限らぬ故1其内鑛鴇として取扱ひ得る部分のみを抜

身でなくとも，探鑛せぎるを得ぬ場合もある．されは脈柘の見掛一．ilの大小が直に以て鉱床の贋値に

影蹴1』辱るとは限らぬ・されども同等品質（つ三石ならば，二大なる程可なるは嘗ふまでもあるまい・

　　醐して三石の品質が継封的均等なる鑛脈ぽ實際土あり得ぬと共に，叉賑幅も水不的に將叉ぎ驚直

陳イ蒔澱謎勘1醐めて局細勺口外ξ醜る湘然の飾こである．撫d樋、順堺・万ζ鱗
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と唱ふるも，圭ヒ較的の問題であって，脹幅に差異の大小を論ずるも，亦伺様と霧倣さねばならぬ。

　　萌蓮の如く，厭幅の測定は必’タしも初域的に裂糠を充翼せる物質のみに就いて，嚴籍に行はれ

じとは限り得ぬ故，典賑1磁激肩一る場合，可及的に鑛石の内容矧今味せねば理想的ならざるは勿

論である．　　　　‘・

　　報て本道新第営門鑛脈に就ぎ，夫々脚癌に開して吟；腎世んに，前掲表の収こそは，最大部或

増置勺測鍬㍗腿四駅の概数を識るに足るのみにて・大郷こても現三岡ふ・くき材料に乏しい・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ慧主要国1條鍋祭2條£λ上の蟷員を纏めあれば，甚だ明瞭を歩いて居る．i］「Jつて萌爽並びに各論の

外，論考乎元の現場に於ける終回及び野鉱等を滲照する事、とする．

　　　　　　　　　　　　　　（イ）　比較的四幅州府少き鑛脈　　　　ゲ

　　曾1）當初の裂創が大野規∫li茸Eしく，加ふるに上昇鑛液が漸次静懲裡に写譜しつつ鍵穴灰を構成

せりと推定せらるるは概ね此腫に属する．而して鑛質もユ｝三型なる縞歌率1髄を示し，頓斜直立に近き

醐手照門髄鷺る・蝋も樋噸であっ不一般繊文に於いて獣多鱒べ縮なるも本
道に於ける稼行当脈に1：丈寧ろ少い．代表大平賑としては毒寮狩弥山の本鐙（3i二均llli約IQ米），常繊鑛山

の町勢（剛堅幅3米）大金鑛Illの主厭（挙均幅ユ．5米）等である．

　　（イ2）前記の如き初成裂雌牛，：角礫欺母岩塊片を包含し，鑛石として角礫搦i造を呈するか，叉

は後弾lli主群石糊／t態にセ比較的賑撤こ勢ヒなき種力断絶乏しくない前者の代表1鋼騰鑛11ゆ主脈

（平均輻約8米、，隆尾州山の主脈2條（1條雫均幅0．7米，他の1條1米），：後側の代表は矢矧群山の

主脹（畢均内約三、米！，留納物鑛山の凸型1μこ2主賑（7F均幅Q．6米）等がある．

　　　　　　　　　　　　　　　（μ）　脈幅災靴甚だしき鑛舐

　　（ロ1）當初より裂舞の膨縮常なく，或は太く或は細く，断切ずるかの如く叉蓮績し，後配的地

殻攣動著しからざる歌態に於いて鑛藻民構成搾る例がある．一；f’／；代k的なろは千歳鎌［llにして最も墾化

蕪だしく，之に亜いで光守髄；1，共に0乃至3米の聞を往遜ぐして居る．

　　韓2）後次・膿翠柳作用の影響2こて脈幅に局糠的馴化あるは其数最も多く，且大鑛脈に惜しく見

られる．鴻之舞鑛山の！ll捗虎坑劔最大幅3｛）米｝及び元口図礁；1陣触を初め，∬L鰍瑚簾己の代t乏鋸ξ脈共

他にも局部的に少から一」“認めらる．

　　今亜に脈幅と鑛flの．il贋との關｛系を吟味む霜ご，」’5くの如キ淘に興財ミある堺實が看月k出根る．‘

　　ll＞脈幅が唇他少1ナれば，物成的欝金晶lbワニ1｝　．［’L飛騨均f‘！9t；¢ある．

　　（2）四幅が焚化蕪だしければ，初ノ浅野含金晶llkは概ね不均等であ」，こ）＋

　　之欄郵蜘即興財？…塒の・1蹄膨撚覇iげ・鶴捗るべ蜀蝋‘卵得翫叉款的攣イヒ
による含金；｝占1・＞1ぜ）嫡耽L記の通り一ぐある．

　　（3）概幅が小なる鑛脈に驚くべき優秀初i，3t’富鑛を屡ヒ1・．1る．

　　（4）脈㍗1｛大なみも母￥｛塊片等を多く包含する鑛脹も亦前i“」様である・

　　之等雨事賓：も鑛液上昇の際，冷却周結を促進すべぎ猿…郵瀕擦を多くの抵抗・X・排1辛しとて通過せ
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　　慰

るなれば，皐期結患する金がよゆ多く沈澱ずるは敢へで1＄しむに足らぬ．但し1比働外も亦ないでも

ない．夫は初期に含金せざる硅酸蟹墾溶液が先駆をなし．細隅1隙を充鎭して，後綾鑛液の通過を閉塞

せる場合を考ふる時，’之亦あり得べき三二であるが，其著しきは維1評縫＝問題硯されぬ故，稼行鑛床

には除り見られぬ・が軍1二二内に共異例が千議及び光二二！二三目見られる．則ち脈力：細まれば

從つそ品位下り，太まれば良質鑛を産して居る．二三の鑛液上昇願序にて充分設明し碍て語｝解可能

と信ずる．又買気共鑛山にてぽ太き部分の藍鼠初期の沈澱累⊇箒が一品1貧弱である．三二かかる異1列

は常墨・鴻二心・手詰・静狩等の諸鑛日記脈r群局部的には存在するが，二次的富化作用に因る鑛況

は高高二品である．　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　（d）延長一…蜘dヒ意蜘よ走向延長も傾斜延長をも指すのであるが，後者の判明して居る藪が

愚憾ながら少き故，’專ら前官を主とする．延長は鑛石を産する鑛脹の獲展歌況を表現し，鑛石研究

上重要事項であるが現場にあって｛柔，今迄識嘱た露頭の追跡・㌻髄掘進及び掘下り範幽隙こ限ら

れる．從って實際倫獲証せる雨漏もあり得るとも，二部を表現する事不可能なるが含まれて居る．

殊に傾斜延長は此黙甚だ不完全なるを多邑れない．議して表中「上下」と記しある！よ概ね傾斜延長で

あるが，内に掘下りの垂直路離も混じて居る爲，箪に深さの意味同様に莫然たる語を以てした，然

、るところ前述の如く傾斜力：殆んど畑｝随：立に近き故，鱗芭面こぽ何等差支へないと考へる．

　　新第三紀金鑛脹は後記の太短き所謂「老動釦衰」に比して，寧ろ延長の大なるが多い・而して断

層等にて切断されざる限り，概ね連凝性あるを特徴とする．一・般に鱗旺展延長の大なるは謡初の裂舞

延長が大であった爲に外ならぬが，之を充話せる物の量が不足1一居れば，多くの塞出を生すべきで、

ある．本道の金壷脈にはかかる例が全然見當らない．更に質が問題であるが之はi雄だ雨中であって，

延長の大小とは了Eに無言1系である．術此記法か後に1論述するところがある．

　　又延長が大なれば脈幅も概して大であるを常に見るも，必ずしも然らざるを認めるのである．

前者の例は鴻鼠舞霊山五號坑鑓こ延長1400米・幅鐙米，最大隔30米），珊瑠鑛山三㍊振（3300米・掘

2－12米），灘獄鍛i山本鑓（1000米三二・幅3．0一ユ2．1米）等声r二大鑛脈と唱〆＼らる殆んど絡てに多く見・

られて敢へて珍らしくない．二二の｛列ば留邊蘂鑛由蓮鎮系主脈2條（幅0．4－0．6米にて延長800米内’

700米良），細長く蓮正して居る．而して何れも走向東一西剰こ観するは注1ヨに値へすべきであらう．

　　亜に1走向延長と傾斜延長との旧記欺況に就き判明せる範則に於いて二三を試みるが，此資料の

甚だ乏しきは頗る三三である．而して本道の金三石の火部分が鑛賑に産し，共鑛脈の獲展が走向方

画に長く延ぶるとも，下部に：勤して如何なる歌態にあるかを吟味せんとせば，之等三者の器係を先

づ究明し，以て夫等の晶質聞題に論及すべきである．1乃って甚だ乏しき資料ながら聯か當課題に鱗

れて置く．

　　C一一般に三舞充填鱗床は走向延長が短かければ，顛斜方商にも深く望み得ない」是，宛も定則の

如く莫と言はれて居る．彼のフーバー。システムも採鑛可能範囮決定1こ方1），走鶴延長Xを識れる

場合，傾斜延長Gを見積るに，Gは～Xlの2分の⊥を適當となr．，Xを底邊，　Gを高さとずる乞角形
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内は確實馳ありとして居る．之はフ・・一バーが曾て一一鑛業家たりし時，兼國の融融約3000を端書麺

信によ喋めたる贅堵llトに蝶って，蜥酌に算rl乏せるシステムである．論～秘從面癖聖罎計算共他計霊

上る韮本に之を用ゐ屠たる一人であるが，果して米大陸と我監逸ゆ如き小刻みなるナ讃地費デと同様に，

之撚髄脇て疋告疑失せ轡糸課磯るや否や¢懸念を懐劫｝なのである・而し磁年蕪儲

は秘に我國内の材料を蒐集中なるも，共鑛脹が實際探鑛諸み，若しくは掘鑛完了せし結果を稲望す

る故，頗姻難であって・未だ1こ確僑を以て公表し得る樹よ三二を要すべき馴1腔磨る・嫌儲

ぽ除りに小心なる爲か，大｝鍛にても同條件の下，毘確なる激値を欲1「 盾骼汨謔ﾈるが，當研究に取

扱ぴつつある本道新舞写三紀金鑛賑の如きは，穆惹駄理想に近しと面する．唯材斜の貧弱なると，採鑛．

内；1∫能範幽が岡山ill罎なれば該日的には蕩りひ譲ねる．併しながら論証の「走向が短かければ，深さも

望み得ぬ」等の空然たる概念的準則より多少三三を畢げ得べしと信ずる。

　　今・本道り新第三紀1［．／　’g；鷹回申，水証F上下の方爾の延長を確定的にせるを需むれば，極めて僅かで

あ隅儲革醗織・三脚ところで鶴？踊1して走！礎蹴大囎薙明せる繍も瀬
斜延長は掘下り千慮中’の国立多く，鑛量と共に獲炎を欣ばざる鑛山亦少くない．叉實際珊珊鑛山の

如く走向に露頭をi窯跡する事3，300躍た以上に湿せるが，下部は地形上排水函丈の内部的，1罫情の爲，

下鋤簾展の現収難齪・ながら，期米より以下に採鋤錠を進めしめざるもある．之等など腰試｛寸れば，

　　　　　　　　　　も愈女共資料ほ＝少数なるも試みに制然たるを表示するならば次の如き結梁なるを煽る一t蝕に便宜上走

向延長をX，上一下深さをYなる罷號を以て表現する，

　　　　　　　　　　　　　　第4表　　鑛眠のX：とYとの封比表

鑛　庶、s’’”一x．．

鴻之舞主版
雄三武　威本所

北素論導鑛賑

同　上　　翻三　蕨

徳　 ll；．　主　1厩

繊　　　　　」i～

　延　畏i
　　　　　　　　　x（来）
1二⊃〕二〉ト．．．．．．一

：11條聯均　．　　　　440

　1條　　　　　　　　三20

　7綴亭均　　　　　　　】22．7

　2條2卜均　　　　　　23！．｛｝

　7日目均　　　　　　222．5

　　　う勾　　　　　　　　　　　L）L）Q．5

Y（来）

三82

＄e

lel．4

’1　50r　．0

9義．8

駕2．6

X：Y

2．・圭：1

11．5：1

1．2：1

1．，5＝置

2．・乳：1

】δ＝：至

　　之等の内，雄武読本鑓1條はXが玉20直なるとこる，此最長貌道（山脈の採鑛可能画幅と一・致

する）より60米下部の抗道にてはXが40米となり，更に20米下部坑道に到れば殆んど採油不可

能の歌態となる．該事1實を國示すれば，多少不規興なれど，120米を底邊とせる80米高さの恰も

1｛角形を叢く・實際現場にて1；／・東20度落しなれば・1嘱！1蝦る幾何學的黒角膨に1柔あらねど・ブ磯

夫に近似のジ睡弼奪形JIJこである。’rf」si：し底邉がユ20斗亀なる謄三角彰ならば，高さは約194米なるぺけれ

と．，撫とほ異る．叉高さがi20米の2分e）：1，即ち60米でもない．即ち／04米と60米との略1｛』閥80
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釆を高さとせる底蓬120米の三角形にして，手離はL5：1である．

　　其他XとYとの謬擬系は雄武房鑛山に犯らオ■る如くにあらすして，Yに於ける最下底坑道には

術何れも多少探鑛可能の徐裕がある．されど現在是以下に掘下げる必要を認めぬか，或は更に保留

／・置ける歌況である・りまi）何れも王記のYまでは熱心に鑛脈の獲展を確認炊る範囲を示せる1致・

値である・防って全部の総李均比XlY＝／B：1は皆Yが最小限度と看ても，雄武威を除けば，

之等にi告干のY比i率を増し得る實状である．　　　　　　　t

　　以上を要するに，本道の新第．＝i年金鱗賑は，嚴密なる探鑛可能範囲には謝らねど，策に共獲展

駅浬のみを概察する場倉前記の事實に恥しば，次の如く言へよう．

　　「1走向延長Xを識り得て，傾斜i延長Yを如何に見積るかのll・弩題に諒し，：X：Y＝12：1乃至

2．4：1，駅亭均はユ．8：1である．蜘こ未知のYに移しては安全率を見越すべきであって，且最下底

抗は維濟的に疑問多ければ，少くともX：Y＝2，5：1程度とすべきを魎當と考へられる．蒲も金

鑛の姐上世舌触なれど・一ド細磯に貧弱となる實例少からざる鱗臨・効ては，充分姪率を

考慮せねばなるまい。換言すれば，既往の事實は「フーバ」。．システム」のX；Y繍2：1より，Y

が総弁均にありてはXに凝してよζ大である．然しX：Y＝2・4：1などの例あれば，安全を攣るに

は：少くともX：Y＝＝2．5：1を適當と論者は認むる次第である．」

　　爾本道にほ珪素全般的に極めて珍らしぎ實例がある．夫ぱ歌登鑛山主脈に於いてX：Y＝eo：

160＝1：2・7躬なる全く逆なる特鯛でφる・宛も｝ヨ立e別子式・鑛暦歌鑛床の夫に見る如くである・

茶断1鱒等に切られたる鑛脈など，宛も道に感ずるものあれど，之等ほ別iこ取扱ふべきなれば前記の

数値よ）i除外してある．

　　最後に震に「延長の大小は鑛石の質とは無禰係なり」と逃べし事に就き一楽する．Qljち鑛脈が

如何に彪大なればとて，必ずしも優良とほ限らぬは嘗を侯たない．彼の世界的大聖脹たる北米マザ

ーロードなどの如く殆んど鬼門贋値なきものあるは衆知の野営である．幸に本道に於ける大鑛脈は

概ね何れにか富鑛部を有し，歪脳勺にも不良部が到って少い．此黙頗る惑まれたる條件にある・之

等は鑛況優勢なるが爲，鞭って掘進も愈女延ばされ聯繋其大なるを贈り得たるものあるが，次の如

きもないではない・　　　　　　　　　　　　　、　，　　　　　　　”

　　惑庭鑛山にありては唯1撫）主脈大岡沖なるところ，皇綻1艇i長約6・50米便にソ之以」慣際

には獲展を認むる）を坑道掘進にて明瞭に識り得て居る．共内，申火部の約270米が探掘可能にて，

輪鑛を産する附近は磁めて優秀七ある．而して其走向は全く東一西なるが，爾端に近づくに從ひ含

金石英に代るに方解石多くなりて，東端も｝壌端も北70度西へ白然屈折するに及び，夫よlpは更に

方解石の量を増し，途に石英は消滅し去り，全然方解石のみとなる。本道ゆ鑛脈内の方解橡こは例

外なく含回し居らぬが，當山には爾幾多大小方解石脈護達し，之等が皆鑑く北70度西の走向なる

は奇異の感を懐かしめられる．而も杢部同…プロピライト化安山岩内に賦存し居るのである．

　　静菊鑛山本鍾はプロピラずト安出岩内にありては優良含金石英鑛脈なるところ，典東端が線色
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凝次岩中に入りて俄に方解石朕とな！，て分散1．，且複縫た屈曲して途に夫等細脈も尖滅し序す。三

等母：岩と鑛床四達關係は1嵐こ纏めて論蓮すべ音が，凝左回の母静た7」場合は概心かくの如くである．

　　叉本道殊に東北都北梅這には島f懸」と俗帯する器石の漸弾歌大露ほ1ありて，婆寒；岩石が石英に富

めるが，殆んど不1英のみのものが往々見られる．含金分ほ導く雀勲駄り痕跡程度である．宛も大露、

頭の如く3↓ゆるも，多少斜脚起せるは之を詳糸1薩に撫・丹しば，極めて紬き・催騒瀟1ユー5籾稚度）の含

金石英鑛脈が「燐懸」IXjの不規期なる癒裂を網1撫こ充翼し胤るを認め得るのみ．かかる「思懸」の延

長は水『触勺にも上下に：も，極めて小に1一、て，甚だ1、＜太短きを以て普通鑛腿と直ic形態上よりも容

易に剛し御・雫石薪｝呂｝暮すべ脇骨蝋膿昭て読［・野州轡己金鋤職蓮の先臓な

せるものならむ・．

　　（e）母器一一一・木逆の淺i熱水性金鑛脹は皆輝く例ク1一なく，新第ぞ紀展及び同時代i遊獲火IJI岩を緑

岱とする。此燃iiは疋に躍然として疑ふ籐地なき事實である．

　　各論中の（1）常呂鑛山の母＝石は古期の硅摩｝に極めて酷似し，且當地が陽暦の馳質F畠1に中生年と新

第．置蝉声との輪も境界に當り居る爲，或人は輩に環石なりと断定し，又或入は古生代藷しくは中租：

代墜緒なりとまで極言1．居れるが，論春も書初外艘王一見迷lri　1．められたる一入である．然るに共

輝輝沓せる結：果ほ了臼．、＜新第三紀頁岩が極鹿1こii，k輝輝翔を受けたる局部的岩種にて，鑛庫を遠かる

に從ひ，普通の黒色乃至；聴色頁岩に漸移せるを煙り，化石は獲見し得ざるも，’鴻之舞鑛山内にも杢

然同質岩第を多く見幽し詳しく楡慰して愈柔共確僑を充分獲たる次第である．

　　護岸慰の鑛由に於ける偲：岩に就いては，何鯨疑冊を穰くべ者ものを認めぬが，夫々の細別せる岩

壁と聖書石を産す：る思懸との關係を伊野せば，頗る興味ある課題が幾多包藏され居るのである．

　　今：本道帯留．｛紀1鋤翻拳剥せ騨踵及びII弓時代泌獲火山兜蝦，淺熱フk性霊鑛脈の舟fEtたるを前表

に示せる如く大別すれば，凡そ7腫に分ち得る。

　　（イ礫岩・遥三四・⑱曽和・（＝）凝次器・早智鷹野「3・8石英粗響岩・㊨安↓ll岩，

撃墜を！廻に夫嬉曇位的に，或は中簡f｛種などに糸潮iJすれば，恥しき数に上るであらう．例へば調縫

統頁岩・ハ雲統頁駐・砂質頁ギ｝・凝ゑ讃頁岩・硅化響岩・軟質質岩等々分ち來らば・極めて複難と

な＞1＞．偽りて舷には先づ上記畑野に大別したるままにて》1　’1弩：欝と鑛賑との關係に就き即興を試老みる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　煽　　（K＞礫粋体野幌岩とせる動押掛登蜘ゆ」・位1礁か局論脈存個｝るのみにて，総・

指鴇分は採凶1跡なれば，鑛庫の賦存欺態を現k解り鴛ない，故1こ環に共存在を記載し置くに．Ei：むる

タト致し方なし・．

　　⑰物恥　・一本慕を母岩とせ翻1瓢は鴻七三鍛；細ど；ll男山とlc夫々僅か一等分に兄らるるが，

最も代表的なるは晋質署鑛山のそれである．前2脅に於けるは頁岩ぐ獅こll駅介在せる程度なれば，何

等鑛脈との即係を云々す彦るに足らぬ．然れども晋窮鑛山にありては，杢出砂岩にして，内に礫を黙

勲棍する部分，粘土質物を多少交ゆる部分套享が五｝舶勺に荻在し，縮て頗る軟質粗懸である．鑛脈に

接する附近は硅化されて翻硬質緻密となり，鑛脈の分散などを児ぬが，申石と認むべき母：岩中，鑛
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時多分に鑛憎して，含金4瓦四脚の品歓を糊する部分があるド袖だ稀なるll吹細砂亭の母岩と共に，

以て注意すべきである．

　　◎　頁岩一一本岩を様岩とせる鉱脈は東部北梅道にありて，皆野・昭和・生三原・北ノ王の細

鑛脈群地帯，常呂・鴻之舞元慮本町権・同第1・第2・第3鑛庫・倶知安内第5・窮8號抗諸鍍鋸醐

瑠等の3大町脹獲建地帯，薩部北海道にありて，手稻。光龍・轟のll可橡，）大智響町蓬地帯等箆；で範剛

に亙って贋る．之等の内，武華・断i1’・生田原・北ノ王地帯（｛1環に北ノ王地帯と唱へる）ほ薄屏をな

して凝友岩と五尽し許しく卿（翌肱る淡男色軟質野鶴一見絶・地帯の夫と囲喀易である踊1に

少くとも常禺。鴻之舞（假に鴻之．舞を以て代表せしむる）の夫とは四位的にも異り，直接後三州狩瀞

が被覆せざるも，三門の朋係に擦り明に前半が後者の」二位に存在すべきを識る．　　　　　　　‘

　　鴻之舞頁岩は暗恢乃至黒色硬質緻密，桂化作絹を著しく受けたる部分は古期の硅岩或1端！1板培

1こ酷似する’常呂の夫と共に中世麿の上位に近接して護達するを以て往’々外mo－h，薪第F三系71r　S）ざ

るが如1誤認せしめられる・バく岩中（或は片町に凝聴器）の鑛腺よ盤際｛1撚として・灯臨1並び1こラ駒

及び傾斜延長何れも大なるもの多く，所謂大回脹の緑岩とL，て最優位を憾むる●是欝初の裂籐ヵ撚

らしむるところなるが，幸本道に於けるは鑛質も優秀なるものを多く胚胎L，硬國なる岩盤として

採鑛に封し支署工を憲il減し得て，鑛業家の頗る希望する母：濃である．

　　〕丁細の夫は多少撚質1こして前難戦僅に質を撫こすれども，優勢なる大鋤厩1附台する事等

は大新建似て居る．、

　　手甲及び轟1こは僅に之を見るのみなるが，光龍の全域に亙れる焼野は其岩質爾鑛山の夫等と極

めて共通性を賓L、，鴻之舞の夫とも酷似する．補し掃位四脚比はダで々刷く隔離1．．居りて，琵石勝に
　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

擦る事も，不可罰であるが凝聯帯舞岡等の臨弱llこ況に慷り，恐らく中新製ll中下部の訓蝉声に壕1すべ

きが如く想定さる．

　　（＝）凝次岩一本学を母器とする門脈ξ押部北1苺憩こありて，前言己北ノ王地帯と，湘捜il・蠣

瑠の一・部と，西部北海道にありて，手稻・千歳・禮文・静狩・轟及び大金の之田夫た同様一享独こ1↓

られる．敢に注意すべき昌1本器に石英粗面岩質と安山岩質と二型ある．新第≡｛紀初葉より申葉の1憂

質頁岩と万介せるは概ね後者に厩し，角地歌を呈するも潤まれる．共中葉以後の夫ぱ大書8分前考に

即し純然たる角礫岩帯し想る四度虜難観る凍綱ヒ髄の隔壁こは後轡型ずるILジ蝋1

前者が彩1．く，西部方面は殆んど後者のみ母岩に露はれる．

　　北ノ王ナ齢の夫は堪の鋤讃頁岩と1脚下壁．なし淵5夕照色軟質彗下津1楮和近似副三

歌である．硅化されたる部分は硬質なるも，概ね粉魏片に自然破檸され，風化作用を受けて元のゾ（

由次に隠れる揚を呈する．鑛床は細賑より下染1｛／こに，更に機賊的二次の粉塊鑛に混じ居る．

　　鴻の舞の…部3｛盤にオく岩は頁岩と共に見られ，亘岩の硅1ヒされて硬質｛こなるに饗して，木岩は

其作用に染ますして依然軟質なる駄態を保ち，坑道維持上最も難物である．全く本岩中に鑛賑が1蕊

入れば，俄に鑛況不良とな1，，尖滅歌態となる事，以下西部の；灘鑛由に：於け「ると擁外なく共通で凝声）
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　る．手稲に：於けるが如く，本器ri二1に掘進せし坑内にありて，鑛脈は上記の如くなされるに湘へて嘉

承粘土化し，掘進中止の止むなキに到らしめ居る例少くない．醤狩本鋸の東部に於けるは嚢に蓮べ

たる通りである．臨本岩が當初より裂綜の獲番上，典質の然らしむるところにして，敢へて本道の

みに限らぬも，唯1も異例なく悪馬件を呈せるは警戒を要す’べきである，且從來一見判然とせぬ所

謂「軟埼」を凡て「タフ」と呼稻し居れるが，配転らざるを多く見出す．融融注意すべきである．

　　㊨角礫岩　本論ま概ね凝議狸ラ購のみ（往々頁岩塊状を混づ・る）の種と，殆んど石英譲受ギ｝

の自然劇評きれたる塊片のみの種と・前爾者混交せ締Eとある・夫々鑛脈との關係を多少共に異に

するを以て，別λぐに槍冠する必要1がある，而して弼へば安山岩塊の角礫岩乱心が愚慮として金く焚

見し得ぬ｝：恥如何なる爲なるかジ厳に研究問題を追加せねばならぬ．併し．之は姉妹端等と希：般に：關

慨するところ多げれば，後に綜括的に論蓮する事とし，一．虚心三題に就いて楡討を進める．

　　凝露払責角礫馨を樽燐とせろ鐡脈は，北ノ王地馨と矢矧・珊瑠及び轟の一謝1に見られ，何れも

：石英擁蜘宏｝質凝荻ヌ黍｝が：角礫歌を呈せる種である．縦iつて角礫岩欺石筐英凱面量｝質凝次岩と呼柵するを

寧ろ遍當注せる岩類である．北ノ王地帯と矢矧の夫は薄き凝次岩と7ア1層一して，各麿殆んど匿別困難

なる程類似の；君臨次白乃至鋤重く色軟質転籍である．珊珊及び轟の一部に後記石英粗諏岩質角礫器に

混じ，前記硬質頁岩と上ヒ較的硬き累轡をなせると，産厭を大いに異にして居る，則ち瞬位的に前者

噺賭の上位に選るべく雷lf淀さるるも・現地の蓮絡磁翁然歓けるを以て，確識蘭越疑ある・本岩

と鑛庫との關係は凝次瀦の易合と概倒耐淑こ1て，珊瑠及び轟に於けるが如く，孝1莫粗面岩質角礫

器と溌ぜる部分は，大面咳岩に近似し煙る．　　　　　　　・”

　　強磁粗画岩質角礫嶽｛ま大部分石英粗面岩が潮面破｛i減1こ態となりて後，硬結して角礫岩を構成せ

るなれば，心惑角礫岩ナ伏石英瓢面1岩とit昌ふるを可とすべきが如くである．併し／1’・1ら本；岩・の一・部に：は

明に角礫岩lf／こ乃至紛駿の凝灰岩を混交せるありて，呈1面角磁場歌石英犠面器に統合せしむるにはか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まが
かる部分を除外せねばならぬ．然るところかく多沙共凝地質を加島せる部分と純然たる角礫1伏石英

心向岩とは漸移的であって，夫々の境界ば到底虚し兼ねる内容である．而して別に後述石英瓢面石

に於いて，． ｴ簡坦なる劃然破砕歌の角礫帯の書粉もありて，之を此凝次南分を混ずる範民物種と旺

別せんが爲，特に之は石英凝面屑貨角礫岩のままとする．期ち本羅よ含凝沙趣塊粉石英粗両岩質角

礫岩と命名するを最適とする客種である。以上の如く之等に就いて諄しく岩名を云々するは，姉妹

岩と共に鑛焼畑域上引いて鑛石瞼討，ヒ極めて：重要なる開係を有するが1攻に1．て，後に：綜合白勺論議に

．入るに震り，必要なる前提をなすのである．

　　点て木岩を骨岩とせる鋸歯1至隆尾。北隆・翻〕溜及び轟の4鑛由の大域1こ亙って児出される．後

の2鑛山即ち珊瑠及び湛轟に於ける本tlY÷は，一一・一一方前記の角礫器朕石典料爾岩質凝次暑と滉交状態をな

せるが，叉他方純然たる角：礫岩厭石英湘．面綴とも漸移t｛ltJである．之等附鋸山にぽ何れも貰窄及び三

次岩を伴ひ，贋位的に相黙似すと難ども，叉地理上i｛書だ1、音隔りあるのみならす，本茅の紐織内容

と共に：，釧罐辰獲蓬に署しき差異が認められる．
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　、前2鑛山即ち隆尾及び北隆に：於ける本岩は純然たる角礫岩状石英粗面岩と漸移的であると同蒔

iC，又離岩の角礫歌を呈せざる羅に流繍1駈英粗百弊とも問接的なれど聯絡し居る之等の鑛賑との

關係は姉妹岩に極めて密接なる關聯をfr　1，切離L、て誌漸［得ざる故，後に纏めて綜合的に取扱ふ

著拝とづ一る・

　　の蔑如狸面岩　本岩削結L｝たると共に轍掲録してより以王の重要性を有するを以て，後

に詳細に槍帰する事と［、，鼓にば備畜に其内に胚胎せる鑛脹を有する鑛lil名を翠・げ，多少設明を加

へる程度に．Ej：める．　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　　　　　　　　　　7

　　夫等の鍍山は武華及び北ノ王地帯。矢矧・隆尾。鴻之舞（元山第2霜露。8敵前鐘）．沼ノ上．

雄武威・北隆・歌登・珊瑠及闘膳溢血鵬道金鶏」に主どて見られる∴締て：tt’1ノ。1滋びに雄

武誌面鼻面扇面く岩のみであって，骨油1て面明｝種が梶じて居らぬ．面諭尾及び牝隆｛峠下

が鎌糊痴るを・購にil敵て，融融油酸1㈱と聞接に聯掘る・｝訳述の渤である．爾夫

以外は多少に拘らす母岩の局部を話すに懸ぎぬ故，輩に嘉応生成以前の岩石たるを下する程度であ

ib・無論之騰脹か綱よ本岩の内読紋撒縮の熔髄を皐・脇・鞭恥れ脚ば，本
i岩種は後述の如く全部同系同時厳焚にあらざる事實も識らさるるのである，

　　一・般に本岩のみを母岩として費遽せる鑛賑は同じく姉妹岩と1、て重要なる安山岩のみを母岩と

せる夫に比して，概ね幅員・延長の大なるは到って稀であって，大部分細脈にて分岐し易く，網欺

を呈する傾向がある．面角礫岩質となり，更に凝嘉島を混ずる訟訴に近づけば此傾向は極めて顯著

にして途に絶品謡扇を形威するに到る．

　　然るととろ沼ノ上及び雄武威の］1ilきはぼEに珍らしき異例と論評すべきであって，本心のみを母

署とせる鑛厭が・囁‘・1こそ共に0・6米以下なれど・後者の如きぽ走向延長120米・傾斜延長80冴～に

達せるがある．謡本絡心心の比較的下底に位にする根部であって，雄武威の岩詮索を呈せるなど，

能く之嬢書し脳．融ズ翔￥1質前盛礎面謝ゐ際，厭近くの部分蘭然麟欄油け

易く，裂醸魑裂細ぐ小ICして，塊粉礁までに到り，角1離歌となるを多く見受くるめである．且つ本

道に於ける場合は三次質分を混ずる部分ありて，愈々本岩質凝灰岩と隔別困難なるさえ屡々存在ず

る．從って薔通「タフ」と呼べる母岩中，相當本麻なるを誤認し居れるを見摸すのである．

　　（F）安由茅｝…一本語も鉢前軍職糊二部たると共に姉妹岩として重要なるが撫と，後に再説私す

る事と1一，鼓に簡蹴に論述ゴ『る．’

　　安山岩を偲：岩とせる鑛脈は束書区北海道に．ありて，　常｛1｝・留蓬蘂・鴻之舞（賦し1｝第3鑛床q倶知．

町内2筆路纐及鎧三三ξ青本鋤ミ）・徳嬉西部北梅迦こあOて・手鉾・恵庭・千蔵・無業・灘狩・大

金及び轟鑛山である．内最初の常呂に於ける僅1こ局部的にして殆んど細部前誕硬質頁岩を母碧とし，

叉最後の轟も安山茅｝が撃撫として班入せる中へ，稀なれども鑛脈の一部が軍に貫twし居る事實を認

めしむる丈にて，何等之を母岩とせる爲，特筆するに足らぬ．其他の9鑛山鑛脈は多少緑色凝友岩

を｛宇へるあるも，概ね全部安山岩みみを長嫉皆とする．

望

虚

蜘
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　　　而して大金の僅か一将鑛腿が，プ・ピライト化血鯛弼嘱れる新癬翻る含紫蘇輝Ilf安山岩

認黒色安山岩」）に貧弱なが募柔蓮績の蛮溶せるを除けば，淺りは皆漉く例外なく，本岩がプロビラ

　イト化作用を受け屈らざるはない．且該作用の著しければ，必ずしも鑛脈を爽兇すると限らぬも滋

　紅鑛1紙が本岩中に胚胎せる周縁は愈k該作用の甚だしきを認め得る．叉プ12ピライト化安々岩を母

　；岩とせる鑛壌ミには，硬質頁岩中に於けるよ申僅に劣れるあるも1麺長は上下水蝋共比較白細魚績性が

　あるド両幅員の大なる鑛脈多きが，叉鼻繋化の甚だしき千勲章田に於ける例の蒼きもあると共に，．

　留縫蘂鑛由の連鎖系の巾1米以下にて800米も細侵く延び屠る實例も本岩中に見出される．此留鐙

　蘂の母岩たるプロビライト化安由辮が粘土欺を呈し，從i來緑色凝次岩と誤認せられ居れる事は各論．

　中に既に蓮たる通りである．

　　　かくの奴・本擶よ類粘性に富めるが稀母黙して充分該特長膿鞭・，上記彬搬嚢鵜

　と身骨差異を認めしめて居る，之等の諸事實は本研究の主眼黙にてはあらねど，ユKに注犠に値すべ

　きなりと論者は信ずる次第である．

　　　（f）姉妹岩・一…本道淺熱水千金鑛厭の姉妹岩即ち蓮鑛職は翠に石英粗面岩及び安山岩の2種類

　のみに限られ，綿の侮物1乙も關簸て爆らぬ・是亦實に嚴然として即し得ざる芝1畷であるのであっ

　て，何入も之を擬ふ除地がない．堕して之等石英粗衝尉及び安山漁よ姉妹岩としてLII：に相譲らざる

　重要牲を有し，殆んど同等の幽棲を確保して居る．椴に各論中の鑛山に就いて槻るなれば，前者の

　姉妹岩たる鎚融が鴛，後覆が11であって，僅かに前極が後者に優身tるを填る。畑ち鍵の愚書とし

　ての劣勢を前者醗も取戻せる瀕1くである．併しながら本鵡こ三部北海道の後者の綱と岩と看

　徹さるる幾多の鑛隊を休山の故を以て，削除せざるを得ざ）｝し事情を考へ合せなければならない．

　且前者の母岩としての劣勢ば根本的性質であって勿論平等数的比較は軽んど意味がない．唯前者ぽ

　概ね側外なく，何等か愈愈に三三を有し，後者はプロピライト化作用を受けたる特定の種，或は特

　定の範園に限られる。但し鋸鎌を更に吟写すれば爾者のr｝無類も存在し，爾者の相違は麹Fl闇類の

　位置を何れかに鰯さしむるかに三つ一t，鋼然たらざるものがある．規ち本道の前者には斜長石を相

　當量溌ぜるありて，斜長石英粗面岩よ夢石英安山岩に多士的なる現欣を津々見受ける．故lc爾軒を

　県立的に考ふべきでなも上記せるは軍に入聯勺取扱上の便宜の鳳附考を！助絞せるに癒ぎ磯が

　叉・謝々の爾極端劇罫噛の隅漏ある性鞭呈せるも9も實在するのであって日・艦種を分ちて楡討

　すべき・は面部部必要である．

　　　lg）眉英粗画岩　　先づ共産鶴甲ご㌧あるが，本道内にありては本岩は少くとも口熱水性金塊1魯こ

　關係する限り，新第三孫己以前の叢入・錘獲を見すして巾新講中下部の訓縫期以後に鶴する．溢しで

　本岩が雄武威鑛鼠1に於けるが如く．i新第黒紀暦中1こ直立せる岩頸を明瞭に形滅せるを日撃し得る13；

　稀な袴も・沼ノ上鑛由の金山塊何物をも交へざる本岩のみより1劾，上位猛流紋歌を呈して周拗こ

　熔岩流欺態を示せるも亦珍らしいご往々判然たる本四の岩脈も實在するが，多く前記角礫岩と混交

　して隣らも角劇越呈し大部分は藤歌が不明である…1疏綴厩示せる種面うりて，4・撚たる熔
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野流厭態を示せるも少からずあるが，後4ゴ嘩肖然破檸作1｛1を著しく蒙り，角礫岩脚1蔓質凝次岩と全

く匿別困難なる部分亦廣範圃に分布する．殊に本岩が現在の地9CC’こ露出せる地域にありて，自然破、

梓作用を受けし後，直に露天平作月1に因1）分解して塊国歌となじ叉は共lli三化されて硬結して後露天

化作用を受け，多孔質鞍懸となって原燐の様棚を早期だしく憂ぜるがある．かかる序欺の本馬は普通

所謂「タフjζして取扱翻し，何入も之を疑ふ1駄翻ノこ態である・

　　又本寺の板歌節理を：誌ぜるは甚だ彩しく、見受けられ，柱歌節理の獲達せるも亦少くない．前者

は概ね熔岩流として流紋1川石莫釈頭1器に属し。四型は大膿湯1｝脈として斑雪石英粗面岩に獲う占せられ

る．

　　瓶に本道の本治を組織上より分類すれば，殆んど凡ゆる種別を綱羅し居れるを識る，親ち次の

如くである．

　　（K）普通石英粗面岩・⑭粗粒（或は斑歌）石夢ミ秘商燈・曾細：｛ih：石英粗晦器・（⇒流紋石英粗面岩・

㈹：角礫朕石英粗面岩・㊦多孔質石英粗面岩・⑲敦弾琴肩外冠猛面岩．

　　之等は或簸域に限れば，夫々甚だしく異れる；岩漿溜より厳獲せりと考へられざると共ic，3く著

しく差ある時代の塵物とも認め難く，lii：に：直接的に或劇絹接的に漸移的なるをli逡所に見田し得るの

⑳る・今細叩き鋤て簡翌鱗刷蜘へ，以τ女・　媚｝としての離を明ける・

　　④普通石英猫耐｝…一本k「損磯記画及び網跳）・・剛遡にして⇔型以下の如き特別の組織

を有せざる最もZ拝凡なる型種である．お英贈品が皆経11篭以下，長石斑品も概ね同大ICして同量程

度，石基には陰微晶質徴封裸ll絹i造多けれども，下端及び流理構造を認めない．有色鑛物は最初より

少く，僅かに獲見するも殆んど礎1ヒ分解し継し，黒雲母の存在の外，他は殆んど何物たるやを判定

し得ざる欺態である．

　　＠　粗粒：（或は斑歌）石英粗薩課｝・一一本器は前記α｝塑旦と漸移的塵物にして，特に石英斑晶が大量

且大品にて，’ ｽく経1乃至2粍前立長石はカオリン化して白黙をなし，黒雲母其他有色調物の分

解せる線色を幌じて外槻淡友線白色粗紫である，石基は大雛微硅長身踊劣1構造，或は微球穎歌構造を

示す．叉石英と長石と徴：文理様構造を呈するものも亦少くない．志州ちネバダイト系の斑朕石英粗

面；岩に：属する．

　　の町彫英糊f鵜一一本湘よ共一都は㈲型と直接的漸移；伏態に．1乙出され，肩英粒も長石類

も殆んど肉眼にて認め難く，顯微鏡下に夫等の存在を確め得らるる毬度である・往7“Ii英及び長石

の維1粍以下の斑晶を獲見すと難ども，極めて稀である．長了ll類は正長石と斜長石とブく1糊司量にし

℃域部分ぽ寧ろ後者の量多きあり，有色鑛物も黒雲母の外，紫蘇輝石の存在を認むるものがある．’

後述石英安山岩に近似せるを想ぼしめる．と共に叉一方，大部分石基は下肥疹しく，◎型の流紋歌

石英粗面岩に漸移する績向を示して居る．東部北海道殊に北5ゑ産金地域にありては寧ろ僅に此型を

見るのみなるが，．流紋歌を呈せる磁の㊥型と共内容は概ね夫と等しい．更に他方局部的に石英多量

を占め，後次的に能化作用を著しく受り’たる一．・一部分が露出して・水酸fk鐵の浸染せる簡所を見i｛iせ
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る場合，宛も鑛脈の露頭の如く誤認さるるものが往々ある．之等ぽ西脇ヒ1髄：方面に於いて，金鑛

孝fとして我々に示される壌屡々である．日本岩型にて長徹う極めて多量にして，カオリン化個」を

受けたるは陶石として探掘ぜら躍t駅硲がある．叉共粘土化せるは「白軍と稻して，之亦利用せ

られ居る．之磐の元三‡緒當型石英粗簡岩1と旛し，有色鑛物到って少く，且分解し雛し，周所的に

碗化鐡鑛の微粒結晶を膨1、＜含有せる郡分があ＞5：かく當型は各方画ハ・墾移せるが，大聖共働岩は

リソイダイト系蕎融解薗岩と看幸すべきである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セがを
　　⇔流鱗状石英粗薗岩一…本郷ぽ東部北？樋のll：与に北兄産金地帯に廣範1凱こ渡達し，恐らく金

鑛1恭母岩及び姉妹景｝として，最も多く見舞さるる型であらう．而して地表近くに露黒ぜるは板歌節

理頗る顯菩にして，風化作用を解くれば，更に薄片厭に：宿営糸嘩和し，：愈柔分解脆化を：促進せしめら

れ居れるを認めしめる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　共舅拶1色彩は多種多様に・して，淡黄色・淡黄橘・赫鳩。淡次｝嚢1・難吹・蔓擬・移ミ青綴等々千差

守醐，叉組織も糊敷津ミ噸恰甚だ複麗なるものあ1）て，大膿宛も樹木の柾raの如く，共樹FEによ

一ブご夫々差異あると踊様，彼の購杢と相似たるもある．之等を藤下に槍して初めて眉英・長石等の

斑品を極めて稀に搬兄ずる程度にて，一／・般に敦璃質微球噸1伏及び脱獄璃作用1こよる微珪長碧質等の

構造を示し，敢麗質部の白。淡友。瞬褐次等の色彩の濃淡による醗列，或は敢璃睡中に生ぜる芽品

又1よ落球類が流理に1楚ぴ配列することにより，多種多様の流紋1μこ聴造を呈し鷹るを綴る，術屡々硅

化作用幅llはりて，各縞目に沿ひ後次生石英微意が配列し，釜k共墾化を富ましめて居る．

　　爾本組灘巾に屡粛涯ξ面葡萄歌叉は賢臓粥こを量する球形，或ば不規規板形の蛋白石乃至1潮煙を産

する．是，本；岩凝園最後の階程に於いて，膠質硅酸溶液が岩眉の室1禦こ滲出分泌して沈澱凝匿1せる

ものならむ㌧

　　㈱　角礫欣石英画面岩　一本岩憾上記④0⑫・◎著しくは⇔等の箪に自然破榊：作用を受け，

角礫1伏を呈するもの，或は他に何物も瀧交せすして硅化固結せる断種である．前記母眉に於いて石

英粗面岩質角礫岩と総ぜると，外頸骨んど旺別困難なるが，彼は凝響岩等の塊紛を弾じ｝之は純石

英粗面ギ÷のみの差がある．羅丸化すれば亜の8型と粗獄似し，多孔質となる．但し共室隙は角礫を回

せる構造を呈し居る．1娘ttて画論は北見産金地方にありて殊に⇔璽が角礫歌を即せるが最も廣範

閾に分布する，

　　（6）多乳質石英馬面岩一一本岩は上記⇔型流紋歌石英粗颪岩の周縁部と，共上位の一一一・一部に見ら

パれ豪鴻之舞元由附近叫よ⇔型と共に数10米の断麟鼠壁をなして本岩の大露出がある．斯職一

見蘭学を帯び，概ね流理を示し，多孔質海綿欺を呈する．典察隙には往々蛋白石乃馬櫛瑠の生域せ

る事前器と相等しきも，夫れ等の量が多く，形歌も室隙を殆んど充満して不規財である．本岩を検

鏡するに稀に獲見せらるる石英斑晶が共外廓を謝貧虫せられ，長石は大膿等量なれどカニδ需リンに攣化

し，有色鑛吻も分解し霊して原鑛物の何物たるや確定し得な㌧・．石基は多く微孔を有し，脱数璃作

用によ抄て生じたる微羅三長岩構造を£して，微球顕の生威を見る。一一般に硅化作用を受け硬結せる
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わるも，然らざるは自然破副作用と風化作用とに因り塊粉状となり，外観…見同質凝次岩の夫と酷

似して，夫々の匪別困難耐謹める．從ってかかる後者の部分は局地的親察のみ｝こて，本線と看徹さ

れざりし範圏が相福あらう．

　　⑲鼓璃質石英粗面茅｝一一一館岩は王需己④・⑳・⑱。⇔。㈱及び（tgの諸型の傘入。泌獲の最後

の産物と｝て，多く熔三流の通覧執こ，然げ！祈に画く見ら，eし，貼扇蜀に小規模なる熔1岩流及び澱脈

を呈し居るもある，此型は淡次線色破応射中に石英・長石。黒雲母等の斑品を認むるより，黒同君

　　　　　　　が渥青岩唄舘岩蟻こ至るまで包含する．演式を鼻下IF略するに，若し斑晶あらば鼓細註ヨ糊暦1髄を

呈し，該斑品は禰英・正長子1・斜長石及び黒ム母に1．て，，共量は豊ヒ順位である．而して何れも全く

新撫・して・靴授けて居ら8a一鰯英粒は不遜1なる外廓と・細面裂を顧．・騨蛯られて

屠る．正長石は多く墨形或は牛自形にして，屡々カールスバツト式双晶をなす．斜長石も窪目ね自

形或は牛自形，アルバイト式｛！1晶を啓通と1．，カールスバツト或は又稀にベリクリン式双晶を兼ぬ

るも見られ，多く累幣構題を示づ噌．最大封種濡光角10度附近にして次曹長蒋級ならむ．黒雲母ば

1：得誤配より淡黄謁色に至る強き多色性を劉，0．7粍の短酬伏をなすものがある．石基ぽ淡色破璃の

墨流し中に僅に副成分たる磁璽災鑛微粒が黒雲母に附着せるを見る程度である．

　　以上の各塑石盛粗面岩類1よ斜長石を全部多少に拘らす泥無し，疋長石との量的比率ぽ極めて匿

匿である．寧ろ大部分が画く斜長石英粗醐｝に鴎し，鰍こ一部分が綻然たる心密粗面岩と見るべぎ

位でもらう．是本道のみに限らす1て，我國内の本直と晒するを嚴密に再1¢討せば，層英安由岩と

命名すべきさえ害通鑛業家ぽ…般に「リバ」とで谷戯し居るもある．蜘こは安山岩類とは大韻判然と

匪別せるも，從來の岩石名を禺怠る眼り尊エ魚て，輩に石英粗粒岩なる偏名を以てし，増石との關

塩瀬討に重黙を置く事とする．

　　撮て石英粗面岩を明に姉妹岩とする金鑛振，規ち本国に運鑛せられしと認めらるる夫は，東部

北海葺蕊にありて，武芸・昭和・生田原・北ノ王・矢矧。魚尾・鴻一睡（元山本舗床方面大部分）・沼

ノ」L雌武幽北廉価寝相闘琶瑠の12鑛山と，醐北海池⑰りて，幽磯鑛山1蜘とであ

る．之等の外，火減岩の破片さえ画意見地たる書％仁山の如く，周園の歌配及び内部の模様より木

岩に關促せる如く推寮さるるあるも之霞關艇保留1一，蜘こは省略してある・　1“iして鴻之舞・北

嶺・珊瑠・轟等の如く，同域内に安由培の泌喪もありて，最前綿こあ1）ては翅1に其姉妹省たる鑛蹟ミ

も畿達し居り，最後者にありては夫を一．・商1なりとも母：岩と1，多少嬢間の存ずるもあるが，共他は

全部確定的である・規ち大部分本欝以外姉妹最手として絶膿的1こ考へ得ざる鑛床のみである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
　　本岩と後記安山岩と蹄鵠｛1妹岩と！て，夫々に關係せる鑛｝茉の性欺並びに乗気の1層薄の差異

特質などlc就v・ては綜合的に後に結論する事とし，蜘こ先づ本岩の各層と夫等との麗聯を牌か撞期

してみる．豫め本道にありて，金鑛床生虜三一・部分にても獲蓮せる本岩を探り暴げるならば，⇔流

紋歌石英粗面岩及び（tg多孔質君英粗甑岩（ウ…部と，⑲激璃質石英粗面岩の杢部が閃題とされる

であらう．則ち鴻之舞鍍11ゆ元由木鑛床・第賛矯ご第2鱗床ほ本岩の④及び㈱の爾塑を姉妹岩と
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して生域せりと認められるが，論議¢）上位には熔岩流が壷地をなし，其被U齢ところとなり屠り

て’第1●第2及び第3蝋ψ露頭駒言釧鱗拐地・1勧親瑠ざ鰍密なキ錦湧重に本㈱

一章中に蓮べし通りである．此熔岩溺熱地を構成せるものに，⇔及び8の一一部が（F）型を混交し居

り・典更にL位に玄灘｝熔岩麟i地が載って屠る・此夕Bこは⇔及び8～撚を餓特共に或は愚臣

となり，姉妹堀として鑛1ぬり明確に先に歯入・泌狛居るのである．一壕り鴻之舞のダ床は・少く

とも」瀧元山本縫1ミの大気粉丈でも他の②及こ｝ご8型碧ミ」堵或は女轍織とせる鑛脈（例へ1．X’北ノ王

地帯等）より霜く援蓬せけ賊：捻るのである．三：とは⇔及びくD型が欄1巧時妻入・測i適せりとの椴窺

の下，典基準に擦れ翻建定1こ外ならない併し謡：樋に木道，撫こ近接せる鴻之舞と北ノ王地帯」

の鑛脈が何れも同時期生域とせば，少くとも⇔及び⑭型の内，…部にても薪奮2様の送入・逆獲

時期があるべ壷を想定せねばならぬ．然るところ鴻之癖台地を構明せる＠及び㈲型は北ノ王地帯

に蓮績1，Gう型は大膿共聞に失｛｝Zれて居る，彰亀敵すれば鴻之舞の②及び（卜｝型は北ノ王地帯の夫等

そのものにて，G→型は後Ff’（的に｛∫乙交して1；こ時期の鎚嚢でなく，髭地方の⑱と⇔及び㈲型は大艦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ
軸距・漁獲を等し、ぶせるなるべしと営へζ）のである・此慕は後に他の方醗より立讃し得るが，蝕に

は輩に上記丈に止めて置く．

　　而1てGう灘を縁岩蟹は姉妹窪し｝とせるは絶無にして，常に本道零細鑛床生成より翻しぐ鎚獲せる

を認める．結局㊥型は最近蓬酷こて露覆嗣ミ生成後の蓬物として聞題が解決せるも，＠及び8型には

聯か疑聞が残iされ聡越しるのである．が，初等に奥味あるは；次の事實である．今8型は⇔型の局所

的周縁部の縫糖叢物なれば，暫らく⇔型のみに濡者て論述、す’あ嘉とする．

　　湧之鋼鑛脈の一・部を被震せる⇔型が北ノ王地方に痴りて，　先づ鳶尾・矢矧・北ノ王・生iFi原

　・昭和及び避華等の旬＝岩ともな1．1又姉妹壕とL、て考へられて譲る．而して其蓮績は：再び南方へ台地

』欺を皇して搬諭し，常呂鑛山方爾の地表を獅ミ覆し，共被覆せる㊥型にも小頭脈（休業：1：t）が見られる．

比◎塑を墓準とすれば，鴻之舞の一・部鑛三山i嘱鑛出も共下部に被霞さ，9して，前春は④及び＠型

と，特定のプ唄蹄風化安山岩を，叉後者は特定のプロビライト化安山岩のみを姉妹岩とし，他

の上記講鉱山腫脹は共⇔型自身の中に胚胎し居る現歌を見るのである．要するに之等此地方の特定

のブ・堀ラ朴化鋤岩が果して何れ胴系同晦膿嫡かも1｝懸に加；kip來るも・凡そ鴻之舞・

常駐よ鑛朕・餓ff何れも相酷似し，共に他の蟻壁∫鑛山の央と格段の粗異が見受けられる．此蜘デ

再び後記するが，兎も角も廿岩の層泣等」＝り織るも，総て少くとも鴻之舞・常呂鋤脈は上記詠鑛tlt

鑛賑より古く，且下底に此地方の中生JSr’1　ic接近して張遜ぜる款況が跡取1｛i來るのである．而して上

記諸鉄山鑛賑を胚胎せ／．めし＠型は隆盤に最も明療に全零兜を現1居れるを以て，玄同鑛山内の欺

況を事實の儘記載し，舞6渚の考へを聯か湘へてぎノ・る．

　　隆尾鑛山の記事は既に名論「罫聡あれば，輩に◎鰍こ關する封謬《を摘録すれば次の如くである．

則ち姉妹翁の大部分は髭⇔型であるが湾舞矯：稼行申の尉1就抗及び昭永坑内に其硫紋歌換様が剃然と

窺ひ得られる6之等繭貌獅ぽ£二「fl川を挾んで：互に大膿1萌ひ合ひ，前春の坑目附近にては⇔型の濯己
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敏が仁田川に向って傾斜し，後潜にあ1）ても同様にて，宛も該河川を中軸として尚斜精瀧の如き欺

況を呈レて居る．而して融就坑口の奥は離1ミ破弊の㈱型角駆歩石英粗面岩とな！），小1翻醐移しく

焚達して断厨角礫岩と前記含凝炭岩塊，石英粗面暑質角礫岩より角1礫岩歌聖次岩等に移化する．他

輝納訪面にては共猫附近よ曝に選めば，流繍款壌1磁の方向へ働臨画せん裁て殆，1．

ど水早となり，こUこ静穏iなる無野鴨状⑱型を僅かの醐なれど見る．かくて更に其奥にては再づご

流三軍セ呈し來り．幾多小階段大断層の獲麟に2；り分思せられなから依然流雑歌ぽ鱈移しつYも持

平し，共豊野ばさながら水成岩贋理の夫の如くである．此贋理に：似たる流紋駿（今後「流紋理」と假

構する）は極めて鮮明にして，大まく波形を戦き，騎贋等の爲擢観せられざる部分の水阻止妻1所‘は流

紋理を呈せざる⑤型なるは上記の通｝，にて，實に潮目に値する離實である．是本岩滋獲熔流の際，

既に波形をi尽きつXありしを物語り，昭永坑方薗にては北方仁田川に：両って概ね翠斜的であって，

水甲簡所ぽ熔流の際極よ）て準静なりしを想はしめる．然るところ共流紋理の傾斜には甲・乙。丙等

の各断層聞に韓移せるありて，或は直立に近く急斜せるあり，或ぱ叉殆んど単果なるありて共攣臨

　・攣倣班に薯し窓ものがある．但しか観る箇所の殆んど水層なる部分は還流絞の㊨型にあらざる

も亦注意せねばならぬ．樹翻暦作用の爲蒋移せざる箇所の流紋理が50度内外の急斜せるを見るは意

外にして，乱流平群の時ヂかくの如き急流をなぜりとは信ぜられぬ．否寧ろ水域岩居理に妙曲作用

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノを認むる如く，本鞘にも噺暦作用と共に該1乍用の働者たる爲♪馴初の波形が或程度墜縮されたる結

果なりと解繹すべきならむ．而して其極限を超越せる翻分は断暦を生じ，魅しくは鷹縮破興国態を

呈し，角礫歌となりしなるべしさ鳶しば本源が流紋理を示せるカ：故に，上記の模繊を詳かにづ『る潟

町能なるが，火成岩とぽかくの如き春蒔㈹腔融靴得るは頗る費軍なる現場なりと云ふ・臆で

ある．

　　野獣鑛山留床にありても亦此（⇒型を姉妹器とし，昼過と極めて相酷似して更に興味ある下唇を

提供し居る．阿山に於いて鑛床生成の機構を次の6期に分ちて老へられる．

　　第1期は◎型流馬丁石英乗rL間岩の蝉吟波形下流の行はれたる事隆尾と殆んど同じく波底の水．

不なる部分なる部分は無紋⑤型である．

　　第2期は，糟曲作用と初期断厨作用と巫笹下檸作用とに因り，流煙滅の後次的急斜・楼髪il層の

獲達’未固結角礫歌石英粗面岩の構成等を生じた．

　　第3期はかオリン化作用及びll＝靴作事之等の結果，或部分には白色粉飾ミ歌の部分と，国都分

殊に蕉断贋も爲に硅イヒ硬結し、て堅靱なる岩盤若しくは岩脈輩下厩を形成した．

　　第4期は裂糠を生じ，之に漸i次鑛化充境作期を見，諸難聴を生じ，i其闇にも多歩の地殻愛馬を

認める．

　　第5期は鑛床生成後の断贋作用にて，新走三三贋が鑛脈に沿ひて嚢達し，殆んど脈を見失は1

むる事などの被害なく，反ってこ：次的富化作馬に寧ろf（？一影響を及ぼして居る。

　　第6期は安山岩の滋入・溢嚢にて，地串に全く不規則なる岩諺郵・岩頑歌に一齢鑛床勉帯を貫き
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て縄織を敢えてし，更に地表に揖て」賦慶更歌節理を呈して，鑛床を嫉覆して共露出を防げて居る，

而して地形の多少の癌化ありしならむもかくて現往に到る≧

　　以上を要拶に・1睨齢地加夫確ナ納容の全く同じき⇔型石三段醐のみに就いて考ふ．

る時，爾鑛山の如く約86粁を隔てたる遠距離まで面諭腫の棚欝廣範園に嚢残せるを黙ると共に，之

が姉妹岩たる鑛脈賦存1｛／こ態の何れも極めて相繭ll｝1冒し居るに氣付かされるのである．則ち前記13鑛

由の内，鴻之舞・珊瑠及び轟の3鑛山を震音，武雄・昭和・生田原瑠ヒノ王t．矢矧。隆：尾・沼ノ上

・雄武威・北嶺e，歌登等10鍵舳慧発部皆此⇔型に關係せる藤壷を稼行し，・何れも脈巾狭く，延長

も大なるは少く，概ね小脈乃至細脈と着癖され揺れるもの㌧みである．夫々の丙容亦共通黙頗る多

く，大器同系の鑛脹近似せる鑛石心を産して居る．（鑓三型に就いてはそ麦に吟昧する通りである」

　　而して此⇔型に直接漸移的匿撫こある一方㊨型と，他方鱒及か⑱型に就いて湖るに，叉之

等には夫々局地朗に差異が認められる。期ち◎型及び⑱璽巨のみ褒達して他を鋏ける沼ノ上及び雄

武威怠癖川の如きあると，⇔型・㊨型及び㈱型を加へたるのみの露華・矢矧・隆尾。北隆及び歌

登の5鑛山と，⇔型・㊧型・㈱型及び㈲型までイ曜tも見らるx心隔。生迂論及び北ノ王の3鑛ほ1

等，⇔型には皆油画を幽するも，他の型の存在は面々である．然るに鴻之舞及び珊瑠の爾鉱山には

⇔型共他を姉妹岩と1一．て癒すして，⑳型及び⑫型のみ嚢達し，鴻受壷の一・榔凝議を㊥型を1昆交せ

る＠及び←｝型が熔岩流台地を墓［、一被覆し．居れるは前婦；の通りである．西部北海超：の轟鑛山に於

ける石英糧鰍1瀕は攻書防面と，果して湧時同系の覚入・直心なるか聯絡不明な4Zど，（イ）◎型及

　　　　　　　　　　　　　　　　ノび爾型を見出す・然しを9型も⇔も嚢癒し得ざるのみならす，　爾型も流紋灘を呈せざる曽④型及

び＠型の角礫欺である．而して囚型に似たる兵器あれど，これは誌面荻岩塊粉石英紐面岩質角礫岩

の風化作用を受け多孔質となれると，多孔質角礫端獣凝次將とである．元詰部地方には㊥型が全く

磁髪し居らぬぽ注目ナベ網享實であらう．

　　かくの如く，本道：の石英粗面岩類は詳細に楡討すれば，全部を一党に取扱ひ得・ざるも，大都分

が姉妹岩たる：重要なる論断を受持ち，内㊥型病識質のみ金面鑛床生成以後の蓬入・滋搬を認められ

る．織（イ）型普通及び⑫型幅純¢）夫は鴻之舞3珊瑠及ごじ鎌等の大鎌脈職ととて露見され，他のノあ鑛

脈系に關適せざるが如くである．然るところ④型ぽ㊨型無恥と漸移llnjなる部分あIL）て，叉◎型

ほ⇔型流漁歌の…糠に見事墨さるX等頗る痛感微妙f」Z　・：5關係にある．要するに詠出類は大部分が鋤脈h

卸脈極めて剛細る關係にある寿撫現逃し得ぬのであろ・、　　　　．・

　　（A）安山＞f、1類t一一一一杢般lll勺に先づ木岩をi爽ω如く大別する。則ち本道の淺熱水性金鑛脈生成以回

読入・泌獲のk類（前期熟監菌と假翻と，以後の夫1後期安山姫と1隣i奪）とに分つ．前渡は蜘こ鑛床

に直接關係を有する重要なるを包合するも，後者は鑛庫を被覆或は貫き，邪魔こそすれ為害無饒の型

種である．魯通之等を古期（或は奮1明）と新期とに分てるがチζ開の境界の暴準が1｝霧然として屠ない。

例えば最新期の現在活火σ1を構域せる型腫は尚題なきも，幻｝膨態を既に：失へるi瀞テし．きと，未だ其

形骸を辛じて保てる煮きと，或ぽ；岩脈歌或は岩床Il／こ等時代的勤比の頗る困難なるものなしとせぬ．
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伍って鼓には鑛床生放時期を基準とし，呉前期と後期とに大別せる次第である．

　　（甲）前期安山岩類　　新山附近の本岩は僅に大金鑛凶の一一一一周部を除き他は例外なく全部プロ

　ピライト化作用を受け居れる事は前述せし通りである．而して箪に之等をプμピライト化安瀬岩と

　して取扱へば至極簡輩なるも，夫々内壁に就いて槍討すれば，各原市の異れる型種なるも認められ

　る。地固々共原岩の既に制定不長吏にまで攣化せるもある．撃って可能範圃に於いて夫々の原岩を追

及し，以て半床との開係を検討してみる．然る時火艦次の種を見出す事力：出來る．

　　げう含黒雲母斑歌縷輝不爾英安lf喘・（り）斑歌紫蘇輝石石英安山岩・鈎含石英紫蘇輝石安出岩・

④含石英角閃石複輝石安山雪圭。㈲複輝石安国撃｝．

　　以上の如く，全部に斜長石の外，皆紫蘇輝石を多少に掬らす含有し居るは注意すべきで，叉石

英が大部分に溌賦し厘｝れるも注目に値する．戴には各個の岩遣鑛物の詳細なる記載を省略L、，極め

て導電に夫々の輝輝と特徴とを蓮べ，専ら鑛石との關係を継継する事とナる．．　　　　　　　　・

．　　㊧　含黒雲母斑輝輝輝石石英安山盛1一一鴻之舞鑛由の南東方イナウシ澤に岩脹朕をなせる外，

9’ヒ附近に多く獲遽する．斜長石及び石英の耳鎖顯藷に1．て，’前者の如きは往々獲1糎内外iこ糾せる

　ものある．鏡下に齢すれば，之に多色性強き黒雲母の約O．6粍以下の小晶倣黙せるを認め，一一一一方斜

長石英町面岩系に蓮絡せるもの享年きも，他曾爾輝石を相馬量含み斜長石は普通アノLバイ式双晶。

屡々ペリクリン式双品・累帯構輩を示せるもの少からず1．て，申性に近：き種である．石墓は概ねハ

　イアロビリチツク構造を呈し居る．

　　ω　斑歌紫蘇輝石石英安由岩一一．一本岩は鴻之舞鑛Ill　6一処附近に岩脈として鴻之舞贋群（北見

地方新旧：．三紀厨最下部）を貫けるが其代表である．幽翠淡閣男色粗潔質，有色得物の線泥石化質物斑

黙及び黄鍬鑛の細繍粘散在せるを見る．翼下に牛晶斑歌構造を呈し，斑品は斜長石と紫蘇輝石（爾

者略等量〉・石英（多くない），博通輝石の存在は不明である．就中紫蘇輝石は自形，2粍絵の大品あ

　りて，淡黄潤色一章黄緑色の多色盤門々著し窪ものがある．多くパスタデト化其他鍵化甚だし．い．

尉基ぽ識璃質に富める隠微晶質構造，淡褐荻色を呈せる中に杏仁扶塞隙を有し其鯛蓬に繰泥石質物，

　【｛3心部は後次生方解石を以て充さる．

　　㈹　含石英紫蘇輝石安康暑一一本岩｛‡鴻之降着山．三王坑通洞就内外其他に産し，多く山塊をな

　して屠る．上記の（リ）』型に内容1よ似たれども，其外親は大いに異にする．撃ち彼は紫蘇輝石の互品，

斜長石及び石英の斑晶目立てる斑1［！こ，淡駒荻色粗懲質，此は斑歌を呈せざる比較的緻蜜質にして帯

線曙皆色を呈する．葡！．てブμビラずト化作用を強71｛に受け，廊下に蘇るも斑晶は著しく分解汚濁

　せられたる斜長石と殆んど全く緑泥石イヒせる有色零物（愛片は皆紫蘇輝石）を僅に見，夫等の中に不

規則他形の融蝕小吉1Ilの石英粒が少量含有され承｝るのみ，石基は原茸慧不明なるも，粗櫛完晶質なる

　もの瓦如く，主として汚濁せる騨長石と線泥石及びウラル石に攣ぜる輝石類，硅化作用による二次

　的石英及び相當量の方解石の生成し居れるを槻る．　　　　　　　　　　　　　　’

　　⑲’含石英角閃石復輝石安II曙一一本燃蝦記㈲型と共ξこ手稚鑛山の鑛床母胤こして，　5〈姉妹
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岩たりと認められ，窮屈。岩床・謎入岩塊とし産する．

　　㈲複輝石安山岩一一手網鑛山の外，鴻乱舞鑛山内随庭に端脈として鴻之舞歴を貫けうものがX

大部分本島である，叉大金東山にありては鑛床附近のみプロピライト化作用を受け，共遠かれる部

分は全く該作用を受けざる朕態にあるも見受けられる．而して著しく粗粒質なるより緻密質lc到る

あり，以上の諸型とi嚇羨，熔岩流として，或は集塊岩を俘ひて融．、ない．是後期安山岩巾の同質二

型（タ）と磁に容易に分別し得るところである．

　　鴻乱舞鑛LI．1に温言として産するは外槻帯線二次色緻密にして，斜長石及び線泥石化せる輝石類

の小斑黙を鳥影認め得るも，多くは面面を認め得ない．鏡面に検すれば，一般に分解著しくして，

有色鑛物は大部分磨滅石質に煎じ，又炭酸化作用を多く受けてJtt｝る．鱗長石は曹友長石聾f寸近ならむ

も，之亦新鮮なるは少い，そi基も汚濁し，黄鐵鑛徴粒散黙し，猛てプロビライト化作1用を深刻に受、

け居るが見られる．

　“大金鑛til加fにばプuビラ融化作用tc受けざる斯言｝ザ黒色安山捌が共心縁織姻蛎御勺に露

払1居れるを以て，内容等組織を明確にし得1ちれる．則ち常山坑内にては旭向坑方面の零米地並附

近に著しく濃達し，黒色緻尋｝なる相當基性に見ゆると，然らざるとある。叉斑状なるもあi）て，鏡

下に斜長石と普通輝石の斑晶，稀に普通輝石と紫蘇輝石との聚ノ或：を認める．灯蛾輝石類は結晶の外

廓が融蝕作用を受け滋味を帯べるが特徴とする’試し．て當地方の本岩には紫蘇輝石が一般に少く，

減ろ含紫蘇輝石安二尉と凝すべき型腫であ畜。tt

　　以上の前期安山岩類は上蓮；の］／llく，臨床附近に於いて多少に拘らす皆何れもプPtビラでト化作

用を受け居れる型種であるが，夫々原岩の比較的判明せる部分に就き吟味｛．、たのである。該作用の

著しく強烈なるは島原岩の何れたるや全く確認する纂不可能に近きあれば，一般には繍てプUピラ

イト化鰹山岩として：取扱ふを便利とする．

　吟此プロピライト詞寄由岩を姉妹濃とせる乱脈強胎鑛山を墨ぐれば，前表に示せる如く，東部

北海道にあ1）て，常呂。留擾蘂・鴻を舞1元由第3鑛庫・倶知安内2號坑鐘・5號坑Wt　i　6號坑鑓及

び三里二本鑛庫）並びに六田の4鍵II，西部北海道にありて，手鱈。光龍・悪庭・予歳・禮文・静

狩並びに大金の7鑛Lljである。而して之等讃最前鑛脈の姉女瑳ヒ膚と看倣さる、浸出岩灘ミは局部的に山

畑基性1こ兇ゆる部分あるも，‘原器判明せる範幽1こ於いて纏て，紫蘇輝石を含み，斜長石亦申性に騰

1．多く石英を交へ，黒雲母を混ずるさえある．f哉束山地；加τ二は西部地かより以上酸性に近き二極に

富めるは，前地域に石英粗面岩の獲減点直なると何等か困果訟訴ある・ドき感を懐しめられる，更に

注口すべきは本論類に石英粗画烈婦に彩1、かりし破梓作用なく，從って角礫岩歌を呈するものの絶

無なる事實である・脚剛乍用による脚三三礫は東部北海道地甑の留遜簗。鴻之舞5擁抗等に見らる

貼，全く聯酌であって大規模でない是，岩質に基因するか，將叉本翠樋入・蓬獲時期に地誌

蓮動の僅少1こ虚まりたるか，何れにしても後期安山岩類の展々集塊岩を俘へると共に想ぴ合せて，

侮物か考えさせらる』現實である．兎も角も本岩類に醐係せる鑛脈湖台地域は夫け也疑近く　lk別と
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　して，一一・般に概ね北ノ王地帯・製塩・北隆等1こ於；」一る石英；ll瞬器類に見る如き縫簡L歌態を些々認め

錫ない．之等の蝉吟蜜は畳床生成時期・婆・奪當時の歌況・鱗甑性等躍長に就き，弐等の樟討上大いに滲

考とすべき資料たるならむが；叉産金駅態考察上に白船せる故，後に論蓮を簸り，蜘こば軍に夫等

　を詣摘するに比め，後期安臥岩類の概綬に進む纂とする’

　　（乙）後窄安iil丁丁～一驚煙弾‡鑛庫生成以後厳入・甦獲せる種より現在火山形態を構成せる

最新期の種まで，極めて地積上廣範に獲達せるのみならす，叉型種も各地各様に互り，之等を詳細

にナるは本文に蝉吟釜で膨み・撫・鋤ミ地域ρみに限り，艦鞍蠕類と糊贈る磁を示して

糊鰍媛蕊が如く翠さ才・居たる種旧き極疎騨に斜蓮し薄ら瀦との糊醐旅す

　るに力むる事とする．今夫等の主たる型種を列齢しみるならば，次の如くである．

　　⑰含石英複輝石安土岩・（”）角閃石安山尉・（ヨ）輝石安山；岩・（タ〉複輝安由岩・（レ》安rJ」岩質激璃岩等．

　　之等も更に細別し，叉相互中越種などを分つ時は，頗る多種多様の型樋となるべぎも，そは岩

’石畢的研究に馬し，殊に鱗石には全く縁遠き後期の類なれば，可能限りに略贅する．

　　⑰　含石英複輝石安山岩一一珊瑠鑛毛附近高贋由嶺に熔岩流歌を呈して獲達し，板妖飾理顯著

一6’ある．次色El基に白色斜長石蜜τ欄多しく黒佐し劇1緻1蝦型種に期する．鏡野にも縮1は斜長石

を主とし，雨輝石及び石英を交へ，石英はi新鮮なれど融蝕微鐘峯宰富む．石基は微硅長岩質を呈し，

一部脱敢璃作用の痕跡を認める。而して何等プロせうずト化されて居らぬ．

　　手三塁山にありても．手稻山頂より申腹に熔ギ｝流状叉ぽ細脈状を呈して襲達し，全くプロビラ

イト化作用を受け居らざる轡師岩種として容易に4三捌し得られる．

　　㈲　角閃石安由岩　　一本岩も亦珊瑠鑛山附近に僅かなれど分布し，角閃石の穂園大なる柱1μ〈斑

陥が目立てるも，銚下に槍すれば斜長石斑腎縄ね小形なれど最も多量である．石基はパイロ久キシ

チック構造を示し，長石・輝石及び即興鑛の徴晶群在し居る．

　　馬脳霊神由方面にては古生麿及び石英糖蔚岩を貫ける岩脈として見られ，馬下に輝石並びに石

莫の破晶を混ずる部分がある．　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　，

　　静狩鑛山地方にては海岸地回こ大由塊を構些し，頗る旧著なる獲達をなし，含角閃平石莫安山

岩に離する特種を多く見る．’

　　（ヨ〉輝石御事岩一溜邊蘂鋤！｝方面に熔岩流likを呈して9｝fJ期プロビライト化複輝石安響岩を被

覆して共後に泌慨し，淡荻乃至鋤黒色緻密質にして，明瞭なる縞歌構悲を示し｝と居る．

　　鋼瑠男山にも出現し一般に斑びこを呈する・而して含紫蘇輝石安［1階を維て，後期複輝石安山

岩㈲に漸移せる如く見受けられる．
　　　　　　　　　　ド
　　（タ〉複輝石安由岩　　前期理由岩間中瞬導型種（7）はプロピライト化1早撃を：受けて岩脈・岩床

及び溢入岩膿として嚢達せしが，、此後期の夫は何れも該作用を受け居らすして大報分熔君流歌を呈

し，三々共集塊岩を俘ふ．鴻之舞鑛山地旺にては前期型を鑛脈と共に直接共集塊岩を：俘ぴ，夫等の

上幽嚇岩流と／て被鶴．，明瞭1廟衡醐型を酬こ厨禦りてξ醐し得御）みならす・プ・ビフf
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　　　　　　　　　　　　　　北海都塵金野趣目附地質聯勺研究（2）、　　　　　　　　　　　　認

ト化と其内容を多少異にせるを兇る。期ち後鼻㈲は斑欺顯著1こ口て，斜長石・普通輝石及び紫蘇輝

石の斑晶極めて明瞭である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　1レ》安野岩質取1酒面一一本岩は石英粗面岩質敢璃岩と一・一見歴別論難なるも，彼の必ず細き墨流

1．三流獅伏構造を示せるに，豆ヒは夫を認めざるか3ζは晶帯歌を呈する．而して斑晶を含めるは斜

長石と普通輝石とに限られ，新鮮な一る破面は樹脂う℃灘を有する．北隆鑛山の北方，其支山雄武鑛山

（休業中）附近の海岸20米段丘崖に纏員約1．5米の岩脈を成して流紋1伏石英二面k’1・を貫けるは輝；石安

ill　1’　；・質の松脂岩にして，肉眼的斑晶として｛ll陰に斜長石・輝石の数黙llせるを認められ，鏡下に二等の

外，無数の毛品縞駄に著内乱1．，他慧殆んど二三璃より域る。共他の地域に産するも大同小異にして

鑛床とは全く縁遠き型腫である．

　　以上を要するに本瓦類は大部分熔岩流を成して上位に後蓬せるもの多く，プ1ゴビライト二二J’ll

を惣堀らざるのみならす，柵1櫛理叉は椛欣竃脚顯著なるありて，現；IJこを詳細に観察する勲こ擦

って前期の夫と判別上ビi狡：的容易である．殊に集塊暑を俘壽、場合，二三を被覆する二二1．、く，全部有

霧四谷の鱈奨種のみである．

　　　　　　　　　　　　　　粥二節　深熱水性鑛脈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ロ
　　1｝櫛に於いて蝿椿1雌び棚世んとする深禦1・無漏陶廟言｝枯19挿「老鋤尉1にして，二面に

ありて田下唯1箇所稼行し居るのみである．則ち北見一病ノ上鑛IJIに見る外には現在他しこはない．

猶って伺鑛山の歌二二慮回せんとずるのであるが，大髄各論中に述べたる通りにて，載に再び繰返

す必要はあるまい。今其要点を摘録し，以て專ら前述淺熱水性鑛脹：の賦存タ｛∫こ態と二二的に論蓮を試

みる．

　　瀧ノ上鑛山の三振は主脈4條ジ内3條を稼行し居り，何れも三二歌1こ大膿2F走し，北60度酉

の1遣戸，東方へ直立に三脚き急斜をなす．之等の外，無数の石英細脈ヵ£母器及び主腿触こも入i）込め

るも，皆殆んど含記せざるを以て問題とするに足らぬ．混三熱承性細脈と大差がある．而1て稼行

鑛脹の形1伏は著しく不JLI規にして概ね太短ぎレンズ形の漣績なるが二二績1ま常なく，屡粛之を見失

ひ，小断層に切臨されて全く二三を隠す事頻繁である．此太短く三二性に甚だ乏しきは本鑛脹の…

大1㍑蹟である．

　　稼弱弱賑申最も1走「i’誕長メ（なる北1誤読の如きも約2南米を1：1：1です他ば到って短い．脈幅は頗

る不定にして，採掘胃能掩囲が1米i独外を往旧するを最良とする．鑛石び）品質は後逃する通り，含

温く不均等なれば，無品鷺儲態と共に淺熱雄鑛賑と極きうて其趣を異1こする・母岩画楚來右生

代と繕音られ操れる漆呉々色粘板岩にて，鑛脈ぽ大藩共晶開面に滑ぴて生擬し怨る．叉姉妹岩と看嘉

すべきは域内に石英斑矛｝々厭3條が延長約800米聖走し居れる外，他に火域岩を地表に見ざる弼

域外に花崩岩の小露出あれば，之等の聞に何等かの關警彗あるものΣ如く考へられる．

　　後志國に正梁鑛山なる試抽・｝奪（未だ雌壷せざれば本文に雀略）の小鋤勧玄ある・同猟よ渡麟鴇

壇回り宵生；1鞭ヒ貫ける花1識階内の石英鑛厭を探鑛し居りて，含金は確認され7該腿が古生轡地域に
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も嚢解せるを畔引に見られる．上記の瀧ノ」二鑛振と極めて賦存歌態囎似し居れるは注目に値する．

　　かくの如く當鍍床は前述の蝉吟ノfく性錺議辰と共賦存駄態に於いて彰£に著しく差異を認められる

が，其鑛質含金扶態等亦相當の稲違あるのであるド三等ほ再び綜合的に後に：論述する：fk：　．」一一．・する．

　　・　　　　　．　　　　　．第三節　　軍純交代鑛床　　　　　　　　　　　　　　e

　　本鑛床は東北地方より胴部．1ヒ海道に遜りて分布せる一寸型にて，特に金銀を主要目的物として

稼行中の2鍍山に就き専ら蝿回する’∫（iJち洞鋸及び大州の爾鑛床は大呼相似たる賦存歌態にて，共

に新第三紀線色町欠岩中に不規則なる鑛塊をな1．，走向頽斜等判明せす．、後者にありて多少南一一北

に延びたる備騰1筒歌を呈し居る．

　　門門岩内畷床の難せ鵬舗・四姓成以前園四竹等たて磁嘱せる部分は別として・

一i’一ﾊに裂舞が規則慌しく連績性を保ちて生ナる野宮であって，寧ろ甚だ不規則なる細裂帯若しくは

細裂嚢磁化翻が行はを嘱るが髄筋る誕嬬質・撚らしむ疑こ旅して，何等・鳳町て怪

しむに足らぬ．而して山闇黒鑛々床は裂遜鼻あらば之をも充暫し門脈：状を呈するも，豫め共先騒とし

て上昇する鱗1ヒ下押は多孔質脆軟なる岩石を搾めて野々脆化作用を行ひ，之に誘導せられて壁床を

1聴するが故に，凝端騨：ゴ淀晒骨の剛悟るべき今回と看即し手鴇從って共鑛床形態が大部

分不規則なる塊朕を呈するも習弊‘こ難くない・然れども欝初黒門々床を構成すべき含瓦斯鑛液が上

昇し來り，弱所を需むる際；とこに憎憎上に共車昇を容易ならしむる勝物かS“存在すれば，最も抵抗

少き其箇所へ向はんとする傾向あるべしと論者は考へる．他の相當覇明せる黒鑛た床の賦存歌態を

観るも，皆然るを解るのである．上記2鑛111は擁諺昧だ充分ならすして，かXる穣討も漸く昨今開

始されたる事情なれば，今後の狡展意期侍し，蝕には專ら後述の鑛石研究に：重鮎を置く事とする。

術上記2野州の姉妹彩は共1に眉英粗面岩類にして，貴は斜長石石英組闘岩に属す厨1四四匪に近）・．

大刷にありては同時より石英安IL賭と稽すべき四種に漸移的蘭係ICあり，胡床は石英安由岩鋤琶中

に取淺されたる緑色凝次岩内に胚殆し居る。而して石英安山岩は斜長石石英粗面岩の石英斑晶が細

粒となり．正長石が減じて斜長石類の：量を多少塘せる程度にして有色鑛拗到って少く，プVピライ

，ト化作用も受け居らすして寧ろ普通「リパ」と引回する類である．　　　　・．　。

　　以上本道金野床全部の賦存駄態を瀞愚管的に概零するIC，前述の如く典大部分が伊州三糸己時代生

域の淺熱水性理舞充坂1石英興野若しくは璽：円石石英鑛厭にして，夫々賦存歌態と後述調質産金歌態

と自ら關蓮せるものあるが如くである．のって後に綜合酌に結論し，蝕には此程度にて亜に進む事

とする。

　　　　　　　　　　　　第三章　龍海遽産金即答の甲種と其公類　　　i

　・本道産金輝石は大多数含金銀石英鑛脈に属する酸性塊鑛であって，其他の種は極めて潤和たる

ものである．從って大膿の種別とすれば頗る箪純と看徹す事が出來る．然し同じ酸性塊鑛にしても

共購慧や内容が相當異るものと，相類似し居るもの等々がある．而して夫々特徴ある鑛石は何々型

と命名し，之に近似せる敵一括して纏め，各々を分類し得れば循學上の看愈討に便宜なるのみならす，
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質塑像の取扱ひにも役立たしめ得るであらう．側へば母岩粉粘土等を多量混交する鑛石と然らざる

と、交齢鉱ど噛職・居る蹴ら幽占難糖質畑焼と神職鐵，棚晒と麟、

と採鑛・選鑛・製錬・蓮搬共懲こ求墨蹟宜の塵理を必響とすべきである．

　　敢に型糧の命名は滞塘鑛μ！名を冠せるも，共名が該鍼山産全部の鑛石型を代表する意昧にあボ

すして，呉鑛山内に黙する鑛石中に特別に：命宿せる巨細に等しき假名なる事は前後の諸事にて察せ

られる通りである，即し大部分は蒼々鑛山の代爽的三石或は璽要鑛石と看微し得る．叉少敏は輩に

特異挫ある鑛石を取上げたるもある．而して後腐の如くほ8型種に分ちたるが，之等に普通一般型

其他本文に雀略せる試掘鑛山にて例へば機1械的二次鑛床たる賦金ぞ舞角化鐵鑛の淺鎖壌床盃．鑛石などを

加へ來らば更に慰種を増す事となる．今各型種名を學げれば次の如くである．

　　（の‘‘鴻之舞型，，（b）“留邊継紙，，（c）“隆尾型，，（d）“生田原細脈型，，（e）“北ノ王型，，（f）“千歳型，，（｛）“沼

ノ上型”（h）“瀧ノ上露璽”（i）“雄武秘戯，（」）“霧雲型”（k）“瑚瑠型，，（1）‘‘徳星型”（m）「’手稲型，，（n）‘‘惑庭

竃”（o）“静釣型”（P）‘‘轟型，，（q）“大金型，，及び（r“洞爺型，，．

　　孤こ以上1S型種に就蒼1彫輩なる無明を魏へ，夫々4）白磁に銘する薄曇叉は其類似の細石を纏

めて分類を試みる・、、　　　　・　　　　　、
　　（の　“鴻女舞型，，　　　　　　　　　　　　　・べ’

　　常型は鴻之舞鑛山・常呂鑛山・書朋鑛山及び避言1鑛山…部の酸性大塊鑛の富鑛に見られる．其著

しき特徴は極めて緻密堅硬にして靱性に富み，容易に破檸され難く，完全甥総叉は非饗種蔚冴1びこ構琶

を呈する・共細密・1：慧即醐「点々」の外・最後の充1賦物として脈の中央帯に近く特異性ある麟瀦

　　　　　　　　ゴ
織を示す．期ち初期生酒の細掌屈脈の破檸小片と硅化簿；岩の職種小片とを大島画期正しく鑛液上昇直

行1こ騎行配列せ1…めて，之4紐菅崎麟，雛壇磁図画にて魂結せる歌態を呈すS・．是，離床生成時

代地殻攣動ありて其活動が鑛脈内の溺帯1こ於Vaて行はれたると，’E鑛液上昇力の三盛なりし箭勢を

物語る．而して所謂「金艮無」と稻せるは從來專ら測1銀鑛と看徹され居たるが，筆薪の吟味せるとご

ろに睡れば・皆笹藪鋤銅鐡著であって，Cu．　As及びSbの含有を認める．

　　（b）“盟蓬翻意”

　　當型は留蓬醸鑛山0矢矧鑛1涯い隆尾鑛llゆ…部’沼ノ王飴蓬山の…部・灘狩難山の大郡及び轟鑛

齪）一・講薩する酬蝦1謎1・切魂鰍しτ，多く満1枇など較へ彫絶乃至礁色a）・i’i」泥質

鑛石な表現する警則ち鑛脈の全部或は9L：一一部が採掘前，既に走向凝｝1贋などの爲自然破陣三態となり，

叉手掘にても容易1こ破檸して中塊鑛以上の形態を保ち得観して，粉率土歌物質と混交せる型である．

概ね水分を含み居る爲，後匙（e）“北ノ頭型，の如く常に乾燥せる凧態に産する帯黄友白色臨画！｝t粉
　　　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鑛と外回上著しき麗別を認められる．而して共内容は夫々産地現場により自ら相違し，殊に粘土物

質が留麗蘂鍍£i！濃の如くプロピライト化安山器の粘二L化せると含四三土盃銀負英粉の幌灘物なると，

母岩粉を多く曾まざる軍に脆弱含漸吐金銀鑛飼鋤：大部分を占むるとは刷立に於いて甚だし嚢差

異がある，前脅にも局部的高｝蒲乞なるあれども，…般には然らす，後者（留鍵蘂鑛山塵以外殆んど全

1
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部〉は概ね優秀lteして，屡λr稀に見る富鑛を三型に旋する．

　　（c）“隆　尾　型，，　畠

　　當型は隆尾鑛山・武華鑛山及び生田原鑛山山部の酸性大回罷り三下に見られる・共著L、者特徴

は外半上鉄石とは認め雲罫甦き宛も角礫岩の様相を呈し、，緻密なれど比較的脆質lcて小」）t　il粉になり易い．

姻ち破碑されたる母岩塊（多く3骨角以下往々10糎以上）と岩粉の混ぜる含金銀高品｛立硅酸鑛液が

膠結し，全龍とIして極めて難然たる歌態である・牛尾鑛山にありては共選礫母岩塊の多くが流紋欺

Jf，　f英凹面岩なるが，典配列は前記（a）‘‘鴻之舞型”の如き火灘規則IEしきと大いに異り，野地極りな

く歪：く丁丁序である・且母尉塊は之等の聞隙に響町せる鑛液の爲殆んど熔融叉は交代等の等化を受

けすして，共稜角等も門別されたる儘である．是，後蓮（k）“珊瑠型，，の角礫構造の夫と相違L、，後

期充鎭上昇鑛液の熱。蜷など強大なりし構祓と想定し得ない．穿って濃厚鑛液の熱・墜旺盛なりし

と看微さるX部分に二往々見る輪鑛憂斜ま共産せぬが，晶位は極めて高きものがある．商して少くとも

除去し得る大いさの角礫岩塊の中央部（周縁にlj＝金銀濃聚）のみにても逞別すれば，更に：品位を高め

る事の可能なる二種である，

　　（d）“生田原細脈型，，

　　當型は主として生聞原鑛山佐禺間匿等等に産する極めて門門品位高き細脹にして1…：児完全封

構箪純縞歌普通白色石英脹の如きも，共爾盤に顯微鏡的系剛メこ微脈が下染ヌfメ亡に浸透乏．、て，多少硬化作

恥及ぼして居る・銀鋤馳硫fヒ物の混交到って少くして，外1・1纐る駕肱る感を人に輿へ1謁，

優秀鑛たるを識るに困難である．期ちか．しる鑛石は殊に細脈なれば普通重要親されす1．て見逃＝雪1．

勝なる故，特に注意を要する下種である．　　　　　　　　　　　”
　　（e）“北ノ王型，，

　　當型は北ノ回避山・生田原鑛山及び昭和鑛山の夫7t地表近くの機械的二次鑛床即ち「原地堆積

鑛床」として産する帯黄次白色酸性含小字粉鑛である・往々輩に堅結せられ．叉は僅に：鑛染作1＝｝1の

爲塊鑛をなすも，極めて容易に粉末歌となる．而して常に乾燥欺態にて産し，等質を附くを以て色

彩と共に前記（b）“留謬轡型，，と魎朋容易である．下部には（a）「‘生田原細脈薮望”等の町回及び鑛染二

四の存在ありて，竹野が母岩と混交して自然破碑されたる儘膠結作用を受ざりしものである．』其一一

部は下底盤の小裂舞内に1雨水の降下に伴はれ，特種の高品位肺野細脈を形成1．居る事もある。

　　（f）“T一歳　型，，

　　當型は回議鑛由，隆尾鑛rhの…部及び小二三野山の一部1こ産する完全勤柵或は非封穂ヲく柄縞歌

構造を呈する酸性大塊鑛である．共大柄縞欺が外齪上此型の著しき特徴たるところなるが，発獺乳

白色牛透明乃至不逸明石英に極めて荒々1一、く太く又細く密接せすに黒條曲線が畢行に謬1琶列せる横様

を示し，各累帯内外の性歌に大差を認めしめない．而して黒條曲線は一．・見「銀黒」の如きであるが，

概ね灘繊微粒か或は岩著回して，大鋤灘でない・禦ミし正しく「銀黒」住旦て鰹拶鋤なる部分

は含金銀品位は頗る高牽なるあれば共内容に周到なる油意を要する型である。
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　　（9）“沼ノ四型，，

　　欝型は沼ノ上陸山の…著祁及び矢矧郷軍の小局離こ産する酸性大群鑛である．黙認‘留邊轡型，，の

滉粘土小塊鋤が演然破昼前の歌碑を保てる無縞擁粒石英密集歌をなし，人事的にても破回して粘土

を混ずれば“留蘂判型”となる内容鑛石である，晶位：優良なれども，共景の籐り多く産せざるを遺

憾とする．

　　（li）　’“瀧ノ上階，，　　　　　　、　　　　　・　　　　　　．、t

　　欝型izl瀧ノ上鑛由のみ1こ濃する所謂「老脹」の超酸性大呼鍍であって，朝鮮方画の金蹴床地帯産

t’こは珍らしからぬ種である・現在本道にあ覧て稼行金由として産地は喉…であるが，北見。矯筒・

渡島等の露期（從來古生代と看倣さる）の専ら粘板岩と花1吾1岩獲達地域には愈て操業せる深熱水性門

脈産の野物鑛石を相當見出し得る，而して河床に石英質砂礫として彩しく獲扮する溜所が少くない．

平野白色硬質石英が粘級岩中の間隙に強剛の元に：浸入せる如き感を有し，一一■部は縁岩を交代し，自

らの内へも側疑抱嚢込み選1紙型に挾みて宛もF羽黒」の重下平糊伏野晒総門部分も唄うる。元

肥劔騨は高くなも免も叢だし音不均等の分紐なし，獺窮鑛其他硫化物耀鮮に混交し・て肉

眼的金轡が存在する事職掌あるに反し・杢鍵としてi’」i　一一一・ililltに極めて貧鑛なる型であ獄

　　ω　‘‘雄武轡型，，

　　當型ぱ雄武威今山の大部及む岨附近雄武威鑛IJ1（H木野業，休内陣にて木文に記事省略）の一・書B

に産する超酸性大国鑛にして，岩崎重∫｛博士の／il重講「膠三野イニ沼である．平熱水性含金銀石英鑛冠辰

として恐らく最も低：璽低温生成の種と信ぜられる。期ち乳海乃至鋤荻色の不純玉野質或は蛋由石質

硅酸鑛であって，一一郵研1溶釈を呈し，外観（f）“f歳型”の如き大柄の部分もあり，叉不発平なる輪

鑛駿を呈する部分もある．更に初期細鱗脈の破石！i｛片粉粉露1欺態なるを玉随質石英を以て凹凹ぜる部

分もある．後奢の部分はω“鴻之舞奮翌。の一一椰に似たる力珈1きも，質の差と，破片粉の配列を異に

ずると，更に之は察隙多く回し，彼は緻密にして頗る強靱なる等相違するところ少くない．而も當L

型の金は地妖金として思し、く微細なれば．岬町上の取扱ひに於いて可成りの隔りが認められる．

　　（1）“北　隆　型”

　　當型は北隆鑛山の酸性大塊鑛に見られ，2種に細分される，其1ほ中央帯に品ll瑠の配殉せる回

避俺「銀黒」條線の明瞭なると不明瞭なると溌胤1，全膿として辛じて完全甥構構造をなせる警世

石英鑛である．他の1は極めて特異性ありて，一・見流紋朕石英職匙面岩と何等輝些し難く，鑛石より

も慶石烈て月曜し1嚇の樋である・期ち石英小斑嗣」瞭な翻難緬燃副｝外新塊を混じ・之

等を切りて毛釈の黒色細脈が無数1て：大灘亭行縞ivこに1走り，此部分が驚く可奏高品位である．極めて

注意を要する型種である．

　　（k）　　‘‘ヨ弼　　f留　　茎暇，ジ

　　當型は珊瑠鑛由に大童産する特徴ある酸性大塊鑛にし、て，角礫1りこ娃化母岩塊片を滉じ，均質純

白石英がli斤謂「銀黒」を俘ひて，共隅1隙を頗る緻蜜に充鎭1せる薯／、く堅硬靱性に富める種である，富
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　一部は殊に「群馬」の線が甚だしく太く・母岩塊片の周縁を取り園み・叉縞熱中に累謂夢し，後者の

　部分は宛も前記（f）“千歳型”に極めて酷似して同型と霜戯し得る．萌者の母岩塊片の周縁を取り幽

　める部分には其塊片が全く理化交代されて相：岩の本質を失ひ，叉角礫ナ伏が圓球状と化し，輪鑛をな

　せるも少くない・前述の（c）“隆星型”の母岩塊片を混ぜる鑛石に比し，遙に高墜高熱濃厚鑛液によ　一

　つて構域されたる種たるは疑β・絵地なく，同一型と麿倣し得ぬ．而して叢し角礫妖母岩塊片のみを

　除去する事可能ならば，更に品位を高めしめ調べき型種たるは相似て居る．但し前者より密着序開

　じき爲共操作の容易ならざるは想定するに難くない・爾「銀黒」と織せる含金銀分著しく高き累帯

　の銀蜘縦來輝銀鑛加と信琴られ居たるが「靴型銅鱗たる孕糊確にして談次競の濃紅斐艮鋤覇

　裂面に多く見出さる」も津目すべをである．

　　　（1）“徳　星　型，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　當型は徳星鑛山に諾する酸性大塊鑛にして，縞欺構迭が實に規則了Eしく完全饗稽に殆んど直線

　的に累帯配列を示せると，不完：全題画に連々観れたるとあるが，何れにせよ申央帯に頬紅が存在せ

　袴が特徴である’而して共融金銀石英の累騰落にカオ、リン様白色粘土を交ゆるも此型の特異挫とす

、　る・

　　　（m）‘‘乎　稻　型，，

　　　當型は手稻断口磯特の亜酸性乃至中性難大塊鍵蓬であって，重贔石及び石英に自然テルルやテル

　ル金銀鱗或は硫砒銅鑛やルソン鑛など罰銅鑛と共成せる外，術多種多隊の三物を含む事がある．而

　して其構造は一定せすして寧ろ織雑なる累帯を示し，猛々筆者の唱ふる「迷路」歌を呈する．此型

　は本道内は勿論，遣外にも甚iだ稀有の種であって，墓遡金蛭石塚山及び薪潟縣北越鑛由に含金銀銅

　鑛として硫黄銅鑛。ルソン勲等を含める切石が多少之に類似せるのみである．

　　　（11）‘‘恵庭型，，

　　　當型は配賦鑛由及び光龍鑛山に産する酸性六塊鱗にして，盤1こ接する部分は大禮槻則正しき縞

　欣を呈するも，中央帯に近づくに從び棍蹴世態となり，含母岩粉石英・鼠白色石英・含酸1ヒ満輝石

　英叉は母岩選球が所所1疋塞隙（和深にあらすして粘土聖母岩片の溶解跡）を交へ七筆者の新提唱「蓮

　路」歌構造を示せる頗る1｝寺色ある種である．則ち鑛液上昇維路が極めて復難に〔、て，軍純ならざる

　を示して居る．　　㍉
　　　　　　　　　　　　　　　　　茎
　　　（o）‘糠　狩　型，，　　　一．

　　　静寧は静狛鑛山の北J，一方壁床より共隣接小耳zi二鑛由尊び禮文鑛由等1こ産する酸性大境鑛にして

　職封若しくは酸化満俺を交ゆる曙黒色混濁石英と乳白色石英と，之に方解石がカiはりて，筆者の稀1

　する「崩測歌に不耀llなる大国撚椿造を呈せる種である・弼して津蟹様の復漁こして曙黒色混

　濁石英の多き郡分は極めて高品位にて，方解石群晶ゆには垂く金を含有し居らぬが，其周縁は濫意

　すべ奪である．
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　　（P）‘‘轟　　　型，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s
　　當型は轟鑛山のみに見られる酸性大塊鑓にして，含満俺土「銀黒調蕾毛色凋英が帯紅白色陶器

様石英などと規則iEしく幾多盛行配列して，宛も紙を重ねたる癩く，細目の縮駄構造を呈する種で

．ある．興含三好土「銀黒」曙禍色石英の量多ければ從って金銀の品位優良である・

　　（q）‘‘大　金　型，，

　　當型は大金鑛由特塵の亜酸性乃至中性大鷲餓にして，金銀の外に黄鐡鑛・黄銅鑛。方鉛鑛・閃

亜鉾鑛等の硫化一物を僅かつ貸琵ぜる騰英が往往方解石を交へて不規則なる大柄累帯構造をなせる

種である．銅・鉛・箆虚血は夫々を稼行目的物とするには不充分なる程慶の含有量を遺憾とする．

　　（r）“洞　爺　型，，

　　當型は洞爺園山及び大弓総山等に産する金鱗を主婆稼行目的物とする黒糖k剥落の「黒海」に

して，方鉛鑛。閃亜鉛鑛。重晶石。粘土等の混交せる盤基性曙羅色串塊乃至粉鑛である．其構鎧組

織等と側然とせざるも，帯莱黒色金圏光澤張き結晶粉を多く含み》粁1土少くして比重大なれば大腿

高晶位と霜イ敏し歪尋る．

　　以上にて大器各型に就いて概念的ll党明を経りたるが，今本遜産金鑛碍を夫k分類すればi爽表の

如くである．

　　　　　　　　　　　　　　第5表　　北海道産金鑛欝型孝・窪分類譲i

質 種 謹 地 （鑛山名） 含　金　銀　駅　態

踊轡型「 ｣購・繭：轟藷　　　　！・優
（囎偉勲隔藥・更矧・綿葬・編彫＝繍みニボ「葡事蹟繭紬砺
（。）隆尾型語尾の颪．武幽蜘馳＿蔀
　　　　　　　　l 斥だ優秀
（・〉生口概観i畑原か｝裾・鞠の一部・北・王の一部 上

（・）北ノ押型：北ノ＝1三の一富ζ・聯1の纈1魂田原の一wa；

（り　ヰ　　歳　　型　千歳，隆尾の一調・小調牛の一部1

　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　

㈹照・，f・酬沼・上か一糀矧の小嗣1

　撫

　同
’lr”’

’rm

堰h　”

ね　　　　罠

　　　　上

優tt

澗瀧・．1：歌論上
（i）雄　武　威型｝雄頂せ威・（雄武）

　　　　　　　　：

｝犀∫7堰D…鍾T’f；頁

　　　　耳

（胴ヒ隆紳ヒ隆 優 秀

（k剛　瑠　副・珊　瑠 優

。徳　星　型i徳　星
　　　　　　　　　
（・）手　稻　型手

’i

　t　t　t　t

夏

翼

（n）懇　　庭

（o）翻　　ぢ守

副．三二耀 優 秀

型，静豫の北東部・！樗牟牛の一一部・禮文 優
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．．饗　　璽1．　野 地　　　k鑛出’名） 含　金　銀　1決　懸

（P）轟 璽1轟

（q）大　　金　　塑　大　　金’

（・）洞　爺　型i潤爺’火玖

1　　囁優
一1一　一・一　・　一一一

［．Lr［」一．．　．．　．．．．”一．．uz．．一　］1．．

、大堀は｛憂秀膏司爺は艮：

　　　之等の外，何等特徴なき登く演題の台金鍛i石英磁石ありて，潔いて更に分類すれば不可能なら

　ざるも，かく無意昧に導師旺する必要もなく，反って無難になりて効果的でない．葡1、て以上の18

　型種も（b）“留淺蘂型，，は（c）“隆七型，，の自然破偉直面石，（e）t；北ノ王型，，は（d）“生田原細紙型”の之

　亦同様自然出面血石にて夫々の内容を等しくせるも，形態万別型として取扱かを便とせるは分けて

　ある．又㈹“千歳型，，に漸次満州及び方解石を混じ來らば（o）‘‘艀狩漁，となる等互セと系統を同じうし

sて内容的に移塗せるもある．術共内甚だしく異塑とするは（m）‘‘手稻型”と（q）“大金型”及び（r）‘‘洞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ・爺型。の蝋鍛乃到・牲並びld離難点であって，卿ト｛よ翻蹴出金銀石弾繍である．叉厭う鵬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　石と誤認され易き（c）“詩癖型，，角礫岩様富鑛及び（1）“北隆型，の眉英粗面岩隊富鑛と（d）“生田原細脈

　型”富鑛など珍らしき擾秀鑛だけに特に注意を要すべく考へられる．爾（e）“北ノ王型，，紛鑛の火出

　次の如きに含金1劣以上の高品位鑛あるも他に類例が慮りない．

　　　　　　　　　　　　第臨章　　託海道産金鑛石の溶質と含金歌態

　　　本道産傘鑛石は酋逃の如く｛璽かの例外を除けば殆んど杢毒婦金銀石英鑛脈に産し，普通酸性鋤

　眉である。計画大部分1ま概ね緻密整硬質靱性に1；でめる鑛質である．而して金切は此んど頭部滅し．く

　微細なる故，之より採金する場合可能限り磨砕する必要がある．然れども亦一・部は頗る回忌脆弓弩質

　靱性乏しく，謡初採画面に自然破陣作用の爲，中塊以下の塊粉厭になり居るものもある．かXる塊

　粉歌鑛石には石英鑛のみでなく，伺：岩：粉其他粘土釈物質を混じ居るか，或は更に浦俺土などを交へ，

　甚だ汚濁せる鑛石も存する。叉黒鑛吊床に産する型種“》如きは，自然破檸作用を受けすしてノJ、塊粉

歌を呈し，濯搬其他取扱上困難なる欺態に産するもある。之等は本道産金鑛石のみ1『隈りたる鑛質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、にあらざれば，敢えて珍し、からねど，比較的本道に論著なる獲達を祖．，他に稀なる北ノ王型心妻

　に就きてほ特筆せねばなるまい。本論石に熟しては後1τ特1｝llに吟味する事とする，　　　　、

　　今蜘こ一慮各鑛山の産金量婦苛べ，除りに産業上重要ならざる鑛石は之を省略し，三三窪鮎納に

検討を進むる方針を探る．但し近き三三極めて有望なるか，叉他の緊急地下治国開撫ご参考となる

種は可及的愼三吟昧を試むべし，而して三三質は大澱近似のもの多ければ，魑めて表示する事とす

　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　一

　　表中「割は緻鷹「蜘ぱ竪飢「靱」は強鶴「粗」は樹影「｝麹は一三「軟」は欄生に乏し

　き意の略語である．　　　　　　　　　　　　　　　　　翫　　　　　　　　　　　　　、

　　’1駐次表には昭和16年度濠金量501迂以あの本道金動舳に限り，夫以下は省略する．
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講6表　　濠金山50竜田土本滋鑛山と鑛質其他
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1金0．1一ユ．09論後

。凝・金と略報嫉i

（D　　隆　　澱

　　月中（D或は（嚢）とあるは，夫々（1）東部i幽し．くは（嚢）西部北海道の地域別を示し，産金量

三22恐b大盛鑛由は言錆皆が巡察直前二業し・爲に多i論中に記載せざりし自由である・此大盛蜘騒個

籾諜）は渡島國茅綱1鯨町にありて，北海興じ業試験場訓杏員；1炎に擦れば，同町より南画爾北約

9粁のゾμビライ化安由岩由塊中tc淺熱水性裂舞斜眼含金銀；鶴1英鑛厭を稼耀し芦たるlil．共釣の鑛

山虚議論1生面及び含金三態の概要1は前編各論及び前章品種説明と上表の簡寧なる略記にて大凡を察

知すに足るべきが，’丁丁諏たるを纏め，組1覧的論違を試みる．

　　上炎に示せる如くジ　産金50粁以王の本道鑛山の鑛石は例外なく杢部酸姓鑛乃釜亜酸性鑛であ

る．葡して北ノ王型を除けば・滝歴て殆んど麿金銀石英の群塊乃至小お琶として，多少糠岩塊を漉する

程度の猛である．されば共鑛石内容．勧1｛賊せる塊片自龍は概ね緻密1・こして，，翻懲質ではない．回し

ながら夫な密度に於いて粥麹噛，極めて緻密なるより猫密なる戴で階程フう；ある．又硬度ほ極く堅硬
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’なるより脆弱聖なるまでありて，亜の鞍度と共に採掘懸諺彗ウ際，相當の！喚を認むるものがある．

是賜の性状も同蹴るが，錺嶺は手燭溜りてもジ｝鍬鯨こありで1・，掘進こに程に影響あるのみ’

ならす，墾纏等探鑛用具の犀＝滅破揖等に開係あり，更に芸讐藤褒辣等laも秘討を要すべきなれば，夫

肉筆灘分つ考てふる贈｛鰍でない冶・試みに1“働舳の代女鑛石に薄継／織を分一9ば次の如くで

ある・．　　　　　　　　　　　．1．

　　1級理趣・極・硬・極蝕．……鴻之舞・珊瑠（常潟・曽菟闘い一一・酪の鴻戦隊ノ「り鑛石．

　　2級　極密・極硬・靱一一一・乎鱈・大金（共に上髭【1は1級程度なるも，下部に硫編演物を混じ，鞍

性を僅に失ふ．）　　　　　　　・・

　　3級，密。硬。靱　　患庭・即製（最も警通の石；英鑛振にして，上記1及び2級の如く極端でな

い．）一

　　4，級　密・鞘脆・鞍一一千議・浮世及び轟ノ諮llの黒煙（石英質鱗雲㍗は密にして靱性に富めるも，

内に方解石つ混じ叉混ぜし韻分が梢脆弱である．）

　　6級　禰密・稠！危s鞘玉i次一一一北隆・隆尾（母岩オ＝る流紋欣石英糧樹岩農‡麗等を洗千椎せる北隆鱈！l

及び仁尾型は絹駿鑛液に因る錺：1化作用行はれ剃れども，普通履英鑛より密度・硬度及び靱度何れも

梢劣る．）

U級蜜よ極凱脆一樋1箪，軟一極軟一・一一一生田原・北ノ王（前者の細豚歌鑛たる生田原型は多少

塘にして脆軟程度なるも，後春の北ノ王型1こ到りては≧1三に極量趨なる粗懲。脆弱。靱’性を全く歓き，

金鑛石中かXる秘鑛は最も珍らしき鑛質である・）

　　亜に割金欺態を通観するに，鳴石に年50駈以上llt～回する鑛山は鑛床申4可れにか富籏帯を有して

居る．其初生シ＝一ウトの1騰欲．得るは手稻に北落しある外全部皆東落しにして，60度乃至80度が多

い．而して全般的に上部に含五率面く，下部に低率を示すは例外なき通勢にして，敷利議二通りであ

る．然し其程度は夫々縮音の等差がありて一様に論ずるlj・は出嬰｛ミない．擁へば鴻之舞の如く400米下

部も侮稼1ず慣値ある鑛石を崖するに，轟の如く大謎150米以下は鑛脈が依然存績するも，含金肇が急

滅して稼行横値を：瞬く：失へるもある．ズ承2卜的の今金歌態は鋸賑の末端に近づけば貧謁となるを常

と1．，初項富鑛部は大龍鑛脈の申心帯附近t・：　！Li出す場合が多い。但し落舎隣り等の特殊a）冨鑛部li：

il・L限りでない．而して三舎直りは殆んどこiセ道の資鑛脈に見らるkも，北曙銃ほ1の主要21演狐には何

等之を認めぬ．丸等割振に鑛液が1ポ禰寺に上昇し，其生餌の際の條件全く等しカ”t）しを物語って居．る，

　　二次的富1ヒ作月1は専ら國1贋の影響を受けたる個所にiり1瞭ICして，駿化満1奄の濁媒燭妾封係を否定

する實例はない．前述せし通り，方解石鮮晶内部には含金絶無なるが，共周縁には厘々高品倣鑛あ

れば注意を要する．叉声望簗或は隆尾の如く，僅ざ孟｛にても銅轟を見出せば，常に含金i率優秀なるが

ある．されど手隈砦しくは大金に於いて直方鉛鑛には金をfl瓶も下部に閃轍合鑛の量が塘し來れに

既に含金ぽ稼行に堪えぬ杜度に低下し，銀ぽ術簸綾し居る實例がある．

　　含金状態と母岩との關餐裂は寧ろ母膏の性質ビで因り鑛床の獲蓮状況を異にする爲，暮rj接的影響と



　　　　　　　　　　　　　　　北海滋塵金搬石の現藍月1類重質學的研究②　　　　　　　　　　　　　　　　4：圭

　凝るべきである・例へば新第三紀硅化頁濫ll｛．I　IC鑛脈として鑛床が焚達すれば，共鑛床は演出形態一．lt

・蕪だ不規則ならざると撫鳥合金撤態も亦あ’～んど均等分勇ヨ居る・晦して露期粘板岩申の！司様鑛床

は形態躇しく膨適職て・劔獣態腰に頗る：挙均等である・新第三紀鋤ζ・劉・に激て雨晒

　としての編組混胤せる働秘露ε，含金も亦劣募なるが常、妊5認れる．廻るに黒鑛等の交代嚢外

　には共凝皇継の多孔質婚家なる麗優勢なるは本道以外と何等異るところがない．術不座雛面1岩と安

l／l　Jf｛一？とを腸｝とせ鞭零’1考ミの／｝輸入態の關麟；で髄も直鍍的虹鱒見高駐轟ぬのである・

　　　姉妹濟とし七石英llll衝岩と安Il　i　a：gが含斜1∫1態に如何なる景多響あるかは極めて興味ある課題であ

　つて叉膿業上重要閥題である．之を本道50駈産盃ヂ‘1！1に親るに概ね≠くの如き事實が認められる、

　　　不眠粗耐詮徽観曇とせ戯鵬こありて1至嫌うて驚くへ痢生金銀τ顎鍋部的に搬恕，珊

　藷鑛由を尊意ノ！・鑛脈にチ琴著しダ’見出す・

　　　安山岩を姉妹岩とせる鍵蓬脈にあ1）ては千優勢ξ山隠を意外とし、て一般1こ含金均等にして概ねラ廷向

　延長にも傾斜縦長にも萌曹」；り持繊！に富み，大鈴錨長が品位も常に優勢である・

　　　二次的富化作IT’Ra因る含金厭態は各地個々の條件に從ひて異る故，一律に落；凝す事は全く出來

　ない．

　　　今本道以外に珍ら1ぎ2鑛床の含．・k．fV“態に就受特に論寵し，共他の鑛床の夫は上記程度に止む

る事とする・期ち夫三斜婆すべ端轍北ノ王強蓬硫産するものeL・雄武贈：鋤＝1を産するもの

　とである．共に盗蛍石として頗る稀有の締金ll尺態ななし，渡隣に値する存在と論奢は認める．就中

　前者は古期姦盗を1勇縫，本丁の金鑛イ1に杢部多くの銀を：作ふに聾し．て金と略等量位にして，傑かな

　れども水銀鑛を棍す7等響雰殊扱ぴを必要とする型種一ご・ある。

　　　〔特11｝北ノ王塑鎧石墨金歌誌

　　　北だE型蜘瀧地たる・ltン三蹴傘地・露う覧づ地形上に聯嫡りて，多齢礎如）乳湧の如く職！ll

　なる1卿味ある丘陵台地を呈して居，，最高勉響；を葱鮪く由と石聖、，標高7・7。8米，南より北流する生

　碍原用及び佐似島1ゆ腸に挾…論じこ，該1腰台地も南拙こ長く蓮1）’，海洋の跡に礎されたる地貌を

　示す．倶し台地上には段」儀堆転職と認めらる瓦離物も費脱する事は嵐來ない．同地帯は前述せし如

　ぐ，當地方新策鷺紀1飾鳥之官暦鱒の中上li；｝部に厨する上モベツ贋以上の帯責次由竺乃歪淡褐編次色

　を呈せ・る石英粗面岩質凝乏少ξ：碧及び伺転質頁器のJf）：11概と，之等を不規1撒こ貫入せる岩床，或は耀獲せ

　るり．ツでグでト型宥英糧面折の燐｝鐙より成り，癬て細論粗￥∫，葎化せざる部分ほ土短歌にた＝り易い

　地質である．

期北せる部分M・犬程度の塊脚縁して冠房孝ゆ如くナ鹸上篇糠こ蓼親され，叉は地申に羅利1

する・鵡望潮に師亨等蓮絡がなも郷謙の多孔顕こして僧銀蹴の貧弱さは剛題でない・

　　　批鑛石産地々域を下部より王部に順次（1）不墾化鑛床帯．（2に：次硫化鑛床帯．（3）酸化富化鑛床

帯．（4）濾過流失鑛床｝｝1扱び（5）露摺ピお帯《）5帯に分ち得る．叉斯く分つを便とする．之等の境

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　界は判然たる部分もあり，或は甚だ不判明なる部分も’．5る．焚に各帯の厚さの如きも規則肥しから、
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ざる地域が少くなV㍉

　　（ユ）不憂化鑛附帯　　一門下部にありては地表上より何等影響の及ばない當初のま一kのJi．1：態にあ　”

る初生肝胆帯である．概ね幅‘；11米以下の細脈或は網野が何等野次白勺鍵化を受けすにある，内に三

位高き部分も存在するが大回附行に堪えるものが多くない．

　　（2ノニ次硫イヒ鑛沫帯…～一子即く∠）上位にありて共学に上fj＞　jlり降下せる主として硫酸蜷類が地下

水面附近にてイオン運動活濃となり，還元して硫化物を作り，辰砂などを野州以外に混じ鑛思歌㌃

なして癩る．但し此帯の厚さは極めて薄く，僅に1～2米に：遜ぎぬ・魯通二次的富化硫化帯と稀す

べ音響の帯であるが，硫化物少く，富化作用も著しくない．

　　（3）酸化富化鍍床帯　　之は酸化磯撃の下位の部分にして，最：も重要なる鑛床帯である．則ち專
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ら黄三下の如き硫化鑛物は露天化作用を受けて硫轍1顯となi）て流臼去りし跡へ斜量励飛澱，

一・增Fの下平的二遊撃床を形成し居る王に，更に一，1＝位より雨水等に引1こはれて機械的に降下L当れる金

粉が加はi），濃回せる野営鑛下帯である．此1肇にありては局部白勺に1％以上の含晒せる部分ンう；挫・e

機見せられ，挙均しても10冗を下らざる鑛石を探潤する事も不可能でない．北ノ王鋸山内が最も

此鑛石に悪まれ培りて，北ノ王型の名を冠せる早牛である。其厚さは一定せぬが，約5米内外にた、

て，内に母尉塊片と粉鑛と混交累積し居る，品位の良好なる箇所は大髄初生的に在來の元優秀鑛脈

たりし露頭と認めらる玉自然破辞部分にして，概ね早歌を呈して屠る．之に前門せし如く，上位よ

り天水の降下伴はれて浸透し來れる金粉が加はりて下々富化せるを以て1化学的及び機械的『1欧鋤

脱鰍べき潮脚擁である・禦ミれども弾物翻下畑麟冠灰と撃て獣不規購る鋼∫1μこ

態を示し屠れば，探潮上容易でない．而して共探鑛の指針として鑛石の色影硬軟其他外糊土之を薩

別し難民は遊だ不便である。且端本鑛石には銀鑛美≒他硫化物など何等か目安となるべ歯もの僅量で

ある．幸にも金野が極徴ならざるありて寧ろ淺熱水性鑛脈に含有せられ1．一．金としては肉眼的（ろ〉粒を

援見し得る捨苗に：簡輩なる椀がけを行びて以て從來1采鑛の腿域を決定し騰身しる現駿である．既牛歩

7〈辰砂を交ふる事ありて，翻窺を見出し得ざるとも，共赫色そ殺粒を爽見し程れば含金づ一るど看微1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滞て霞支へない．

　　㈲濾過流失鑛床帯一一一…迄も亦酸化帯にして，含金劒篭染鑛床の自然破砕作mを受1ナて粉塊とな

り，元來粗鴬なる質が更に露天化作用の爲愈々多孔質聞隙を了し，天水の滲透に俘って大四分の竹

下は分離して下部に流下し，濾過されたる帯である。稀に比較的大なる盃歪粒；叉は流去を冤れたる

金粉が胃腺貯溜し耀しるもゴ概ね斜蝦鍍・難搬等の硫化物と共に濾万一飢て殆んど渡恥

得ない．大部分斑黒門l11こに水酸化繊の赫褐に染色せられたる損i化或は不学化三碧塊片の，累積に1て，

宛も岩屑或は慶子諏積場の観を呈し，房協鑛床地域の降下天水（論者の唱ふる「｝f馳下水」）は硫化物

を溶解せる酸化張力なる溶液を含み屠れば，金以外の金弾物は勿論i，・母岩塊片にも影饗顯著にして

硅化せざる蔀分は極めて脆軟化して容易に粉曜ミ歌となる．「鰐して翫地域の地下水面は髭帯より三廷に

・下位にあれば，雨天の際を除き常に乾燥li人態にして，透水鷲遊だL．きを以てll無凋なる粘土1りことな
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らぬ・詩思の厚さは極めて不）載であって大髄1順附迎源：も渓谷にありてil糞く，フ雌唾瀾析の程度

に如已されて脳．姻ち現｛一to地形称揃に班に大方澱夢の歌態たりしを物語る．

　　（5）露天化表土帯一一一酸fヒ帯の最上／iXの皮贋に．　して，殆んど曹通の表土と異る事なく，植物質

混交の黒色腐蝕土と粘静1蟹三乏しき耕肥粘土とji　1）域る．只随穐尋拓藤～硅化岩塊が傳在し，稀に

此下イ1の（4）濾過流失鑛床畳が直接露頭せるある故，他の地域の夫と遜別し得るのみ．本幣ゐ厚さは

概ね一・等し大購勺1米程度働る．是蓋し；現在の地形形域椥こ生肝せるを認めしめ，他より1翼ば

れたる運積土にあらざるを罷るのである．

　　以上5樹職に閥題たるは（：S）酸化富化鋤男茎及び（4）濾過流失鯛糊笠であって，殊に北ノ一型

鑛眉は殆んど全部前者内に産し，最も測串こ値する。而して階下音8基盤中の暫し嚢裂擁に金粉濃集

せる粉鑑が准地下水と共1こ降下ら一種の機械的二次垂渥妹の極めて高品位丹州輿考野田を守門〆

屠れる事各論に蓮べ1通りである。かくの如き’實例は他にもあり得べき筈なるも，之に注意せるは

極めて稀ならむ．叉かNる特殊の鑛脈を稼行しv：）xある現場は頗る珍1．、かるべし．

　　最下部（1）不粉雪鑛床謂罫内に機潤せる上記の特殊粉笹野以外の鑛厭啄＝雪の金平は門門生金にして，

必ず眉英に随堅し，之醐f｛…れては獲兇されぬ．．媚しども共上位（2）二次硫化鋼堵婿野上の鑛染鑛際

fltの金轡は概ね初成金なれど，極めて稀に聖域金を溌じ，躯裂閲隙1こ薄紙朕を呈して直接カオリン

化せる母岩に：密着して産する事がある．更に共上位（3）酸化富化即行帯及び（4）堅粥流失鑛弾帯に於

ける同門は初威並びに次成金復灘に混交1．居る．興野況｝1　lj堅磐ゐ：章「北海超：藤金管眉の金平片楡討」

に於いて吟味する如くである。

　　〔特2〕雄武歩弓鑛石含三詮欺態

　　既含金納態は曾て昭羽1七年頃寿t｝崎重乱ヨ専掌が共著「金」に“ll玉門早早，，として詳細に記載されあ

れば，蜘こは箇略するカ：，之亦他にil駿多き野物でない．是雄武威鑛山の代麦蜘初一・であって，

「膠子牛酸が急に：凝1苅したので共結晶歌態進行せす一；1二L：ま嵐今日まで淺って凧ると云ふことである」と

同慨臆蓮べて脳．婆づ勝るに金も繊睦呈せすして鐸猟のまま闘結したのであって，後から糸編

質含金石英が上昇して，之等を貫き或は共三物を包園し又共朋隙を充沸して屑る．當鑛出では後奢

の結品質なるが．L鑛に属し，亭均毎「鍛金i38‘6瓦，銀3508・7瓦を示し，前者の膠以鑛は即吟に罰し，

金3，2瓦，銀】24．6（薄ばかし露握の，金11．0瓦，銀2＄．4瓦（黒ぼかし鑛）の温位である．之等は混交せる

場今多く，選別困難なるは中鑛と1一て取扱ひ，金22．5瓦，銀492．9瓦を峯均とする．蓋し膠歌鑛及

び之を零する鑛石は警通の1讐鑛製錬ICてはi充分金の言非運【聰難なれば，特別の制1果を受くる不便を怨

ばねばなるまV・．　　塾

　　要するに木道産金鑛有の露駐蓬質ll：｛無恥及び〔特2〕の特殊なるを除けば大灘讐通年凡なる種で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
あって，何等殊更に取立て曙命回するに足りない．叉夫々の含金歌態も概ね珂様であるが，千歳鑛

山等の如く，淺熱水性石英鑛脈でありなカ；ら肉眼的金粒を：含みたる極めて高昂位鑛を確する音il分と，

殆んど含金せぬ瓢分と，著しく不均等なる分布歌態を示せるも亦浅円に値する．共他鑛腿中に既存



46 鵬　　富　　恋　　夢｝

の鑛脈破片或は学習の角今宮を混じ騰れる鑛石は｛列外なく高品位なるは篤と唱㌘下し置かねばならな

V・．而して石英粗醐岩を姉妹岩とせる鑛脈には極めて貧弱に発ゆる細脈に往々驚くべき含金せるあ

れば，鵡臆｛は凡て吟味しみる必要があらう，　・

　　〔特1）北ノ王型鑛石の如く靭帯下脹乃至羨演染門門の上部が自然学辞欺態のま鼠に旬：岩と共に肝

魂欺をなし，化學的に硫化物が溶解せる含硫酸盛准地下水に｛雪ε用されて次勢門を作り，叉機械的に

流下して下低の初雪金と溌交して濃集するは元來の地形並びに地質條件の然らしむるところなる

が，其分布の比較的廣鞄園に五り，共鷹金泥の少からざるを想ひ合せ，學術上の興味より以上産業

上の距二要なる役割を見逃してはならぬ．地理的に凍結膨月長が自然破辞作用を助長せしむるならむも，

積雪が露天掘に著しく障害となり居るは遺憾である．‘ ¥て砂鑛法にて取扱はれんとして問題となれ

る館下であるが，附近渓谷には疋しく砂辰砂と共に砂金が存在し，古く典探取行は遇ししょり国幣床

は渡見せられたるなれば八・｛一士砂金山と同割，笹下～池の厩域にも判る鑛床の検討を試みるべき

である．蝕に回護性水銀鑛メごる辰砂を随附するは大いに注意する必要ありて，生域濡度の極めて高

からざりしを認むると共に：，徐り深く獲達し得ざる蜻勢を撮悟せねばならない．

　　〔特2⊃雄武凹型鑛石も粥損ならぬ鑛質と含金野態を提供し居・れるが，崖下上逆なる貢献をなす

望み薄く，今後の期待も少ければ，箪1こ共仔在を指樽置くに止める．

　　　　　　　　　　　　第蕊牽　　北海道産金鑛石の金牛片検討

　　鼠に「金粒1穏と謂2；、は普通「金粒」と呼べる鎚石中の金そのものY意味である．之は必ずし．も

綱鮭限．ら丸で棚ノこなど多ければ・特1こ此用語を以てする・

　　　　　　　tu　　第高節　　一般金轡片楡霧寸に醤する論者の意岡、

　　山捨金靴下μ）研疹冠は殆んど憂部「砂金」IC就いて行はれ，特にE塊金に帯しては妻童に脱しい記

録がある．然るに現詫の如く産金量の大部分が研謂「山金」に移れる今日，；共研究も里下宮本藷命丈に

取扱はんとする如く，鑛石玉の金地珪に挿1けられねばなるまい．而して近時多少共かNる研究の傾

向を見受け來れるも，「砂金」の知く簡翠に桑塗1黙し得られぬ故，未だ甚だ樺の…局部に過ぎぬ．且共

多くが極めて稀に炭する著し．き富鑛に限られて下る．就ヰ蓄地質学床學方面の研究に於いて特に然る

を見受ける．期ち雪山に珍らしき：專ら肉眼的金粒片を見得る］fR　9一高品位胃石の標木に就いて，或は

研磨面若しく！31薄野こよ）り，羅磯鏡下擬察を’ ﾈして，チ・喉隊を宛も杢般的野撤こJi：りて諄命及し居れ

るが如を感を入に與へL、むるものがある．實際鑛石の研磨面若しく｛柔薄片に金牛片を四国ヒ，得るは

11…に相當の當鍍葡に非らざれば容易でなく，之を維験せる入々は能く共勢苦を知れる筈である．回

りと子ども吊舟研究上の便宜とはいへ，力賎る勢門ト的富脚部標一a一くのみに就いての研究が果して全般

隅隅に7のて言及ほ覧るや否嗣堪だ疑閥どぜざる輯肱い．其研磨面若しく爵腿・に見拠せる

金粒片注僅に一・局所グ），溺も一・部のユP簡に過ぎざれば，輩に一塊の鑛石中の全金粒Jt’をも代表する

纂が出來ぬ．然り，一・一・‡1巨の鍍石中と難ども，金粒片の性歌等が一r様ならざるに言ふまでもない．而

して一一般に多く探1臓つKある讐通畢均鑛財闘よ富鑛のみ1こ隈らすして，可三三鑛をも虞理する場
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’合もあり得る，凡そ鑛石の研究，殊に金兜片の樵討は寧ち富鑛よ1）も貧鑛に蕊いて行ぼるXを實際

に糠澄ましいのであらう．併しながら鍛掌中の金粒片を研磨面若しくは薄Jl』に見田す事1ま如何に多

量の標本と繁多なる手数と長期の時愈愈を必要とすべきか，蓋し障り矢瞬しすして，其良結果を獲ら

るXやも亦期し能はざるところならむゼで乃って普通鍍石に就V・て共中に含有せらるX可及的全般金

’“

ｱ珪の性状を識らむ爲には，何等か他の研究操作を考へねばならぬ．

　　抑々霧粒片の研究たるや，其臼的如何に從って夫々樵討方式・操作・設備等虜ら異なるもの多

くあるべきである．最：も理想とするは凡ゆる方面より，種々の角度を以て之を吟昧し盤すべぎであ

らう・が，蜘Cは専ら工學方画より腱ミ用地質學的に獅か産業に稗釜し得る滲考資料を需めんとする

心組なるを以て，純理墨的にして此目的に緻遠きは割愛する事とする。例へば金の形態に就V・ても．

共結晶形などを詳しく問題とするより，實際的に逡鱗上澄禰を通過し易ぎ球に近き粒炊か，逓過し

難き不規則なる片1伏なるかに重藤を雄く：方針である．叉金船片の大いさ共他性歌に就いても，概ね

同様の主旨を以て吟味せんとする．故に：取扱ふ試料も現在採撮しつXある普通畢均鑛若しくは代表

鑛を以てし，奇叢薄に魚見する標本の研磨爾叉は簿」｛’中の一部を槍討するを論奢は主としない．掬

して現場にて既に自然翻身1りこ縮め卵塊鑛など，最初より到底かくの如き搬察の不了脇旨に属する型種

がある故，樹更である．fhtつて試料は皆適餐㌃に粉石起して金粒片を分離し，夫々を或は共儘，或ぽベ

ークライトにて貯めて專ら顯微鏡的に楡討を試みんとする・共絵討の重黙は次の3項田となす・

　　（a）金口片の形態，（b）金粒片の大いさ，（c）金牌片の純度と被覆物

　　　　　　　　　　第二節　　金融論の形態。大いさ及び純度と被覆物

　　（ll）金粒片の形態　　1929年E．T．　D　ti　imが其著ドGeology　of　Gold」に金儲片の分類を試み，「山

金」に就いて36腫，「砂金」に就いて3δ種に細分して居る．然し此分類には形態のみならす，其大

小及び色澤まで取入れて，實野上に効果的と認め難きものある故，論瀞は之に敷演敬意を佛はぬ．

叉之より先，1918年紫｝崎重三博士が其癖「金」（第三版）に次の如く分孝頴し，多少豊明を；IJilへられて居

るが，之に封ずる批判は別として，i其繊i略を：記してみる．

　　以下癌崎璽．三i博士金魚片の分類である．

　　『初　威　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　！）．多伎様粒liノこ金一一粒1りこ金に多くの技ξ二有するもの1こ匙、て，共｛皮の先頭ほ多く球状を呈す・

老厭中より崖3噌る此睡傘粒は共表面には千行の雛あるか叉は落口の陥入をご剤昭こ閉る・

　　2）．胡瓜様｛鋤ノこ金一一・一多陶く幼賑に見らるXものにして一端に尖り，他方に切謝せ嚇じご闘桂駿

叉は嘉応磨砂なし，断面多く獣形を1なすものを糊す．長維に難行なる織あるのみならす，更に叉小

突超あり．

　　3）．茶實様粒欣金一冠球勇多叉は紡経回に近く，表面に大なる球形突起あり．

　　4）．玉蜀黍様粒欺金r・一一一一一一一一多く園柱駄をなせども，表殉に縦雛なく，唯多くil毒厭突趙を群孟ヒす．

期ち初誠金として見らるべきものは皆骸状にして結晶形を飛せす，且初成金の多くは種々の被霞物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　ノ
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をイ封曽るを贅通とす．粒迭初活金1：よか勲》如く魁柱欺乃至i粥1鰍のものと，球形に近きものとある．

』前瀞は熔融然よ9凝団せるものにして，引麺ばされたる形で，縦に堅課せる鐡あるも此碧山に基く

ものである・叉後者の球形のものは金が最初化合物中より灘かに沈澱せるものなるべし．

　　次　威　金　　　　　、　　　　　　、

　　1）．糊伏金，イ．複維なる粒釈金，12．鋭1尖駄末端の粒歌：fiitL　　　’　　　　　　　　　d・・

　　2＞．結晶金，イ．朝立結晶，μ．針金釈金，ハ．。板釈金，＝k一　．不規制藥晶，ホ．擬粒駄結繍

金：，へ。牛結晶』以上．

　　…般に金が自然金或はテル・化物として産する以外，硫化物或は臨化物等として存在するとの

論をなす人あるも，實際に自然金或はテル・化物を除き，之等は：量的に問題とならざるざく，殆ん

ど其大部分は欝i然金として産出され屠る事はi現務の記臆で明瞭である．共自然金が自出に結品を形

域するに足る條件にあらば，等軸晶系の種々結品形（全世界に15種YJ，上，本邦に8種瀬見）を呈すべ．

きである．然るにカバる條件の下にノ戎長せるは極めて稀こして，鑛石中に初成金として見出さるX

欺況は樫ね石英等の脈石ジ冬他の中に普通自形を殆んど探！得すして，幽々の他彰を示せるが常であ

る．

　　但し次成金1こは屡々不完全ながら象形を呈し，或方向に延びたる蓮晶叉は群晶が多く見られる

が，共晶形醐を測角し得る程度の大いさ，叉は獲達せるは極めて珍らしい．而して夫等連晶又は魚

燈：全艘として球粒ナ1ノこ。棒歌・樹枝1伏等に多く進展し居る．

　　かく曙）如く金粒片の形態を一定の基準に嬢って分類する：ll垂ぽ面倒灘鰍こして，槻痴者各人が大

別するも愚意するもi：fl　EkNtth手の臨である・論者雌か1こ異嫡形態を殊更ゆ瞭げて徳τ悪難

なる分類をなすを有害無盆なりと考へる．而して大磯満目を遜過し易きか，緒通過し難きかの形態

的分類を要望する者である∵撫こ電路こ於いて至って簡噛こ取扱ふ事が出帰る・其論者の分類は次

の如くである．

　　論瀞の金純益形態的分類

　　（D　球粒歌型　　理想白ノヨ球形にあらざるとも，概ね球に近き普通の金粒を総稻する．共：表皮に

凹凸多く，粗壁kして大部分若しくは少くとも…・部分に溶解或1躍茎解せる如き國滞曲爾が此型に見

られる．是初成金に：協する誰左で、ある．叉何等園滑曲耐を’ti；k！めすして，或微結融の一部の稜角のみ

が鮮をなして見え，突起に富めるは次成金である．而して此型ぽ飾口を最もよく通過し，量も比較

的多く獲見される．

　　（恥翻転型一　概ね捧歌若しくは控1伏に近き金鳥を線稻ナる．大部分直線的であるが，多少

屈曲せるもある．其切口が熱電は簡圓或は扁平形1こても，翻長きも，太短きも，或一定の：方向へ延

びたる形態である．此型にば小銃の弾丸の舞｝く，…・端が尖1）て他端が切陶1されたる如きも含まれ，

之を特に弾丸檬俸欣璽邊と命名する．共表皮磁iに微細なる紬胤織の多く附着して，一見多くの小i突趨

の附着せる如きがある，是明瞭に次威金なるが、寿夏i崎博士の分類に携ミれば，初成金中の2）。胡瓜様
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糧歌金に絹當すべ儲危定される．草して鋤1目を：題過する際共陶伏の方向leより或は極めて容易な

ると，3（絹當困難なる場合が實際上鬼られる．

　　（臨　樹枝歌型一…上記¢）捧歌型の攣態にして，或俸紅型，こ1本乃至；数本の縫が分れ篇｝る金粒を

謂ふ◎期ち或方向に金の沈澱進展する途申より，叉は末端よ1）他の方II～1に分岐して延び海る形欺で

める．霊室の枝は1娠G直角にイ1しぐは斜に分岐し，鹿の角の如なもある．之を捧歌型と特1こi三拐ilせ

るは，鐘鼓を：通過せしむる際，共復維なるは至って賦難なるものありて，暗紅1湘當の差異を認め，

i峰型とす、るは不適當なる爲である．淀瀬博士力二初成金中のユ）多枝様聯歌金と唱へしものiこ相當す

べなが，枝の先頭が必ずしも球歌を呈すると限らぬ．禰して之亦論者は初成金と看倣さずして，溢

に塗師：金な9と確1議する誰壕を提示し得るのである．

　　（lv）扁亭片歌塑＿＿概オ訊編亭；tr綴音月潟金の繕鵬である．典書式が粗當環みあるもの，暮し

くは薄きもの・叉漏畢の廣さの大なるもの・．或は小なるもの・更に無形の強味あるもの・多角のも

内の等要撃あるが，準版ナμこに臨池せる片欺金を藤織kしめる．鑛床生吠後の穂製爾閻隙に晃出さるN

Sこ多く薄き旛獣・ll！こにして，宛も金釧轍1綾がある，是磁こ勿論次津幡であって，面が滑かなるltill

も，凹凸を薫ずる事も・bり得る．睡臥は締面と2｛乱行になれば動転甚だしくi翫｛｛iなる場合がある。

　　（v）糧郷郡型：或は翼窪片歌型……以上しり諸型の何れにも属させ碍ざる雑型である．…一般に「由

金」の騰落は特2斗紗條件の下に域長せ劇狂暴り，至く不規則なる不腐藻を呈する．嬬ち當初より此誰

粒潮盤に澱せる劃…励が配分齢め・寧ろ上貫己糖類嘱せるは異形緬｛榔べきであらう・

叉椴に特殊の條・iEiiの下に成長したとしても，共結果の形欣が夫々の完金なる獲蓮を逡げ得すして，

雑然たる形態となりて躍型に入るものが少くない．paiiへば大智球粒欺型なる初成金に湘へて，或方

向へ次成金が俸状に延びんとせる形歌も見られ，愈々復維化して居るもある．爾後次的に金三鼎が

晒他事物堪力の蘭留に再濾隣する場含・概ね鞠測形たるを戴しまい・而して此型1蝋帽を通

号眠むるに殆んど垂部容易Tt“あウ得ない

　　論習の金粒：片形態上の分類は上略の如く5大別せるが，夫kの巾恋盛若しくは各々の内容を細

分すれば殆んど際限がない．之等は魑當の形容詞を冠して表現すれば無糊i撫こなし得る．例へば滑

凶i球粒歌・海若｝ll窪窪紅燈・姥形突起を有する球鰯伏，藩しくは讐題俸ILIい短角柱棒状・弾丸様離昇

　・剥繧彩捧駄，或は照樹杖歌・多年岐妖，叉は厚縮峯片歌・薄薦ユ｝三乗状・金箔様扁李片歌，更に鱗

ル歌も含ましめ，f継引継粒1｛1こ・蜘蛛形維片猷等々僚葉に表現する事が出來やう．然るところ岩崎

博＝ゆ如く初成金と1．．tて多枝棚鋤こ金とか一｛臓様粒歌銭か，茶釜驚様繍｛ノこ金とか玉蜀黍欄蝋金

．，kかに分ち，次成金として粒壷金と結油金1と賜聡し，前腕を複雑なる粒朕金・tt£i尖状末端証歌金に，

後瀞を濁立結晶だの・針金厭金だの・板歌金などに分かて樹鈎胸にも之等丈1こ捌限翻嘱る感を

吾人は受け，共上初域；金と次成金は夫々形態酌に於いて総て皆舗5然と匿胴し得るやに：考へしめられ

るが，泰實は之等申に甚だ疑；1｝1を差独まざるを得ぬのである．

　　　）：N）論執薪多態1＝の分類酒？ぷ場合；輩に形1伏⑳みに就いて先づ類別し，可能限り杢部洩れ



き。

職　　妊5　懲　　寿

なく包含せしめ得る方針を採用して，然る後初成金や次1’金の形態｝こ醐して論ずべきなりと主張せ

んとする．而して署矯氏が初恋翁として恰も決定せる如き多彼｛：ll若しくは胡瓜鎌典他の形態中，確

實に次威金たるものありて，後こ之～≧r．、；賦する～7ごろあξ・が，論弩が先輩たる圃氏に墾れ，一其ノLI解　　、

を…致せしめ得ざるを頗る邊憾とする．

　　禽初回金とか次成金とわ判心する1こは猫り夫・・“の群態のみにてllこ不充全；d／て，産：μ1共他凡ゆ

る方面より｛’1討ナべき必要あるは本研究に多少共に深く携れる陛の庸ノ目するとこるである．故に論

者は之等に開して韓輕に論臣斤するを辺け，後；こ綜合的に可及lll勺立誰を行ひっっ論及する事とする．

　　（b）金粒片の大いさ　　済しそ物の大小は比1襲的1｛1題なれど，蜘こ金粒片を取扱ふに方り，自ら

限度がある・概1よ…般に普通Z）肉1験㌃以て親得る三三以上を肉腿約大紘片乃至塊金と謂ぴ，ルーvぺ

の力を借りて初めて辛じて爽荏在。．融り得る程度を小粒片乃至細；凱：片と呼び，顯微1下に漸く槍し

得る微｛鋤†以下，特殊の化學分析或ほX線分折等にて共含有を認めらるるまで超微粒片など唱濤、べ　．

きで義らう．之等の大小劃臆實際li臆廣く用ゐら川渤て，敢えて凡俗なる非科肇的表現なりど

軽親し去る事け＝出來ない，．併しながら本文にあDてIS：何等か！票準を需め，箪位を定めて槍討するを

必要とする．然らざれば甚一く不1麩であるが，現實に傘i凱の三三ぽ上述の如く箪純ならざれば

一・閧ﾌ簾目を通過せるとせざるとにて其大小を完全に釈別し能はざるは雷．を倹たない．されど共粒

片の最輝大なる部分鰯1議はり小な鵜期を趨齪得道力鞠磁に1よ劃釧’磁欝匿ミク

ロメーターにて叉粍箪を以て表硯する事とする．

　　一般に金粒片の大いさは鑛床の各型種により，叉夫々鑛石中の含有二三により著しく等差があ

る．大膿古期鑛厭には大短片多く，瓶謂「幼脹」にi毅翫イ訊細微粒片を見る．叉鑛床の上部には往々大

粒片乃至塊金を産する事あり得るも，下部には之を獲見せし例が少fatい．今，口本二物誌第こ二二24

頁に掲載されある串木野金山の金粒片の大いさを参考の爲表示すれば，既ギ實を裏書し居妨事が判

明する．

探

嬢　頭

同

　　　建も木野金出金粒片¢・大巳さ

叢…rT汀π漏話諮㍗1罫濡燕fヂ
　　　　　E上　盤

ゴド　盤

門番坑道二號ヲ｛料

同 六．號弾

二番坑道一號井漸

岡

同

六號井東｝

講1
尉i’1’1＝下1

’i，13，5’一　7L’．b

7k’．6　一v　139．7

71　，：；　一“　le5．S

6g．O－v　9｝Lo

tt－6．0－v　［k）0

2ivt．OA．　t｛，i．t．．，o

O：1．ON　69，0

3LL．，5　tv　57．5

ss．一　ditrs，o

pl，o，3　一一　es．s

4・6．0　一v　57，5

・1・7，2NS2．7

．f　s3　O　一s．　S7，5

　　上表にて次成金は二番坑以下に

は認められざれば，三等の激重が；示

されて居らぬが，初域金にありて共

大いさが下部に邊減1一居る欺況をよ

く物語って贋る．而して此串木野に

ては初回金が次域金より常に大であ

る。併し從來四域金の存在せし上に，

次威金が後に加はりて更に大きく威

長ずる場合もあり得る微：，かかるタト

観的次域金の粒片は必ずしも初域金

より小なりとせぬ筈である．叉相當大なぞ次威金も現ξ醜ご獲見されて居る．
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　　鴻之舞鑛由嵐瀕lr｝囎裂砺へ舅撒大の薄編籍瑠∫こ金が密蜘コ1号れるがある，之は明に次ノ姶と

認められる．共長藤は水酸イヒ繊の被憂物の爲禰色に汚濃せら誕居れど，之を嚢れる部分は美麗なる

蒼白味ある黄金色を呈1，光澤も實1こ強い．而1て薄こ事金箔の如く，衷心上挙滑にして何等結品

形乃至粒欣を示して居らぬ・訳成金として珍らしからぬ旋釈であるが，特に大なれけ；注日に値一1『

る．

　　（C）金粒片の貧度と被覆物一一金粒片力目然金として鑛尽中に簾する場合，化學的純金として

存在せす1．て，常に銀。銅等の不：純1吻を混交1鑑等と合金をな・棲るは古記廣く瀦られ居A’しる事實で

ある．葡して夫等の記録はイ亟めて膨しく，之な蝕に蓮ぶる必要はlbるまい。叉共色艇も金粒jyの純

度如何によって銀な漉すれば黄金色より蒼白瞭を蕾び，銅を：交へれば赤銅嘘を魏ふる慕も常識通り

である．而して三等の事實：は産金」二極めて重要であって，可及撃純度勧ぎ金粒片を多く採牧するを

望むは7罫ふ蜜でもない．靭威金は共沈澱時期ごこより概ね純度不均等であって，下部不攣化帯に於い

て共1｛1こ況がi現實に見らるる通1）である．而して次管下1よ丁丁下金が溶解して，不純1勿たる銀。銅は

更に降下L去り，共還元する際に純慶を糟して多く美麗なる光輝強き黄金色を呈し，不完全なると

も結晶彰ぞ晦奴3｛ミる．さ隣しば酸化幣にありては綻度比較匹9勺低ぎ初回金と共高き次二四が混難すろ事

があり得しかくの二幅Σ柳1の色澹誤粂談に群縣し，又禰鱈・との‘醐」二にも極めて璽腰なる

役劇を有する故，跳鎗討は忽に出來ない．二色澤は金牛片表皮の被優物の爲，往々不明瞭たらしめ

られ，叉光線の方向性強土馨等に：て著しく異なi｝てノ嚇する櫻がある．被覆物に關する樵討は後述〇二）如

く，1弼の意味に於いて肝要：なるが，金二野湊羅の色澤を説察ノ・る際，二定の光線を以てせねばなら

ぬ．而1て1ヨ光は不二的る＝らざるが故に，論者は階室内にてパンアオトを用みて常に一定の光線に

鳥二二を行ふ二三たので端・叉純蘭三一逆澤～・認めたる斜朔のみ酬三めて，試金海こ

て10（｝0分の；匙堂以て表凝する事とした．一般に金1三け号衷皮の被三物が最も現實に凋題となるは水酸

化織や酸化瀧俺等¢）皮膜が被覆1て旧怨ζ旧い導更に契錬に方りて，下弓約影響を來す場合㍗考

慮せねばならぬ。か撮る被覆物＝有する金現1唇癒「錆翁ズRL獄v　Go1由と記し，特に注意すべ・き蓉の

がある．

　　之等金粒月’表皮のlll建寂物；こ麓いて，　T．・K　Iきoseは共著λ｛etaHur露y　of　Goldに夢（の如く蓮；べて

贋る．「混論法にて金と水銀と¢）接濁をll／，びる喪たる：1）のは鑛油の皮戻である．三者は透明に／てF，i　L

存在を識別するに困難なるが，能く三三せねば甚だ書｝｝i∴べき結渠を招く・共二酸化鐡・硫薫化物・

　　　　　　　　　　　　
砒素化合物及び硅酸の類も伺様である」云々．　　　　　　　　　　　　w

　　被覆物の質量等をllく｝諒する事の必要なる1｝：霞iに篤と諒解1届るところなるも，實蔭金ill・片が微

細なる上に典表皮9・：　ll付藩する物質り如何1こ御＝疑なるかは想歓に鯉iくない．故に之を詳細に擁討する

事の容易ならざろも白ら明かであらう．灘1實1こに：野州．ピ下｛こて，或は化學分析にて共質寿；：を搬する

と共に講瞬沙脚灘麺タ考ど掲恥瑚嬰である．則ち金粒片のみに就㌔・て吟味ナるタト，蛎石の

産地●鑛床の型種。飢石の採癒観場の歌ε｝し亭を調耗する鰍？必要なるを痛感せる次第である．
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　　　　　　　　　　　　　第三節　　声域金と次墨金とに就、、tて

　　初野金と款成金とを歴別する事は甲州行はれて居るが，夫等を匠噂する事の口的が何れも同一・

tgりとは限らない・或は輩に軽骨術的興味本位のものもあらう1：或は平射際しの必要上から之等を

麗別する場合もある．論者ほ當研究の目的を專ら後者に箪窯を置き，鑛石内の金粒片の之等｝こ就い

ての性歌を卜し，鑛野中に夫7tが如何なろJVこ態をなすかを識らむとする．断ち初隣金に野営金の湘

はれる範團は初成金のみの部分より含金率が±ヒ較杓高き筈であって，かかる鑛石が如侮なる欺学齢

なし，共量が如何に賦存するかを解るは金鉱業上重要である．宛も硫化鑛床を稼行ずる．場合，初成

硫三半吻と守成硫化物とを吟昧し，二次的富化硫化物帯の：分’i∫或は幽翠等を椀卜すると縮似て劉る．

野選鑛及び製錬に於いて金鱗片そのものの性欺を明かにする纂が如何に便宜なるかほ多言を要す患

い．之等の方面に本研究の方針を定めたるを以て，純理學的見地を含めては鞠か完全と言ぴ得ぬで

あらう．此事は論著自ら篤と解悟せるところである．t

　　蒲して初成金と次下金とは同じく自然金にして，夫凌四物學的性質は殆んど差罰なく，醍化鑛

物共他の如く，明瞭に域分の異なる等確定し得る根擦が甚だ乏しい．從って之等の判別に關して1至

槻察者歪部一致すると限らぬ場合もあり得る一．鳳毛欝金臨搬に次成慈衰が直接之を被覆し，浩1くは

附着して沈澱せる實例もあるが，かかる粒片を或入ほ其内容羅弱かにし，或入は之を全部次半金と

して取扱ふ場合もないではない．要するに之等撃払の勃瀦は釧i同勢の凱歌・形態」二共他1こて至極簡

輩に行ぴ得るもあるが，叉例解に頗る容易に確定し製登きも少くない．殊に微粒片にあ｝，て．．凝も然

りとする．

　　今本道の金冠床の殆んど発部を占むる鑛脈（鑛染鑛床夢馳附帯する割干を含む）に寿轍Aて，初野

金と閉域金との判別を考ふる事とするが，共上部には爾瀞の混交し居れる部分もあり得るとしても，

或程度下部には次域金を嚢害し能はざる帯が必ず存在すべき筈である．期ち碧通草イヒ帯二次的富化

硫化物帯及び初野的硫倒矧亨と分かてる最後の不問化撒こ方寄1ナる金は勿論初学金でな嚇しばならな

い．而して金の塁壁を實際産するは上部の酸化帯に多く，二次爵勺富化硫化物帯に入れば硫化物は濃

厚になるも，含金…率は漸次減じ來るを常とする．共範圃・共操康・其朕況等が各産地各鑛脈各部分

などにて…様ならざる故，鼓に問題が存するのである・殊に一般鱗脈には上言己の如き3帯が極めて

不明瞭にして，硫化物を随意する事乏しければ倫干満んど丈等の境界さえ判然として居らぬ．爲に

金の誉詞部を現場に於いて見分くる肉眼的訂安は大甲所；謂「銀黒」の存在｛こ蝶る外，甚だしく漢然た

るもの多く，概ね分析の結果を待たねばならぬ駄態なるは衆知の通りである．而して新第三紀金鑑握彗

脈にありては大部分「銀黒」の存在個所は圭ヒ較的野も亦普通濃集し居れるが，北ノ王型若しくは生川

原型等に於けるが如く，其存在を認め得ざる概略乙て而も料金率高きは實際上之を取扱ふに署しく

不便である．且「銀黒」の存在個所の金IO富めるは概ね回送的であって，後次的の金の富化は必ず

しもかかる郵分と限らない．則ち金の二孜的富化帯は硫化物の富化帯より常に：上猿にありて，大部

分酸化帯に：厩する．之等の欺況を詳かにするは化雄分析の吟味に仔くらねばならぬが，夫よりも寧ろ



；1と海灘摩企鍔躍の臆棚輔翼箪酌研鋸（2） 欝

勧威金と次域全との分布關係を明かにすべきであって，此楡討の必要を痛切に感ずる次第である．

…般に金は最初地中に壽うつてアルカリ性熱水溶液に’含有せられて上昇し，鑛脈として製瞭を：充翼せ

る鑛病ミにあ1）ては殆んど例タトなく硅酸溶液に俘1まれて居る，該溶液内の遊離硅酸が煽嵐する際，共

含有せられし金は多少共亡魂は銅などを混じて闘溶：綴を成して分離する．其儘に存在する当然金ば

勿論初域金であって，特別の條件にあらざる限1ハ普通黄鐵鑛の如く自形を呈しない．則ち金は溶

液r｛ltにて既に結品形な1海ミちて患つる事なきのみならす，硅酸の晶卜する際にも容易に結晶形を示さ

ない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　．

　　今明かに…・次露盤イヒ物帯即ち確實なる不蔓化醗｝中1こ嘉し金鳥片を獲痛し4守たとすれば，夫は泥

に初成金と認め得べきである・面こかかる粛購の金柳1’に就き，典形態・大小・色話・純度・被覆

物等凡ゆる樵討を行ぴ置く勲翻館山である．然るところかかる金粒片に關する信頼すべ壁面威ある

灘考贅料が未だ曾て公にされたるものな窒は頗る遺憾である．摂して漏出は此問題に就き溌く究明

すべく希望せるも，本文には其徹底的結果齢蔓すして他日の機會に二面らざるを得ぬ、是営研究が時

局の急憂に脅して或程度を以て打切るべき蓮命となれるは洵に竣念にゴ甚へない．併しながら大壷に

於いて初成金を掃滅；i次烏金と判然翻温し得べき根擦を論考は掴み，實際にIS：確儒を以て爾奔を前壷

1．、i濫しをるを激ぶ次第である．　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　，

　　蜘こ次域金は鑛床が三｝三と1一て地表附近に於いて露天画幅仔を旧くる際降下する「准地下水」（地

下水に加はるべ一、h∫歳除水，普通降下水と呼べるも，論習ぽ出門水に薦さしcV），天水及び正地下水と

擁別する）に含f∫せる鞭晶晶と，硫化物の溶解に区！る硫駿鞭溶液に初隣金が溶解せられ，或融化1吻に

毒して樗び自然金に還元せるものと…・般に解されて居る・而して地表附近の露天化作用に關係なく，

島根縣大森鑛山に於けるが如く前軍約300米の下部に熱泉湧画せる爲，金の二次的霊化を見たる異

例もあるが，之は極めて特殊の條1牲舞徹すべ音であらう．讐逓臨床内にありて金に甥する最ち張

三論然溶隙職即滅疲第・・二面認め細面1鰐㈱に鰍僻海鰍他敗将の鰍鵬擁…

が必要なる事も廣く信ぜらaし艦る題りである．論者ぽ之等三八の黙三叉ぽ散驚を蝕に敢♪して批判せ

んとするにあらねど，自撚1こ金の憂化がかかる酸類のみに限られ，他に何馨か考ふる除地杢くなき

1やに疑問をイ∫する守1）である。期ち金がilヨ．、く数成金と1て鑛床r玉竃に實在する以上，少くとも天然に

金の此面作用と還元作用とを否定する窮は1：一義＝い．然る時，心証爾作用に關じ亡比論ミの出面乃至

考察以外に何等か未研究の趣つあるやに論詰は想は3してならぬのである．　　　　　　　　di

　　水銀の金に諒する鑛1和勾の影郷如何ジ

　　是論習が後述北ノ王型霞石rl・tの金粒片梅討に於いて注意を惹かれたる1例である。

　　金と水銀との關係。之は既にローマ時代よi）　ij；一Nられ，混末法として金製錬に利用し來れる曇享，

回りに廣く知られ帽しる選晒である．喉天然の門下内に方奄ける次成金の威因に匿鍔して此研究が試み

　られたるか否かが寡聞の論者には之を杢く識り得ない．（論習の調査に擦れば1未だ曾て此研究は獲表

されて腸らぬ1・金鑛1糊1に水銀鮫ρ共産乃鯉i造俘ずる實側は発世界1に少しとせぬ典水銀鑛は概ね
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辰紗として常に見出されて屠るが，稀に勿論自然水銀の存在も認められて居る。（北海道天撫園愛別

叡慮山の含全銀・水銀石莫鑛脈に寮費自ら自然水銀を謁見して居る）．叉等1｛臨監系に鵬する天然金儲

（Natural　gold　・　amalgam）の商舗も傷に知られて居る．現に論瀞は結品膠不明の同立物らしきを数粒

雨粒片と辰砂と共に量見し得たのである．但し金粒の表皮のみアマルガム化せるが，其内部を究明

するには痴りに微綱であった．治しで一下に承鋤柔～1，遮床内にあってll轟牒として辰砂を見出され一

審鰐として白然水銀を認めら恥記入の目に映ぜざ，iしども正しく氣照を成す事も考へさせらるるの．

である．且叉水銀の之等閻の移民15こ特に高温・高延｛導の下に行はるにあらすして，且金にi封ずる作用

も常温常巫にありて螢まるるが故に，鑛床内の次成金の域因考察上金々何等此雛討の要なしとは何

．人も漸じ得まい，否寧ろ多少なりとも吟味すべ音新課題と看照して差支へなからう．而して金も水

銀も共に勉表に近く上鵜1に富み，下部に劣ろへる傾向を有し，数波面の存配すべき位置が叉辰砂の

・液化，更に氣化に適當の帯なる｛柔正に注筒に値するのである．　　　　彌

　　爾更に假に金が水銀に犯されて，再び金に還元ヂる際に1柔，酸に作用されたる鷺化金若しくは

硫化金等に於けろが如く，有機物・硫化鑛物・薪己酸弟一・織・酸化第…・繊・方解由などの鑛化物の存

在が必要であらづ力浮　二等の山回は男喰こ卿か論詮すべ音を以て，蝕には唯次の事實を蓮べ置くに

止める．期ち水銀を俘へる鑛床内の三欠破斜蛎賜蔓鑛1ヒ物と霧倣されざる鑛物にも附着して，展々見

出さるろ事忌が認めらるるのである．

　　撮て初回金と女成金との醐定にオ毛槙．・て，論者の根回とする主たる羅iは次の如くである．

　　（A）初点杢と認定する鹿威　（a1）結品形を呈する事なく，表面凹凸粒爾海綿チ1焼示せるあるも，

・角稜などなを溺かなる感を輿へられ宛も溶解せる如ぎ形跡を見るものがある．（a2）概ね球面歌型叉

は難粒片ガ1の侮れカ・に薦し，㈱型のもの全部初鹸金と限らない）棒欺・樹伎三線く1編早片歌型

にぽ殆んど之を焚見1得ない．（bわ大㌧・・さは給雛的に次西金より比較上大なるべきも，綱々に就い

て其大小に嬢って爾話の麗別爵準｛ミノよい。｛b2）初義金に次成金力1：加はりて爾者共存せる場合は，初域

の金面より次成金の金壷が櫛よ小であって，後奢が極めて微細なる結晶群の皮模様薄板歌として前

言を被賦して居る事もある・（c1）晶晶金は雨域金に比して糸角度低く・不均馨なるを常とし，被覆物

を多く認める．但し之あるも必ず／、も雨域金と限らぬ．（c21初酸金と画論労と共存する場合，被覆、

物あらば前“i’tif’に於ける方が手ヒ較帳〆く，後撒こは1之を瞬く事が履々ありて，此引合は「踊〉」の

欲況ン遡粥のdl捌e・c大いに役立つ・

　　（B）次成金と認面する根篠（a1）紛ての墾態を威1て多計｝．1され，何等1岡限がない．殊に鑓床生

成後の義絶耐ilに挾ま1，て瀟挙片歌を飛する1翻堕し．く数成金である．叉棒歌曲は樹伎歌1哲型も1司糠

である．（・2）騨誠は等紅潮愚を呈するも¢・は縞脳！・品群として獲自衛るる駒噸る多い，棒

欺或ぽ樹灘ノ型の表陶こも織fiv藻群が瀞しq；付茄し，殊に多樹錠歌型’）枝は八西潔絆晶の蓮晶を常

に見る。（励大い劇う二根回とならぬ．lb2ノ四域をと共存する場合は次哉金の方が概ね小である．（c1）

大鑑純度高く，均等であ一ノて美麗なる黄1絶の張い光む‘放ち，被覆物は比較的少ない．（c2ノ租裂

｛．
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開に挾まれる薄融崩激次ノ或金の表衛の如きは水酸化鐵の被覆物が期三三全1髄汚染し居れる爲，

回しき相秀兜を呈さない事もある。

　　要するに爾音の判定は以上の外，凡ゆる性歌を綜合的に考慮し，轡着せる随絆鑛物及び其模様

を大いに吟味する必要がある．例へば方解研舗止或は一部に之を交代的に附着する金粒片の］ifiき

は明に次域金ど見て誤夢あるまい．叉共存する織。銅等の硫化物と金粒珪との關係は大いに考慮せ

ねばならぬ．初成金或は次成金1よ蹴に其存在1次態のみでも，回しくぼ形態・純度・被覆物等の一一・一一條

弓丈でも，明瞭に判別し宇懸る事もないではないが，論者は感下る限りの吟財ξを希望する次第である．

　　　　　　　　　　　　第四節　　本道代表鑛石中の金粒片樵討

　　此金三三の楡討は論者が當研究の眼口として，三下得る限りの愼重を期したるが，其宛も未だ

試作時代に偶々下局の三三に相倉し，僅に2型種鑛石中のi｛　1｛…症片のみを多少吟昧せるに過ぎない。

鵬f、胚充分な雌翰磯回・蜘・て論蓮する外なく，纏Pk　＞5結果礎て，實務上の係窪か鋤

資料を提供せんと期待せるに副ひ貌ねたるは遺憾の極みであ澄然るところ蝕に鍮討せる2型種の

鑛石1よ大三道産金鱗rlの代表と看緻し得るが故に，概括的に如何なる金粒片が含有され居るか彪麗

ひ三三柔可能と信ずる・典代蓬ミ三石ゆ次の2型種で・i5る・

　　1二粉二i北ノ王型（粉骨f受豪，東部北海道産，．石英犠画岩系）

　　「塊」三巴型（塊鑛代表，画部北海道窟，安山岩系）

　　以下之4翻す型鑛膏ゆ金粒ノ1・の樵討を行へる四過概要を蓮べ，共間論者が考察せる数々に就き聯

か論ずるところあるべし．

　　「粉」北ノ王型胃石1＝Pの金粒片　　　　　・

　　二三ノ三型鑛石の三三並びに性質窪蔚こ就いては既に昭和11年11月北海道工業試瞼場報告第六

胆醗に三等畷腰を報じ，又本交の各il命に於いて淵葦地ンミたる通りなるが，聯・115年鱒「岩石

鑛物濃床學會誌」第23雀第1壕兜に渡邊萬次気1三士が「1壌和・北ノ王式金：鑛隊」と題して公表し，一

般の注意を惹いたやうである．蝕に取扱ふ鑛召は同博士が「最も主なる特質の一」と穂せる「土砂

確」であって，實に他に珍稀であツて而も木道の慮要金三石∠暇である，

　　豫備的操作
　　（・り　粉塊籏の締分…一北ノ王鑛ほi第・一三の各醗にて採取せる紛塊鑛試料を∫i之初出來：得る回りk卜

均する様に丁寧に混交し，之を四分法を繰返して谷為1ue瓦宛の試料を者｛二合8瓶以上作る．共内9，

瓶に第1號より第三號までの試料番號を附し，、他は別に伽びして之等4瓶の粉塊鑛を各々8段に廓

分する．珊ち三等夫々粉三門の大いさに就脇（1）7粍以．1：，（2）7－15粍，（3、G－1粍，（・1一）1－0・5粍・

（5）0．」「一一　O．25粍，L6）0．2ヲー0．1粍，（7）0．1－0．G5粍，（，9♪　O。05粍以下に乾式fi，li分を行ふ．蒲して｛発郡の

32試料を瑚々に共憲量を滋遡る。共結果は第7表中離1分試料重量として示せる如く．」ある・該表に観

る通り，（1）の7粍以上は最多量にして約5β．2－64，1瓦（亭∫向約58．9瓦）なる過牛　、；：をi三1め，（2）は

約4．8－6．7瓦（李均約5。5瓦、，（：））は約『14．4一一2M．瓦（亭均17．3　Jlの，融は約0．9…3メ1瓦（藷昏均約1．8瓦），
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く5）は約2．1－4．6瓦（2ド均3．7瓦、，〈6）は約1，2－3．3瓦（『二黙約2．1瓦’，（7）は最小量にして約0．1－0．5

瓦（李均0．3瓦），（8）は約6，9－10．6粗野均8．7Mである。之等の合計は約97．6一　98．6瓦（築均98．3）

なる故，四三の夫々の試料100瓦を飾謝し．て，凱陣約1．4一　2・4瓦（平均約i．7瓦）の不足量を生じた事

馳となる．此不足量は操作申舗目其他に附議せる微粉等を入念に暉牧せしも，億且若干の乾燥に因る

韮コ減りなどの爲此損失は免れざるところである．回し漏壷際現場に於いて大量を三分するとせば，

該損失は蓋し更に共割合を増大するであらう事は鰭こ学ぶ絵ナ也がない．而して蜘こは當初のき！料を

各⑩0瓦宛とせる故，上記の瓦数は総て直に百分率を表現し屠る纂となる．今明型の四脚鑛の大い

　さを0．5孝壱以＿しと以下に男ijけ，前1者を「ノ」・重麩乃至糸斑1続：羨鷹」，後音を「痢礎分鋭1」と1駁に命名すれば：，　「ン∫・

塊乃至細粒鑛」は（1）ノ獲（4）のエF均合計約83・5瓦艮llち83・う％であって，「線1粉鑛」l」＝（5）．乃至（8）の

田均含計約14．8瓦即ち1虫8％である．叉損失は必然的にぽ毅粉若しくは水分計であって，「小塊乃至

細粒鑛」では決してあり得ぬ故，共L7瓦を後蓄に加算しても僅々16・5％にして，前者は83．5％な

る大部分を占めて居るかの如くである．此「小曲乃至細粒鑛」申に實ぽ「紬粉鑛」が集宗吉して革に塊

欺を呈せるありて，粉嘱すれば極めて客易に粉歌となるも多少は含まれ，眉英細脈或は母岩小±」廷片

と混交して居る．併しながら自然風乾の儘にて節分操作中には何等粉liJことならざ徹ρみならす，水

、下して漁式可分しても殆んど大差なけ賭しば，敢には以上乾式野分の結某に基き，夫々に含有せる金

野蹴いての本締捕．郡どけ・のである湧ヤ1じ醜鰺繍はか｝消関門糖受けて桝畷を

第7表　　北ノ三E型粉塊舗分及び金粒直営牧炎

　　　　　　（鞘口明初試牌100瓦宛）

／

試料

番號

（1）

（2）

（e’）

（’i）

〈5＞
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なし繍鋤に一般叫デ土砂二目」として取晶晶洪實際「細粉鑛」の夕階酌容積を髭れば，「細論

鑛」の該重量に凝れた礁恰に比して逼に過大に山続され易豪区点である．則ち一見大壷分粉鑛

とi看倣される種に織す’るのである．

　　第七表及び其説明圃表に示さ

るる如く，試料の量では（1）の7耗

以上が断然多い．然るに其内に含

：遜れたる福富片の探牧i率は第1號

を除いて皆（6）の0．25一α10粍力ζ

最大で，挙均0．90％の惣嫁率であ

る．嚇して（7）の0．10一一〇〇5粍，：更

に（8）の0．5粍以下には含金華の著

しく小なるを知る．

　　⑫　試料粉葬　　凡そ金盛期

の形態・純度及び紅霞物等を吟味

する1乱納に時飴り共緑玉扱細粒片ぽ

甚だ不同である放，或程度以上金

粒片を採取し得れば，試料は極端

壽　i
轟τ。

i　e．o

”tLO

司0

G9’

尾。

lo

舵式輪分電tll結彗隅で台趨衣（第∫3＿第粥♪

　　　　　　第f「づ、

嚇”㎜”鴨㎜一一 @　　第II写

｝”一
@　　箪涯11s一

～”@　一　一　　　第fツ？3

。冨＿ 移『
”一へ]㌦、

　　　t，｛rt

ノ”

mp

｛p　c2）　’（　s．）　t4） ‘．s）　　　　　イG，　　　　rア｝　　　　（3｝

　＿＿＿一＿一レ蓄褐日董彰

に梛1ける醐鰍であるのみならす形態等を愛化せしむる惧がある．但し槍討の【納が金粒ナゆ大

いさを覚る爲，或は含有量を調べる爲ならば，別に考慮すべきであって，特に夫タめ臼的に副ふ翻ξ’

に心掛ける必要があらう，而して躍には先づ前身の目的の麓に如侮程の大いさに試料を務確するを

適當とするかを吟味せねばならぬが，之は含有金粒片の大いさを豫め識り褥れば便利である．此金

銀片の大いさに滅しては後に：本鉱討として實駄的に吟味せるre　lp，其最：大粒片憶0．48544　il≦吾に：して，

幼く稀に例外的に0．5粍以上のものを獲見せるのみである．故に旧く稀なる例外を除きて◎．5粍以

土の前記の「小回乃至済1礁激論に旙する（わ乃至（4）の試料を粉石印し，全部α5粍の飾目を樋ヌ過せしめ，

皆「細粉鑛」の試＊こトとなすを適薬と認めたのである甲・是④の操作の時供用せる試料と，別に四分法

にて保・序し転ける論点濠試料に就いて此豫三二作を行ったのである．

　　㊨　金粒片の採没（閥牧1　一後1に行ふべき本椀討中1金ヨ雪片の大いさなど吟味する臼的以外，

共形態・温度・被覆物等に就いては少くとも普通顯微最下に観察し得る程度の金玉：片を可能限り多

量に採牧される事が霊ましい．而して共裸牧法の最も簡易なる13i從來現場にて屡々行ひ認れる「椀

かけ法」であるが，實験鯨こ於V・て嬬充分丁寧になし得る1蜘此法に依る菓としたのである。然る

ところ幸當試渦が著しく峯氏結位鑛ならざりしと，金轡片¢）全部が極めて微細ならざりし爲，此法に

て棚當童の實孜を獲斎本｛i愈討の大部分の1漁勺を達づ『る薯が出來たのである・尤も駿鑛は直に捨ρ

網駿も之磯嬢椀が；ナして些少と蹴ども剛三重廊儲として離憾簾まで金粒片の捌文に
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あ　がい　　　　　　　

　　ないが，最：後に金団片と，多少共に

　　下る鑛三脚とを選別するに1・2こ甚だ困

　　難を感ずる．期ち最後の椀底に金野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚
　　片に混交する不純物として磁鐵鑛・　言

　　灘鍛。輝銀鱗の野営徽び落1

　　干の石塔粒などが常に騰留する・常『

　　試料には其雪平に辰砂が四六見られ

　　る事がある．既辰砂の量はi至って少

　　ければ産業上には問題なきも，前蓮

　　せし如く三門片の域凶考劣iξ上下に貴

　　重である．故に之は金粒片と河様溺

　　に取扱ふ事とせるが，他の不純物を

　　如何鱒して完全に取除くかに苦心を

　　要する．金粒片の探牧獄を高むる爲’

　　にぽ勢夫々比重の差著しからざる金

　　驕下物類は四脚残留せしむるも止む

　　を得ぬが，石英粒の如きが術之等と

　　混交し居るは技術の解熱なるべき誰

　　左なれど，之を更に椀がけを績けて

　　除くには相野の物間と勢力とを浪費

　　する以外，極徴綱の金管片を失ふ倶

　　がある．伍って可及的に金野片の局

　　努力したのである，

t一　’”

@此椀がけ法にて可能限り實枚を多くする爲には豫め頗る愼重なる熟練を要する事は言ふまでも
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牧を多くすみ鷺的の爲，最後麺二次の操作を宥ふ｝駐したのである．

　　（第一一弗化水素を用みて石英粒片を溶解して除去する．之は論者が初めて創案し．て試みたので

あるが，共化骨的反慈は次式の如くなるべく考へられる。

　　SiO，　1一　，IHF　＝：　SIF．，　一一F　2・H，O

　　此際S圭瑞は極めて氣化し易く，石英粒が勢門のSio2ならざるとも，殆んど後には白色の極め

て響き徴粉を署すのみなれば，“ ﾈ軍に酬勺を達し得る．挺し弗1ヒ水素を使用する爲容器に注意せ

ねばならぬ．最初鉛製容綴きを以てせるが，漸次犯されて顯微鏡的凹凸を生じ，微勧：片の金を圃牧す

るに困難せし故，後には大掌白金！鮭を以てしたのである．

（鯵騰徽鵬て㈱雛1徐去樽之弊も樋に行ひ鰍しるが撫激版失瀬が多分



晦・ 北海灘磁獅出郷輝學鵬院働 欝9

にある叡：，．必ず水中にて嶺重に行ふを要する．

　　（第三）稀碗酸を以て硫化鐵を攣色せし．める。金粒片との識別を明瞭ならしむる程度として，本

検討の金粒片表皮の被覆物に魚心を來さしめざる樵充分留意せし筈である．

　　（第四）ピンセット分離を以て論議片及び辰砂以外を除去する．質歯面微鏡下にて鋭利なるビン

を用みて此操作を行ふは浬環に甚だしき長隠滅の根無を必要とするが，結局本緯討に騨｝1想的にして

殆んど完溌：1こ近き金腹片と辰砂とのみを獲たのである．

　　かくの如くして雄幽し扮法にて分てる試料第夏琴虎乃…面高磯漁1通したる（1）」の（8）まで合

計32袋に就き，夫々別々に金粒片の探牧を行ひしが，共結果は第7表中金料：片採寸量及び摩とし

て示せる通りである・今⑲より18までの供用試細鎖の大・Nこよって・細粒片採牧の害蛤に相常

の蕗異を認めさせらる．7」と共に，馬面延払乃至第W號に四分法にて分てる均等なるべ壷試料に

ありても同様なるを識る．例へば先づ第！號のみに就いて帰るに，のの元鑛0．5∵025粍の試製1

4．5375瓦申金兜片をO．t）：3％も採画したるに劉「1ノ，㊨の況鑛0．25　一〇．1粍の試料1．1950瓦中の夫は全

鰐の最低率にて砿05％に扇ぎぬ・然るに郷弼1に細て削5力婁α62％なるに野し，（6が1」5％

にて益膿の最高雍を示し，第1號の如き著しい差はないカζ，爾相當の開まがある．叉各誌の卒均

のみに就いて（1）jlり（8ノまで茅1縫に翻る時，最低ii執ま（8）の0．16％1こ蟄重し，最高雍は（6）の0．90％で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ
あって甚だしい相違力：見られる．勲等の叢異1・jz果して元鑛の含金歯不均等に基面するか，採牧畜術

の不揃に綿すべきか凝然疑問を生するであらう．然るところ各説の實牧堅均を横に観れば，　9i・〈L低調

W號の0．22霧，最高第琵號の0．31％に1て，組羅均0．28％である故，凡そ大話なしと謂緻し得や

う．則ち金儲llの含菊摩が概ね各號均等なりしとすれば，先の差異は探牧面癖上よりも，元応の含

金…率が夫々其試料の大・」・によって不均等なり艦齢て艇ヒへ1ちるまい現實に論賛の域閃上，當血

石は元來掩蓋分布が不均等にして，或部分に集積し，或部分にほ荘だしく稀薄である型種である．

然し蓄初可及的によく溌交し。丁寧に槻分法を繰り返し．たのである被，杢鍵拗には大姦均等なるべ

き筈である．唯四分法1て二ては共元鑛の塊粉まで登部均質にな1．得ざりし事實を物語って居る．回し、

て牝學分析に寂る此試料の磁位は2｛ぐ均毎隠約5000瓦即ち0．5％前後なりし優秀鎧なるが，箪に椀が

け密なればOP一病028％の實牧を見たるに過ぎぬ．從って活惚牧瑚ま50％絵なれど，輪編沖金魚

片の大幣を獲て，而も顯微鏡下の巡察には充分役立ち得る菟湾粒片は概ね回牧したるを以て，之等に

擦って歯軸討を悩むる事としたのである．

　　本　検、討

　　（tL）北ノ王型出石中金粒片の形態

　　當試料全部に亙って，論奢が形態土分類せる二二Glりの1二階歌型が殆んど犯出されぬが，他

の各型は皆存在する．恥ち（∂球粒歌駿・（ff　1捧三型・（鼎樹1劇i長型及び（V耀〔粒歌型“’）何れも粒

片型のみが皆枳當量三見される．其黛的に艘れ1ず鐸）tht（i）di（藝）及び瀬）の順位であって，（V）及

び（Dが頗る多数を占めて居る．之鰍V）の職樹タこ型及び（王）の螺蝋型は共に或一定の方向へ獲

　　　　　　　　　　　　　　轄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導
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）ue：せる形跡を認められざる大竸三二歌を呈し，（V）の内にぽ多少（fi）蔚し’くは儲）の甚だしき異憂

形も含ま．れて居る．而して（V）及び（ll）には形態上にて明瞭に初成金と確認し得る金点現存し，共

表面は佛頭歌微細庇様突起が鈍き金罵光澤を放ち結晶の侮等片鱗だにも三見ぜぬものである。．目海

綿歌をなせるあ！1）て，後蓮被覆物の黒占にても容易に次域金と比較上駆別が属來る，其他の殆んど杢

部は四域金たるべき形歌を示せるが，共内には更に吟昧を必要とするものもある．三等二二の金粒

には其一部若しくは大部分に極めて微細なる編彬が認め酎し，少くとも孜成金の諮紛か歪部か

が三二すべく信ぜられる．かかる結煽形は晶系不明なれど，恐らく不完杢なる等軸晶系申の八画雛

若しくは之に似たるhOllの僅に緻面稜が見ゆる程度である，則ち之等に封ずる光線を動かす事に因

って或角度を有する幾多の極徴の：弔面と稜が輝きたる黄金色を呈し，或結晶形の群在し居るを正に

識らしめられる．之等初域金及び次成金1こ關しては後に三三する事とするが，鴬試料に於いて形熊馳

上特に口立ちて相欝量1右漉するは磁）に回する捧歌型及び三三三型である．

　　∬ヒ棒歌型に就いては，嚢に濟崎博士が初成金の形態として「胡瓜様粒状金」及び「玉蜀黍様三二

金」と唱へ「前者は多く幼賑に墨通らるるものにして一端に尖P，他方に切断せられて園柱駄叉ば鉾li

鎧歌をなし，断面多く圓形をなすものを回す．長経に畢行なる籔あるのみならす，更に叉小突起あ

り」と設明され，後者は「多く門柱歌をなせども，表面に三三なく，症歌突起を群生す。」と解織さ

れしに丁丁する三二である．恰度之等に旧く符合する金粒片が當試料中に少からず見禺されるので

あるが，論者は蝕に之等を総て棒歌型に鵬さしめて居る．但し上記「胡瓜様粒扶金」と呼べる一・端

尖）i他端の切断せられし圓柱歌又は園錐歌に小突起あるは…・1致するものあれど，長維に雫行なる鐵

あるはなく，寧ろ長経に直角に切回せら匙んとする如き回れが見られる顯が異って居る．其他には

何等相違するところが全くない．若し之等が假に岩崎氏分類申の初成金と一致する鷹らば，論者は

大なる疑問を懐かざるを得なV・．如何とならば當試＊9｝中採牧せる金粒の棒三型ぽ少くとも共一部若

しくは其全部が四域金なりと認むべき誰篠が三三と實在するのである．之は別に「北ノ王型鑛石中’

金三三の顯微鏡鳶眞PL，特1」に於いて牛棚する通り（本文には篇眞省略），方解石結晶片の多少溶

解されて棒歌形をなせるに・幾多極微結最金が附着し或lj：局榔亀勺！こ交代作用を及ぼしつつある現

物三見らるるのである．此極微結品金ぽ甚だ新鮮なる強き光輝ある黄金色を呈し，鑛化物たる方解

石」メこ慧元せる儘にして，何入も之を次成金ならすと噺じ得ざる歌態を示して居る・而してかかる

：方解石結翻寺は元々本四床地帯には溶解淺存物として霧しく存在せるも，椀がけにて獲らるるは多

少共に金粒片の附着せざる限9，洗回し去られて三って居らぬ．其方解石片が殆んど金に交代され

て極く僅か1，c該片の一部を保有し居れるは屡々同時に三見されるのである．又方解石片に似て，粘

土様物質を炭酸石荻にて膠結せる如き・もあり，木質絃騒1；を認むる…種の炭酸石炭化木片化石に極微

結晶金の附着せるも見られる．之等方解石其他は齪に溶解し，援次課こ為隙中に宛も極微鐘乳石様

を呈して沈澱せるりナセント鑛物に類するやも知れぬ．要するに棒厭型及び其異攣型には少くとも

共一部i若しくは全部が次成金を以て生成され居れる纂實を確實に識り得る．



牝海溜桶金脈屑しの礁∫｝i地賞學的跡切（2｝ 1毛1

　　是今般の的弓に於ける牧獲の1として特筆テベ9一ものである一’

更に此襯燈友び其異馬脳に就いて油意を慧けるは，元鑛齢紛して（1）一（4）のe．s粍以上（5）一（8）

のαδ粍以下とに分かてる試料中前者には之等を極めて稀に費見さるるのみなるが，後者には之等

が可搾り存在する事實である．此事實は第1號乃至第IV號皆同様共通的である．則ち（1）一（4）の

0。δ粍以上の試料中には石英塊片を著勇鑛集塊片よりも回しく棍交し，三等を粉糠して金粒片を採牧

せる際，石英と轡着せる初等金多く，後に吟味する如く次成金と認むべきは細粉試料中に殆んど下

学し刷偽爲なるべく信ぜられる・

　　殉夏棒押型及び其異墾形たる催）樹枝釈型以外の形態上に門田すべきは（V囎1灘歌と（D球

下座の雨型が上記型を除けば殆んど全部を占め（珊扁竿片歌型が著しく乏しき事實である．是原鑛

床が元町墨型水性であって，高野の元に生成せられしにあらざると，且共前野が比較的緻密質なら

ざりし上に，三次的に更に微1冊穴的室隙多くなりて，特に次成金の沈澱を容易ならしめたる爲，共

沈澱が町君二板門閥隙の伯芝少なりしに基因すべく論者は考へる．而して（V）及び（Dの爾型は（1）一（4）

及び（5）一（8，全部に普遍白勺であるが，（1）一（4）に：（V）は多く，｛5）一（8）に（Dは彩L．く，就中（8）にほ

僅1こ（V）と（駐の棒歌型とを題する以外殆んど（Dの球粒歌型のみを見る．

　　焼野の結果が果して北ノ王型鑛石全般に言及し得るや否やは禽各夙試料に就いて幾多の検討を

試みる必要あらむも，大町の概況を捗り得べきであらう．則ち今椴に本機討の結果のみに櫨り考察

するな：らば：

　　イ）．本塁討に供せる試料に：は殆んど（V）灘粒欺・（D球粒1伏・（沿棒欺及び催）樹枝歎等凡て

粒歌型にして，（IV）扁：弔片歌型を極めて｛雄か見たるのみ．

　　Pt）．（V）及び（駒も著し、く複雑なる不規則形を呈せざればi其他と共に：侮れも赫円を通過ぜし

むる嫌紳困難でない・

　　ハ）．（V）及び（Dには羅に形態上にて初蝉金と認むべき金粒が存庭す耗ども，（沿及び偲）に

は之を獲荒しない．　　　　　　　　　　　　　　　　u

　　二）．（霞）及び（韻）の憂部（若1．くは一・部）は肩噛しくi次成金にして，方解石に附着し叉は交代しつ

つある極微結晶金は引戸を見る．

　　ホ）．極徴結晶金は或方向に：自ら鴨脚品をなし、て進展するあると共に，；iU：に更に太く既達しつ

〆）ある歌況を呈するもある．

　　へ）．（D及び（V）の内にも形態解明かなる次成金ありて，初空金。－wts叉は大部に密着して磯

展せるも少くない．

　　ト）．此試料には確實に初成金と次成金と混交せるが，畑瀬に比して後脅は極め℃多く，0．5粍

以下の粉銀試料中の金粒メi己は概ね四域金なるものの如くである．

　　（b）北ノ王狸：鑛石串金粒片の大いさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　瓦そ金粒片に就いての研究1’c於いて，共形態・純度・被覆物等の撞討には或程度の大V、さを必
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要とする．則ち高倍雍の轡虫鏡下にても親骨添i難なる位の超極微粒片のみを含有する鑛石ならば，

上記の課零を吟貸する事は頗る至難であらう，舞ってかかる課題を吟味するに方っては椀がけなど

にて撒頃ら秘繊の大いさの金聾鰍榊繊瞬く多く鮪謁凝鰍は題する僻
して此希望に禁野種は最適の鑛石である・然るところ其研究目的が大いさを問題とする場合1こは，

かくの如き白片のみをtti象とする：事が許されない．つまり紙帳に極微粒片でも共大いさを識り得ら

れるまで吟味する必要がある．但し實際には或限界の存ずるありて，彼の膠欣説などと辮さるる超

極微粒片以下に到って1よ，人選的に粉砕選別不可能に醸3するものがある；かかる型種の鑛石は最：初

より漁式製錬に13：不通1碧なれば，此方画より醗る時，該金魚片の大いさは實際問題として或痺遷界以

下解）究明1：こ努力する必要を認めまい．かく極端ならざる鑛イlfにあり一C．IS，此課題が崖業上直接重要

さを有する事は言を倹たないであらう・

　　コ垢果題を椀嘱する爲，特に北ノ王赤蛙に依頼して，同鑛山鑛石浮選試験中1こ於いて｝．可能限り

の丁丁端まで採」改方を希塾し，共試料を夢矯受けたのである。故織玄1こ貸せる試料は襲の實験に

供せ欲と翻にして洞工騰の惣町ケ廻り採集せるr約試料である・而して之等をテ押傷

金と次旋金とtc分ちたる後，夫々即製の大いさを楡1たのである，共数値は次表の如くであるが，

樹西域金と次威金との量的劉合の概緻を表現せんと試みたる爲，假に各々の獄片数を百分率にて示

してある．

　　　　　　繁8表　　北ノヨ三型竿石rl；斜なルの謡い劇初成金と次域金との大小及び蚤的遇比

　　　　　　　　　　　　金　　粒　　ル　　長　　．鰹　　（粍）　　　　　　粒1｝一頭比率．（％〉

　　　　　　　　　　遡　　成　　金　　　　　　　　　　．二．二動1猿．金ユニ逸、成．傘、
試料探集・揚所

1ど凝痴萎諭こr

同　典　蔵　下

同　龍生坑粉塊鑛

同　朝口坑粉塊鑛

5揃購堀劇
昭勲鑛艮陵＝｛二下1

同鰍號坑襯鑛1

同申切坑掘下i

同串切坑耕i
鷹田原画由鑛末i
　　　　　　　i
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　　此場合の試料より採牧し獲たる金粒片は襲の形態観察實験に供せる試料南極く稀に磯嘱せる

0．7粍程度は金々なく，杢獺0．5粍以下に1．て，北ノ王鑛山龍生坑内粉洋生申の初域金048544粍を

最大とする．而して今般喫し得たる最小粒片は生田原向111鑛摩の次成金0．⑪1062粍である，望洋即

金と次成金との最大粒片或はま徒／1瀬：片を夫耀批すPtば，常に前者は後著よ9総髄1｛勺に大なるを明

かに識る．是前掲串木野鑛由に於ける例と発く稽一致し、て居るのである。

　　樹金粒片の大いさにはφ可等關係せざれども滲考の爲初域金と次域金との鍵的比摩の概数を吟



　　　　　　　　　　　　　　北海滋謹札記職の謄粥地質攣的石ノ看兜（2）　　　　　　　　　　　　　　63

　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

曝せると乏ろ，採集梛テによって虚照る結果を示せるが，大略旨くの如訓銅が窺はれる．　Nllち同

一■鼬､にあ1；〉ては上部に於いて大盤爽域金の景多く，下部に減じ，初域金は滋償還を呈する．野臥

か11漸なれど戸蹄蜘i無職下にて1款成金轍けて居る・之等の事寛麟儲位躍接な

る蘭聯を有し1勧域金に次成金がカilはる量の多き程優秀なる富化帯を誤認するなれば，初域金のみ

存在して若し…繊金を蜘ナる下低に到るなれば，當然含金率が1み嗣・べきである，

　　當地域にありて未だ嚴密なる含金子を：明示せる立醍的分布園が作製しあらざれば，詳細は制然

とせぬが，品位高き粉塊鑛を産する部分の上下糠釘は概ね上繭のt／t：1蓼柄を憂書し居るのである．期ちJ

現場に於いて表土の厚さ約1氷に1よ之に混交せる鑛染鑛石塊片及び典周縁の粉瘤以クト殆んど冶金せ

ざれば之は除くとして，共下墨軍さ約5米の帯に往々極あて高品位鑛を書する部分あ）iて，臨胃酸

化眼華帯を構成し居るが，更に下多に到れば撮位劣ふる傾向を見る。然し：或病き所にあ夢ては該酸化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
富鑛幣が粉塊鑛を産する最下低部崇で績き，樹自然破陣せざる基盤内の裂舞に高勢位粉鑛が准地下

水の降下に絆はれて滲透充填し，…種の粘土鋤を形醸せるもある．僅し此場合粘土鋸の富鑛を産す

るは或程度以上にして，下部まで必ずしも優秀とぽ限らない．之等は從來實際探鑛漆る繧験と，多

少探解せる域績の綜合結果であって，局地的に含金胤位。深さ’厚さなど著しく異なるあるは冤ね

ざれども，上下關係の順序：は全般ill勺に上記の通りである．賛評爆撃分布の影響を物語る舞楽と論春

は認むるのである．

　　當地域の北ノ王粉魂鑛の挙々部探査は普通早耳の如く簡羅でなく，肉眼酌には弾く其指針の1濁

るべき何物もない．從って総て化野分li〒の結果に倹たねばならぬのであるが，現場にあっては蟹務

上甚だしく不便を感ずる次第である．然るところ津にして同鑛中の金環片は「椀が1ナ」にて容易に

其行在を識り得られる好條件に恵まれて居る．夫は金：甑片が淺熱水性臨床としては比較的微細なら

すして，修羅的大いさ程度を含有し居るが爲である．而して前表に示さるる動く，粒片の大いさが

著しく恥曝瀧く・馳翻せるも獺る瀦除であ菟収購難1世鋤がけ法は振舞析

結果の精密さには到底及ぱざるものあるも，藤織と貧鑛程度はよく判別し得る手段である．特に當

型減石には頗る適切なる簡剛甥1騰として，採鑛上襲がけ法が大いに利｝三llされ得るのである．琵薦

に北ノ王卿i駿石金粒片の大いさをこ略する極めて有利なる特典である．若し假に初回金と次成金との

謄躍が7L　一一べなどにてli裸るならば，更に酸化富鑛帯¢）範副を現場にて識蜂｝るであらう・叉蜜際

或程度之が可能なるべき金粧片の大いさを多く見る．

　　爾此内粒片の大L・tSさに閥する特典を大いに活用して，選鑛上に或1よ製錬上に黙認すハく癒方途の

あらざるかが考へられる．論者は專門的1乙親等の方面に深入りする遍歴ざるを鋤鮭すれども本

道の金鑛選鑛製錬は組じて鴻之舞羽軸の側に微ふ傾向ありとll駅．鴻三舞型鑛石と営鑛石の女μぎと

は自ら異なるものあるべきなれば，典取｝及びも亦研究の舩地が充分にあるのである．最近北ノ王鑛

伽Cありては此繍を大いに注意するところありて，隣｝ご鋭意講究中である．今後更にかかる鍍石型

に就いて此種楡討の大なる必要を痛感する次第である．
　　　　　　　　　　騒
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　　（c）北ノ三E型鑛石中金臨戦の親度と被覆物

　　一般に自然金は銀及び銅などと合金三態をなして産し，銀を多く混ずれば黄金色が蒼白味を帯

び，銅の量が櫓せぱ赤銅味をIJIIふる事は衆知の通りである．當化ノ王型鑛石中粒粒片には後春はな

く，全部前者の銀を交ゆる種のみ：鶴巴される．而して之も大副普通の場合より銀が少量であって，

金の純度が比較的高い．

　　今當試料を水洗して石英小臣と雛ξとに分ちて，坂本助手に別々に分析を依頼せしとこム女

の結果を獲た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左表に垂示さるる知く，：石；英小壁
　　　　第9表　　北ノ三1三i製鑛石申金及び銀會有率

元鑛試糊蝕噸・・）1釧千・坤）…鋸千回り

石英小聖鑛中金紋片

粉鑛巾金粒1i一

　　O．8磁

　　1，5

608

756

392

24魂

鑛中金粒片には0．8％の金銀，内金

が千分中608，銀が392であって，

粉鑛中の夫にはL5卿）金銀（前者の

2倍溺），内金千年中756，銀244を

舖し，明塚鑛の附置瞳に撫・て鎚のみならす・繊の高島る磁らしめられる測ち

お英小塊鑛中の金棒片に1ま殆ルど初回金のみにして・粉甥紳に純度高き鷹野金を回しく混交し居る

を認むるのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講10表　　北ノヨ三型離石中金1粒片の
　　更に金轡片の純度が共大いさに　　　　　　　　　　　　大いさと其純度との驕係

よつて如侮なる關係を示すかを吟鎖

する爲，同じく坂本助手に試料を5

段の大いさに洲ちて分析させたる結

果は膚の如くである．

　　侮田中（）内の数はメツシユを

示す．禰してO，5一一〇．25粍の金車片よ．

：凄粒斥の大いさ（粍） 金（干分中） 銀（千分中）

O．o”　r・．O，2；）

O．25　一」　e，IO

O．ION（250）

（2so）　一一　（t，oo）

　（一300）

nt83

6CJ．．・．t．

782

S’27

eobt

267’

30S

218

17‘3

93

りも025一〇．1粍の金純度が劣れやが，夫以下粒片の微紬なるに孝楚って共純変が漸増し，一300メッ

シュともなれば殆んど純金に近づく．是淘に興味ある結果にして，叉實際閲題上注日すべぎ事實で

ある。則ち或程度以下の微金粒片の純度が高くなるは初席金を減じて次域金が多くなり來る傾向を

物語ると解される．つまり微細なる程次成金の量が加はり，夫丈金純度が高まるのである．要1よ徴

紬なる金製片を可能限り多く探領する策を講じ，拝観すべからざるを戒めて居る，と逆に若し假に

銀を主臼的とする場倉には，徒らに微粉鑛を璋気扱ふ必要なきを教示し駆るakである．撹し母型鑛石

に：ほ0．5～0．1粍の金縷：片が大部分を占め，共上下ば極めて叢量なるを瀧講せねばならぬ。

　　爾純度が金粒片の色彩に如何なる影響あるかを具灘的に識る例として，同様分析を行はしめた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　、
のである．髭場合極微粒片は色彩不判明なれば之を除いて，O．1粍以上に就き回せるが，之亦大いさ

によって純度を異にする故，假1に0．5～025粍とO．2・5～0．1粍の2段に分ちて試みた．乱して當試料

中金粒片には明瞭に黄金色と帯蒼白金色との2種の色彩を画別し得て他になけれは都合4群に分つ
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事としたのである・嫌疑鮪の如

くである．

　　金繰片の純度が大いさに：よって

異なる事は前述の通りに1．．．て，夫7t

黄金色の種：は帯菅白金色の種よウ蓬

に金純度が高きを共撰呈的に示して居・

繁鷲衷i　北ノヨ三型鑛石中密粒月ρの

　　　　、大いさ及び色彩と其純度
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錐階さ±齢舗盤ぼ1一黄金艦チ幕胸懸

O．5　n－e，25

0．20「～0ユ

70rg

7婆s

？06

6蔓0

241

艶皇

29‘A

360

る．海事實と初成金及び次成金との如露を形態共融にて検するに全海鋤勺に概ね斯く断面1得るのであ

る．則ち「次成金は初午金よりも金純度が薦に高い」・

　　亜に金儲片表皮の被覆物に關して概察するに，之は皆水楼受訴鐡のみであって，硫黄化合物もなく，

砒素化合物も勿論，満俺土等も見られない．共水．酸化鐵即ち儲紅血などより蔓化せる所謂鐡鋳が金
サ

粒片表皮に附物して，或は金く編色の無光澤粒片と化ぜしめて居る．然し此爲青化製錬に大なる被

害あるべしと「は信じられすして，其著しきは頗る僅少である．面して試みに水銀を診天てアマルガム

化作用を行1幻、め左るところ，殆んど此被覆物の影響は認められぬ程度であったのである．

　　蜘こ金粒片と随俘して渡塗する辰砂と天然油衆らしき疑ひある徐粒鑛物と1こ就いて附語せねばな

らぬ．最後の撫物はi盛りに微蘇1駅0・1粍以下）なると微量（僅に3粒露見）なる購，確定的瞼討を行ぴ得

ざるが，次の絃索を翻察し得る．第1に色彫が他の金粒片よ1／）も極端に：銀白色を呈し居る事，第2

に：普通金粒：片よりも薄く，黄鐡鑛・磁鐵鑛などより重く，大膳の測定にて婚内外の比重なる事，第

3暁球1鋤：歌にて何等特分臆る形態を示さぬ票；第4に試みに之を熱しfcところ，蔓聾して黄金色に近

ブける事などが墨げられる。是銀の非常に多く湿ぜる金粒か叉は表皮のみアマルガム化しつつ居れ

るか，或は天然翻ミが判然とせざるも，普通金激騰と赫々異なれ多丈k確實である。若し假に天然

金栄ならば顧る珍稀なる試料にして，次域金威因上鎌だ興昧ある間題を提供する・蚕齢らすとも，

灰砂を律ふ金鑛床が金と水銀と如何なる關係にあるかは深く研究を要すべぎである．則ち初成金が

次灰金となる際，從來考へられ居れる酸化満俺の欄媒的存在による盗酸等の酸類のみの作用に餓す

・縫か，水銀などの影響は全く無親して差支へなきか，先づ此課題より癒討する必要があらう．

　　是に於いて該課題を解決すべを豫備工作として，當試癖率の普通金粒月‘を實駿室内にて純水銀

を作用ぜとめて入工金羨を造らじめ，之を検鏡する纂としたのである．’既出験は菊地包士域」手が高

なる期待を以て白ら進んで疇室内に閉ぢ籠りて，或装置を考案し，次成金を作る事に漸く域翻した

るを以て・熱心にパンフオナ哲1ヨみて夫等をll乏討し居たるところ，1司助手は水銀中毒に犯され，遜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニノに事跡描結果を獲札て・P止するの止むなきに至つ’feのである．入工次域金は實に美麗なる八

1醗蓮晶の細き樹鼓欺に嶺擁し，液歌水銀を作A－jせしめても，水銀蒸氣を以てしてS，夫等を蒸獲

せしむる事に困って次域金を：立派に結晶せ’しめ得る確誰を摘んだのである．則ち鑛1オミ内にて水銀の

影響にて次成金の沈澱が可能なるべき推定を或程度認めたのであるが，上述の次第なりしは淘1τ淺

念の極みである．蝕に同助手の努力に勤し1｝靭察の謝意を呈すると共に，閥もなく桑快ぜるも：再び耽

t

1

＃



66 溜　　畜・f．lk　男

蜜瞼の縫績されざるを遺憾とする．

　　〔塊コ静狩型鑛石中の金三三’

　　9一ヒ静狩型鑛石を産する三三に就いては昭和11轍也質學難誌第43巻432頁に渡邊氏男博士が．

「北海道謄振國1棚守旧由地方（今金銀二三の特徴」と題して紹介され，當論文各論中に論者も既に記述

せる通りである．則ち淺熱水憐含金銀石弓脈とし．て概ね代表曲の塊鑛を産するが，翻狩鑛山東部以

東の地魔には方解贋と澗軽土を多く混ずる部分あるは特徴とする．而して普通く鑛と共に小塊泥鑛

をも交へ，選鑛製錬に…般二三三三理より更に柁討を要すべきものがある．凡そ塊鑛と稔するも，

其破砕されたる小塊粉の混交せざるはなきが，當鑛石中特に灘狩型の粉確されたるは泥状満俺土に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇
よつて含小塊泥鑛が團子様に固められ，取扱上聯か困難を感じつつある型種である。三三の北ノ王

型鑛石と甚だしく異なるところにして，彼ぽ淡黄白色乾燥粉塊鑛に封し，此は噌禍黒色｛無潤塊丁丁

が多く混ずる．三って三型鑛石1・｝聖金粒背槍諏こ方って，遮當の：方策を：講ぜねばならぬ．期ち次の如

き三二的操作を行ふを逓當と認める。

　　〈K）塊泥鑛の三分。二重三物の分雅。㊨重三物のべ・・一一クライト旧著及び◎三二片に就いての

槍鏡

　　感応的操作
　　④塊泥鑛の飾分一一静狩型鑛石の代長静狩鑛！睦塊促鑛約10竜を均等なる様に充分灘交し

て後，四分法にて夫々約2．5三三とし，其1群約2．5駈を原鑛試料とする．此三三武料には若干の水

分を含有し居る故，取扱中多少の増減量を免れない．之を先づ水中に投入して蝿搾し，水洗作業を

行ひて塊鑛と泥鑛とを完撫こ分離せしむる．而して水中に於いて20メツシユ以上と以下とに分ち，

各々の水分を除去して乾燥さす．

　　20メツシユ以上の塊鑛を充分乾燥せしめたる試料を叩一ルヂセウクラツシヤーにて先づ粗碑

し，更にデイスクプランヂヤー・にて細粉して20メツシユ以下のみとせる後，各100三思の試料25

袋を作る．而して之等袋に第1號乃至第25號の試料二三を附し，實瞼供試材とする．かくしてタ

イラ＿シP一ブにて叉醤一一／7ツプシエーカーに二て十28・一ト35・十遵8。十65・十100。十ユ50・十200

及び一200メッシュの8段に三分せる結果は次の如くである・

　　爾20メツシユ以下の泥鑛を充分乾燥せしめたる試料ぽ何馴郷1‘する事なく，丁寧に混ぜて≠奪

儘大回均等にせし後，内100瓦を採りて實験供試料とする．之を第泥號として上記と同様に．8段に

、飾分せる結果も亦第12表の最後に示せる如くである．　　　　　　・

　　之等當初の供試材を1eo三二採りたれば，表中の：瓦激量は直に百分率を表現する事前橡討北ノ

王型の場合と同様である．而して操作中飾目に淺り或は其問更をこ乾燥等に因り多少損失を冤れぬは

書ふまでもない．殊に泥鑛に於いて共著しきを見るのである．

　　第ユ2表に表示せる第1號乃至第25號の試料は前述の如く，20メツシユ以上の塊鑛を充分混交

せる後IOO瓦宛鷺ラ袋に分けて溌G乃操作の下，梛櫛分ぜしなれば，概ね等しき結果を見るべき
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筈である．ぐ而し，て大li豊に於いて夫々大差を認むる事なく，十28より一200メツシユの8段に籠平せ

る添吉果，　ジ乏々　ユ9。2～22．4（『呼均20．9瓦），18．5．～20・8（2拝討！9．8天二），132～14．8（『F出勾i4．3多乙），102～12．7

（拳均11．8瓦｝，9．7｛v11．3（亭均103瓦），4．5～6．4（二三5。6瓦），4・1～5．5（挙均4．8瓦），9・3～11．6亭均

10．4瓦1及び夫々の計97．1、98．（tl’均98，瓦）なる良域績を示して居る．此場合粉碑及び三分共に．花

味80分閥に限定せしが，＋2．8メツシ＝！一のもの20・9瓦即ち209％を・．kめ，＋ユ00〆ツシ…まで10．3

彩に漸減し，＋1・0及び＋200メツシユのものが夫々5・6及碑．8％に急減せしに，再び一一200メツ
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シユは10．4％に増し來る。つま1）÷150乃至十200メッシュ程度の大いさに破碑され難き鑛石なる

を示して居る・其闇の損失は1ユ～2・9　〈oF均1・7％）であって・　tL較的甚だ高摩とは言へない．、則ち既

操作に於いては何等失敗なく，殆んど完全に近き結果を獲たるものと論者自ら確信する次第である。

　　亜に潴鑛に就v・ては其乾燥せる20メツシユ以下の二丁を其儘節分せしが十28よlp．十100メツ

シユまでのものは夫々11．0，11．4，8、7，9．0，10．1％なる大略甚だしき差異なきに，十！50及び翌一20D

メッシュは67及び59％なる低率を示し，先の塊鑛に於けると帯く…致して居る．期ち人爲的にも

亦自然破檸にも之馨程度の大いさに愈支砕け難き鑛石なるを識るのである．而して髭第門門にあり

ては一200メツシユのものが26．8％に：蓬し，現陽に於いて既に三四鑛とな）lli，lti一る量の如何に多きか

を察せしめられるのである・其一200メツシユの微粉鑛26・8％の外に・営操作中損失が10・4％に及

．んで居る．此操作は頗る興野丁寧に行ひたれば，損失せるは麺1微甥鑛のみにして，恐らく之も一

200メツシユの中に加ふべきものならむ．故に當型鑛石ぽ本操作にても一一200メツシ．：z・のものが

37．2％に熱すべく，醒際採鑛現場より製錬場までて閥，之蝶微粉鑛を取扱ふ上に周到の泣意を要ず

る事前記北ノ三型より以上でなければならぬ．尤も鑛石が漁満なると，後に罵る如く微粉鑛が比較

的含金峰低劣なる爲，其手理に宜し費を得ば，寧ろ金實牧には遷だしき影響なかぢしむる事可能な

るべし．

　　⑫韓勒の分離…當囎鑛榊の金粒臆渕熱他の被覆物多き齢なれば，」繭灼ラ七

つ金野腋含め糎鑛物と・石英を主と暫る輕鑛物とを豫め分離せんとする・此場合丁寧なる椀が

けを行へるも當鑛石が一般に撒優良峠ざると，金糊’が微糊セ瞬き篤乱繊績叢る

事頗る至難なるを確めたれば，他の方法に擦らざるを得ない．是に於いて種々豫｛靖實験を試みたる

末，結局次の如き重液を作製し，以て重三物の分離を行ふ事とする．

　　蝕1ご使用せんとする重液はテトラブ、ロマイド（Tetrabromide　CHBrfl－CE［Br，，比重2．9ア）にして，

其製法を略述する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ts

　　此原理は臭素にアセチレン冗斯を作∫H　LU」：一しむるのである．則ちエルレンマイヤーのッラスコ

（Erlenmeyor，s　flasc）容積500cρ・に1相のカーーバイトを投入し・水を摘下してアセチレン瓦斯を獲生

さす．其場合水の摘下量を二野に調節して，墜力を一定に保つ事に注意せねばならぬ．斯くして生・

ぜる瓦斯を細管にてウオルフスのビン（Waulf，s　three　・necked　bottlc）容積10りOc．c．に導き，更に強酸

性昇熟夜を入れたろ太口のビン同門噺を導く・此液中にて」こ斯に混交せる主として硫黄・燐化水

素等の不純物を除去する．而して臭素液入り太口のビン3個直列せるに夫々翻管を以て下野し、て該

：瓦斯を導入し，数時聞反掌せしめる．其反慮は次式の如きなる筈である．

　　CN．　ii：一Clti［　一一　tl　Br，i　pt一一be・CHBr，，　一CHBr，｝　’　・

　　かくして目的の重液を獲るのであるが，此際の反慰は嚢熱作月」を俘ひ，臭素液中にて爆獲を起・

し易き故，上記直列せる3個のビンは之等を何れも外部より冷去Pせしめ置く薯が必要である．1 p此

重液申より更に充分脱水せしむる爲，賂化カルシウムを入れ，可能限り純度を高からしめて比重を
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検し，最高2，97の比重に期せしむる檬力める．

　　撮て靴重液を使馴r．て比重2．97より以上と以下の鑛物を分離さすのであるが，論者は次の如き

操作を行ふ。口曳9糎の漏斗の下郵にゴム管を嶽め，其ゴム管の申部をピンチコックにて止めて，

漏斗上部より欝欝約100αcを入れ，楡討供試料を適當量宛分けて浸す．此際勿論能くガラス棒を以

て擬搾し，各鑛物li端’を各々分離せしめ，軌 ¥重墨継中極微細粒片を浄吟せざる様周密なる注意が肝

要である，大同悠病間程度にて重病物は遍く沈下し、絡る故，更に激分の後先づ輕鑛物を：除去し，ピ

ンチコックを開きて重液と共に重野物を探牧する．而して濾過庭理を行って，重液は再び圓孜使用

し得るが，共都度アルコールにて洗記し，比重を淫して操作中著しく減量する液を次々に補足せ訟

ばならぬ．　　　　　　　　　　　　tt

　　以上の如くして獲たる重一物を水洗後充分乾燥し，重三を測定して當初蝉試せる重彙と劉比せ

るところ，共糊款の第13表の表通りである・此場合豫備操作④内に於v・て二分せる試料の賜ξと

泥田とを使用し，前同様8段に分ちて當操作を行ふt但し塊鑛は李一三に最：も近似し居れる前試料

の第5號を以てし，泥鎧と共に各1袋宛の結果を：示す．

舞13表．．、灘∫守型鑛石中重鑛物含有｝伏態

メツシユ
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　以上第32表並びに第エ3表に示せる結果の主たる誹項を纏めてグラフを叢けば吹瞳ゆ如くである．

　則ち横線に各：試料釧気働ゐ大いさ（メツシユ）をとり，左脚撫こ原鑛の飾分掬1野臥を，右縦線に

　鱗分せる試料中の：重鑛物探牧i率（％）を表して塊泥鑛都会4グラフを一｝縄に納めしめてみた，

　　　今試料中の探牧率を椴に墨画i率と看1回す蕊とし，夫々各メツシユに於ける塊鑛と泥鑓～＝より探

　取せる重鑛物の含有割合即せる結果は第13表及び本グラフ1こ示せや鋤である・

　　　本試料中より採牧し獲たる重点物の重量を：謡初の試料に二心する百分輩を以て表し，之を假に共

．含有率とする．然る時當初の試潤塊泥鑛合・計98．7十89。6罵エ883瓦rln，重鑛物感0．6853十1．3379篇

2二〇242瓦1・して，含鱒2α434多多で樋・期塊鋤llα368％・3琶鍵“14066％であって・夫・の

　比は1i2．2を示し、，『前瀞より後奢が2樒弧の重鑛物の含有し居れるを識る．是此重鑛物の含有摩が

ff
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含金率直に正比例な）iとは噺じ難きも，大いに注目に値すNき結果たるを：失ぽない．

　　　　　　　　　瀞嬉嬉塊泥餓飾分牽感心及岡舎餐中奎鱗物f揃率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一晶　メ　ツ　　シ　n　一

　　更に：重鑛物は塊鑛中にありて一i一　ID「oメツシユに於いて1．8％強の最1高峯を見，十28メツシユに

於いてO．1％強の最：低華を見るに封して，泥鑛申にありて一100メツシユに於v・て3．6％弱の最高牽

を見，一200メッシュに於いて僅に0・05彫に過ぎぬ・規ち塊泥鑛共に十150乃至十leo　Sツシユ附

近に於いて最高率にして，前者にありて十28メツシユ方面に下tl），後者も同様なる傾向を示すと

共に叉一200メツシユ方面に急減する・特に一200メツシユに：於いて規鑛中には1．4％張◎含有i率

なるに拘らす，泥鑛中には0．05％なる貧溺さであって，含金卒も從って著しく乏しかるべきを想定

せしめられる．つまり當型鑛石には自然破確に因る微泥鑛相當多：量に混交し其取扱上注意を要すべ

きものありしが，實際に方って探金の面よりは殆んど聞題とするに足らぬ事が諒解される．衛して

寧ろ塊鑛は200メツシユ以下に徴粉陣し，之を丁重に虞理し，泥鑛は150メツシユ以上を三三と共に

愼重にすべきである．．是箪に1實験結果にして3〈1示左たるに過ぎざるも，以て滲考として各現場

毎により詳細なる精査を途でる様希望する次第である．

　　何かかる實験を多く重ね．更に卑下弾倉結集を以て確定的に同様結論を獲たる嶢は當型種鑛石

に封ずる塊・泥鑛各々の採鑛・三三乃釜製錬上の實務的取扱ぴ方を再櫨討すべき必要生するなきや

も知れぬ・從來塊鑛と泥鑛とに分って吟味せし事すらなく，況んや當操作の如く夫々を8段に鱗分せ

し機會なか｝）し故，本實瞼も其指針を與ふるものとして債値なしとせましn．i是三石研究上の1課題で
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あって，大膿の概況は重液を使用して璽鑛物を採牧する當操作にて伺ぴ識り得ると論者は確信する．

　　の　璽鑛物のベークライト固著一前操作にて獲たる璽鑛物を粉末べ一クライと混じ熱と墜と

を加へて下形固膿とする，ベークライトは三共株式會就（No．睾7）を吊る，之を焼付装鐙に入れ，電

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
熱にて辮氏188度に加熱し，且850氣座程度に於）・℃璽縮する．蒲しで之を冷却し，取禺して目的

の圓筒形供試艦を獲る。

　　し⇒　金粒片に就V、ての槍鏡準備一一一L述圓筒形供試艦の反射顯微門下に於いて其供試艦巾に含

まるる金粒片に就き槍討’する爲研磨する．簡して豫備的操作を全部完了するのであるが，此際ほ箭

分せる試料申の金粒片の数量的楡討は省略する纂とし宏．

　　本　　楡　　討

　　（a）静狩型鑛石中金粒片の形態

　　本楡討にありて吟昧せる金科片の形態はi其供試腱の闘係上皆切断断㊧みに就V・て擬察する禦と

なるが，實際には適宜なる研磨を行ひ，以て可能限り立膿的形態を把握するに努力した．然りと雄

ども嚢に樵着せるに粉コ北ノ王型鑛石に於ける場合の如く判然とせざるもの多く，〆高頗る遺憾と

する．則ち前癌画格操作は後春に比して非科心的にして長時閥の蝋画を必要とすれども，金粒片な

どの椀討には大V・に優れるものあるを曉らしめらるるのである．

　　今厳に供試腸の研磨面に表はるる金鼻嵐の切断面を金鶴反射顯微鏡にて亡しe之等をキヤメラ

ノしシダにより夫々の此内を100纏に鑛大して描臨略等プくの金粒片ど認むるを藥め，以て杢形態の

面面を楡翻した，則ち次の10葉の圖面に之等を纏めたるが，翠に外郭のみを表現するが故に，如露

に見る如き實感と内容を有せぬは正むを得ない．　　　　　　　　　　　・
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74　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礪　　憲　　忠　　’男

　　三等灘狩干割石中の金雪片の形態を論者の金粒片形態二分類に擦って概括的に三門するに次の

如くである．（Dの球粒歌型は比較白勺：全膿に少く，150メツシユより細粒には漸く此型が見られ來

る．（mり捧1伏型は100メツシユより細笠片に僅に親はれるが著しくない．㈲）の樹野伏型は150

メツシユ以下に辛じて其存在を認むるも至って乏しい．（W）の扁雫片厭型は當試料中には概ね少か

らざるが如く，殊に大粒片に魑しい，（V）の雑粒歌型或は灘片llノこ型は其後者が150メツシユ以上に

頗る多く見られる．特大の十28～十35メツシユには此妊適例がある．　　　　　　　　’

　　要するに當鑛石中の金野片形態は複雑にして不規期なる形欺に富み，100乃至150メッシュ邊

よ）1以下細粒片に到れば漸く球才絵歌多くなウ，内に棒1伏型及び樹伎蝦こ型をi若干混じ回る．從って之

等金轡片が飾目を通過する場合，100乃至150メツシユ以下は比較的容易なるも，夫以上は形態上tt

通過は頗る…至難なるべく推定される．而して初成金と次域金との判別は此際甚だ不判明にして，形

態上により之等を幌別する毒は全般的に殆んど不可能の歌況である．

　　前門中ハッチせる金下野は後述の含銅多量金粒である．

　　（b）静狩型鑛石中金粒片の大いさ

　　當試料中金粒片には往々十28～十35メツシユ大の由金としては雄物を産するが，之等は極めて

稀にして，皆共形態は前述の如く二丁三型の遊だしき不規則なる形歌を呈する．今般本濾討にて獲

たる最大片は長樫0・67粍・矩径α野毛・厚さ凡そ0・01粍以下の薄片歌金である・是脈石の堰裂閥隙

に二次的富化作用の結果生成せる次成金なるが如く，次々に獲育を途げたる1伏況を示す，＋35メッ

シュ大1片（長径　O．53粍）をも獲見ぜるが概ね前者と相以て居る。

　　上記の三等は特別と看刑すべきであって，當型の一般三石中金粒片の大いさは普通65メツシ

ユより150乃至200メッシュ附近に数量を増し，一一　GOOメッシュを大膿経末として，一400メツシ

ユとなりて量的に急に乏しくなる傾向を：示す．つまり金粒片の大いさと量的關係は150～200メッシ

ュを最：高調として，一：方十65メツシユを，他方十400メツシユを大略の絡末として急減して居る．

從って本楡討に嬢れば150～200メツシユ大の金絃片に重羅iを叩き，総て探鑛・選鑛・製錬等の事業

的實務を計書し夫々施工：方針を樹立すべきである．簑際現場に於いて此事實を認め，之を参考とし’

て居る．但し蝕に数的表現をなし得ざりしを遺憾とする．

　　（C）静狩三州石中金粒片の被覆物

　　當型鑛石は普通含金銀石英鑛に方

解石及び酸化門門を混交し居るを特徴

とするが，其内に含有せる金粒片の被

覆物には案外満俺被覆物は匿1題とする

に足らぬ程度である．彼の轟鑛山秀越

鋸産の混満俺金銀鍍石の如く，青化製

錬に不適當なる歌態に満俺被覆物が被

静狩型即刻申金粒片の被覆物（黒色）

　　fy．

　　　｛鱒輝働

e d．）．　g4
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害を及ぼす事なく，面罵種鑛石中金魚片｛よ該被覆物と離砕し易き爲，實際上大なる障害とならぬ，

稀に金納片と酬奄と偏するも全薇酌でなく，逆に測抽斗絢￥が後頭的に継せる効て備俺

が反って二次的富化に役立てるを物語って出る．共電被覆物は僅に水書f£化鐵を見る外，殆んど管無

と認められる．

　　（d）灘狩型鑛石換金粒片の純度

　　本欄は甚だ急漣に行へる鳳七三1研の糸面を吟味する蜘を椥ナるが滋に注意すべき事璽斐

が認められる．夫は金と銀との合金の外ミ銅を相常量混交し，赤銅色を帯び，彊だしきは曙黒色を

呈し居れるが屡々獲見される．影面が含銅金壷転たる事實は諸嘉島より全く疑ふ鯨地なく，？脳り鑛

石中に往々銅鑛を僅量なれど見出し居る飲，甚だ興味がある．併しながら之を窪の詳細なる椀討を割

愛せざるを得ぬは質に絵心である。

　　　　　　　　　　　　　　　第四編　結　　　　論　　　　　　　　　c

　　以，上第一・編総論に於いて本道全般に亙って騰金歌況に就き総括的概念を述べ，第二編各論に於

沖て夫々各産金地中現在稼行鑛由の模秘1を叡察し・第3三編本論lc於いて專ら金踏石を主として可7x「

的に詳論せんとせるが，共絡末を見ざる以前嚇馳急攣に相會L，論者の姻を充秀に果し得す

して鉱に第四編として結論1こ立ち入らねばならぬ。凶聞の事情1：ま實1こ感慨無歪なるものがある．寵

し兎も角も一・慮纏め得べきlj＝纏めて常研究の結末をつけ，以て別に論者等の新しき識量混に遡進せん

とする．

　　本文は嚢にも蓮べし如く，此課題の性質上大町力：叙蓮；に絡始し，殊更に蛎新なる研究獲表の如、、

き赫かしさを有せぬ．則ち論者等の積年に亙れる調査纂項をi整理して聯か蓋干論者の意見と槍討を

煎へ，麗なる記録集積にはあらざるも，虻論丈たるの形態には甚だ不満足たるを論者自らよく之を

認むるところである・比して蝕に結論として｝取扱はんとするものは之皆各章各項譜面に片々局部的

に既に前述し己れる些細なる事柄のみである．從って蹴に論丈の膿裁上より槻るならば，本編は結

論と言はむよりは寧ろ総括と層奪すべき内容である．

　　　　　　　　　第一章　當研究に楚いて識リ獲た悉金鑛石産撒の要織

　　金両石の廃歌を全般的に大？‘enすれば，本道塵鑛雁が殊更他地域の夫と著しく差異ありとは認め

られない・謡いて共特徴を読むるとせぱ・殆んど嘉応部が新第三紀時代出域の淺熱水性癌舞充盈石

英鑛脚之に懸隔せる鑛染細じ機械的二拓翻読含む）1こ産する酸性（局庭に亜酸性乃至中性所論の

みであって，他の型種が極めて僅量たる鮎である．而1、て銀が共大部分に俘ふ事画しくして，我國

第四位の銀産額を示せるは全く金鑛石の副産物たる除恵にして，此額實は大いに注意すべき必要が

ある．則ち本道の産金は直に大蓬i銀；を同時に意昧する事に氣付かねばならぬ．

　　今一偲ミ本道産金鍍石の薩出駄態に就き夫々共要黙を指摘し，以て結論的に略違すれば次の如ぐ

である．



76 輻　　窟　　患　　男

　　　　（1）本道に於ける金鑛石を實際目掘し始めしは明治末期乃至大正初葉であって，共滑革は頗る

　　新しく，極めて最近に到って各駅こ翻しき獲展を途げ來つたのである．

　　　’（2）金製石に饗して本道の地理的關係は甚だ懇まれて居らすしてゴ氣象。位置・交通・蓮楡等皆

　　有利でない．且鑛床開早上障碍たる新津熔岩流の後達。段丘堆積物の被覆など普通表土樹草にカ｝1へ

　　て共露出を阻ぐる事著しきものがある．就中段丘に翻しては論蒋濁自の擁討を試み，本論中に述べ

　　たる如く140米以下の段丘面上にては漢谷以外鑛脈の自然獲見は全く不可能に塗し，夫以上に培い

　　て辛じて忍石破片蒋石墨を見出し得べく，300米前後に始めて露頭すべき総理なる故，一等を考慮

　　に納れて適宜の探鑛計雷iを樹立せねばならぬ．（地質基礎調査に方っても基盤露幽の望み難き200米

　　以下段丘颪上に無駄なる時間と努力を費すよりは寧ろ直に渓谷聞の踏査に主力を注ぐべきである．）

　　　　③　金鑛石に饗する本道の地質は實に惑まれたる條件を有し，主たる金鑛床に關係せる薪第三

　　蜜語並びに之と同時代溢入・画龍の火山岩たる石英粗面岩及び安山岩は東・西爾地域に相常光臨園

　　に亙り褒達し居る．且適度の地離運動乃至断展作用に初域的に將叉南画的に富鑛石の供袷に資する

　　ところ甚大にて，臨床を撹鳳せしめ或は之を見失はしむるが如き殆んど障碍となって居らぬ．則ち

　　鑛漆生広前の地穀運動乃至断騰作用は裂鍵の形成に大V・rL役立ちしのみならす，鑛液上昇沈澱・鍍

　　石窟鎭・毛管或は鑛奴等の現象を促進せしめしなるべく，随所に初霜的串鑛部の構成獲屡に極めて

　　便ならしめて居る．又鑛床生成中或は後の自然憲章或は走向噺1軽は地表より鑛床内部に露天化作用

　　の影響を及ぼさしむる通路を提供し，爲に後次的富家に著しく貢獄せるを認められる．實に本道の

　　京女石にして特に優秀なるは鑛床生成物雲底始審穏なりL・を想はしむる普通型よりは寧ろ其生成前

　　或は途中或は後何れかの時期に於いて船霊されて穂造復難なる型腫の内に見出さるるのである．此

　　事實は走に本文中屡々指摘せる如く，或程度の銅鑛を随俘する庭石が初雷的確金編鐘たると共に大
畷’

　　V・に注目に値すべく考へられる．

　　　　（4）本湛金談石の殆んど全部が淺熱水性鑛脈に産し，僅かなれど之等に附帯せる鑛染々床並び

　　に機械的二：次適職と黒蝿式輝輝交代槍床等皆薪第三系地帯に獲達し，潔く石英粗面岩乃至安山岩に

　　關嚇して生成せる事實は今や全く疑ふ徐地がなV・．而して職安由岩が僅の一・局部を除き，例外なく

　　プmピライト、化作用を受け居る確たる事實は今後の探鑛探類題他鑛由計運上重要なる滲考資料と看

　　徹し得る．㈹金以外の類似厚床に就いても同様なる關係にある．）

　　　　＿般に本道に於いて昇等石英粗面岩或はプロピライト化安山岩は共に何等かの鑛床に關略する

　　か其胚胎を期待し得べき重要なる火由岩種である．前者のカオリン化せるは夫自警陶石乃至カオリ

　　ン原石として利用さるる事あるも，寒晒の樽岩としては後者に激等劣って居る．則ち母岩としての

　　石英粗面岩は其岩質上棟初よP規則正しき大袈舞を生じ難き故，内に胚胎せる門端も亦豚幅・走向

　　傾斜延長共に大なるは稀にして，大部分は細小脈である．而して本器は角礫歌となり易く，角礫岩

　駄石英粗面岩乃至含凝次岩石英粗面岩質：角礫舞として屡々見嵐される．然るに安山岩は其岩質上當

　　初より相當大なる裂簾を生じ得るを以て，所謂大鑛脈の殆んど大牛は本岩を母岩となす．（他は概ね
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二化頁岩，一面は硅治民面出或は硅化砂岩中に賦存する．）叉隠岩として，安山岩には局所の断贋角

礫の外，前奢に屡々見らるる角礫状構造は全くなく，且流理を呈せるも見當らぬ．爾プロピライト

化安心最｝は例外なく壼部品蕪輝石を含有し居る種たるは注意すべき事蜜である．

　　（5）石英粗面暑とプμピライト化安山岩の何れが前，若しくは後に鋭入。鐵獲せるか從來凝問

とせられ居るも，乱言的に言ふならば，爾者は粗前後して出入・溢獲せりと看倣すべきである．則

ち藁蕎共に或期開に亙1）て其聞多閑話物成分・構慧等を異にしつつ避入・雨漏し，局部的に各k内

容に差を生じながら互に先になり，3ζ後になりたる謡歌が見られる．例へば鴻之舞臨床地山にあり

て，鑛床が石英粗面岩（普通或1柔粗粒）を姉妹岩（一部億岩）として獲達し居れるが，本岩は柱直言

理顯著なるプロピライト化安紙器岩脈によって貫かれ，二等と鑛床とは三共に石英粗面岩（流晶晶）

熔居流により被覆せられて居る．つまり、品詞とプUピライト化安山岩岩脈を基準とすれば，夫等の

先にも亦後にも石英粗面岩は泌入・滋獲し居りて後の流紋1伏の種は北ノ王方面に於ける鑛床の姉妹

岩ともなρ愚岩ともなって居る．而して鴻三舞鑛由三王鑛三等の姉妹岩はプロピライト化安山岩で

あって，其母岩となって居る．轟鑛胸内の石英粗面岩はプmピライト化安山岩岩脈に貫かれ，山脈

は三者の何れをも確實に切って獲賦し，爾岩共鑛素生域前の溢入。鎚獲岩たるは明瞭kして，叉夫

々の前後も判然として居る．一一方プロピライト化安ゆ居は石英を含み斜長石英粗面岩に近似せるあ

りて，根回二二せる傾向が現實に見らるる地域（例大島・静狩等の・’一・部）がある．從って減等器種ぽ

甚だしく異なる岩漿源よ？泌入・錘獲せPとは推定し難い．併しながら石英粗面岩の周部的に熔岩

流をなし或は岩脈をなせる少くとも流三二二二質の種は二三生成より後の産状を示し，’最後の産物

ら．しき外貌を呈して居る．

　　㈹　新第三紀頁岩は優秀なる鑛脈の母岩にして，殊に硅化されたるは更に然るを見る，二言化

されれば多孔質凝荻岩も軟質砂岩も立山に愚岩として役立つが，硅化されざるは概ね其内の魚心が

貧弱にして，且織れ勝であって，温品となるか鑛染釈となる．特に全く凝荻岩中に入れるは殆んど

皆方解石瓶となりて冶金せぬ．但し凝次岩は黒鑛式軍畑交代鑛床の愚岩たる場合，該岩質の翼贋を

嚢擁する銀東北地方などと全く其丈を一一・にする．（本居は東北方面と大膿同系統と認められる．）葡し

て弘遠鑛由に於ける著しく脆魚鳥霧の八十士砂岩中に爾盤面に硅化され居るのみにて鴻之舞型鑛石

を薩するぽ正に高津に記する珍らしき實例である，

　　（7）本道にありて金鑛床の獲達画品を通観するに，或地帯に同一一系統の鑛床が畿達する範囲は

、大話地質條件（主として蓮鑛岩蘭係と億岩）に蝶って自ら共限度が認められる．期ち或特定地旺に同

…暗愚鑛床が獲漏し居る場合の鑛脈に：ありては宛も一株の島根より数本乃至数十本の樹枝の分岐せ

る如きを見出すのである．而して全く相等しき系統樹種と霧緻すべき鑛床が地表距離に於いては可

域り隔れて獲見さるる場合がある．（例矢矧と北下など）．丁丁に異種の鑛床が極めて相近接して獲、

蓬せる地匝もある（例大金と　’kJJ　）．更に鴻之舞の大鑛床地域の如く，概ね鑛脈三石型種は梱似たる

も，歪く相等しとは認め難き種が混交せるも見受けられる．
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　　術人爲的に設定せる鑛匠乃至解由が必ずしも自然的纐纈地歴と相一一致せぬ月例が少くなV・．北

ノ王・生田原・昭和等の如きは全く同一・系統の特定地1亟にも絢らづ“各鑛山の夫々鑛麗は入配れて，

稼行上極めて：互に不便と不利とを忽びつつある．灘狩・小磯牛・禮交等も大壷岡一系統範園に愉

し當初夫々別個に維螢が行はれたるところ，其後漸次統合せら燕停れるは甚だ好轄せる卑属であ

る．

　　（8）或特定鑛床地霧を一箪倣鑛出として稼行ずるは理想的であるが，其地覆内に極めて豊富な

る鑛床の賦存する場合と，著しく貧弱なる場合はあり得る・而して其豊富なる鑛床を徹頭徹尾探鑛

し鑑しで有利に稼行し居れる鑛床と，’未だ然らざるものがある．今金鑛脈に就V・て槻るに，面積に’

比して笠窪行鑛腿数の最も多く獲嘱し居れるに徳星鑛添地麗にして，廣範團なる地域に亙りて大小，

鑛脈数最多なるは静狩地方，之に稼いで鴻之舞地方と轟鑛山地帯とである．（鴻之舞地：方は優秀鑛脈

に富み，静狩・轟等には夫が甚だ乏しい）又武華鑛床地睡の如く細小鑛脹が鮮在せると，珊瑠地方

の如く軍に大鑛賑1條（他に小鑛脈1條）を極めて有利に稼行しつつあるも見受けられる．かく鑛床

地域にありて夫々相當の等差あるは契れ難きも，本道の金鑛脈に就いては主査的努力に慷って各々

の地壇の償値を大尾充分に獲輝し，其意匠を限界まで概ね観劇し組し居ると認められる．但し試掘

中に面するは今後術相常の探鑛を要すべきものがある．

　　（9）本道の淺熱水性命腿の走向は純然たる南～北系統が甚だ少く，其大部分は東～西系統或は

之に近き系統に卒する．・而して顯筈なる慶事型よりも寧ろ概ね李行脈にして，僅かなれど不規則な

る同心放射系及び小規模なる馬尾歌系紅熱が見受けられる．（北海道西域の主要構造線が多く南～北

に近きに拘らす隠子の走向が之rL一・致せすして殆んど皆之と直角なるは注目すべき細意である．）鑛

悔め傾斜角度は大膿垂直に近く，上部緩なるあるも下部は急斜する．又夫々の傾斜方向は全く不定

にして之を以て慮力をit　7〈する事は絶艦に出離なv・．

　　（10）或鑛脈の稼優し得る走向延長Xを尽りて，其下部に稼行可能傾剥延長Yを如何に見積る

かの聞題に新し，從來彼の「フーバー・システム」に擦ウて，Xを1とせる場合YをV2として居

た・此是非を本研究にて取扱へる金熱海に就v・て薇飛せる結果，特殊の異例を除きて28條鑛脈の

『～均はX：Y＝1．8：1即ちX：Y＝1：「・／gにし。，大膿，’ 茶tーバr’一一■システム」のX＝Y＝1：V2に一

i致して居るのである．併しながら此ZF均値は現實的極限にし，て何等絵悠なく，其内にはX：Y＝2．4：

1なども含み居れば，安全率を加免してX：Y＝2．5：iiとなすを安全とし，結局Xを1とせばYを

其％と見積るべきを論者は提唱する．特に金港脹の如く，上部に富鑛を産するも下部に急激に劣ふ

る釣瓶の鑛障にありて，Yを1んとなすは柳か危瞼にして，當初の計算には若干安全率を見積りて

Yを2／sとなすを適當なりと考へる次第である．（爾水銀共他輝獲性鑛石の稼行目的とする場合は更

にYを小に見積る必要あるべく，逆に銅鑛の如きは下部に相常深く望みを囑し得べきであらう．）要、

するに米大陸に於いて研究されたる「フ・・tバー・システム」が地形・地質・鍍床等小刻みにして総

て相當彼と異なれる我國の如きに適用して大艦誤りなきを識り得たるも，論者は本研究に擦り更
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に局地の歌況・鑛床の型種等を考慮し℃安全率を：加味すべきを提案する．從來此種の「システム」

を其儘痴態槍討する事なく，直に鵜呑みして稼行目的物の侮たるに關せす之を適用し居たる償習に

是正の機蓮を批際喚起したいのである．

　　（ユ1）一般に鑛脈の脈幅は其産状に於V・て鑛石瀬：究上重要なる意義を腐する．脈幅強く走向傾斜

延長共に大にして昼鑛質優秀なれば最：も理想的なれど，かかる命脈のみは容易に獲見し得られぬゼ

本道に：於いて古期の太短き大膿レンズ形を呈して漸績常なき種を除き，普通に多ぐ嚢達せる薪期鑛

脈にありては概ね次の如く結論し得る．α）脈幅が墾化乏しければ，初域酌含金晶位は比較的均等で

ある・＠脈幅が攣｛ヒ甚しければ・初域含金爵位は概ね不均等である・の脈幅が小なる鍍脈に：驚くべ

き優秀千成轟然を往々見る．じ⇒脈幅寄なるも母岩塊何等を多く包含する鑛脈も刎楽舞である．而し

て後相酌細辛作用にて脹幅が墾化せしめられし鋤脈は露天化作用の影響大なるものあり七，益金晶

位は釜六不均等なるも，優秀なる富鑛部が望み得る．

　　本道金鑛脈にて最大幅員を有するは轟塩山のユ9米であるが・縄部的には鴻之舞五號坑鎌の30

米がある．（因みに今まで煎り得たる最大走向延は珊瑠鑛山の3300米以上，最大傾斜延長は鴻之舞

元山の400米である．）

　　殉賑幅1米以下にて走向延長800米以上蓮癒せる留謹嘉徳山の漣鎖系鑛脈，脈幅と共に含金品

位の殊に著しき攣化ある千歳・光龍の如きは特筆すべき甚だしき異例に鵬すべし．

　　　　　　　　せ　　叉本道に軸承北海道に1よ「岩心」と塗扇する一見鑛脈様の石英岩岩脈が金鑛脈の論意として太

短き形歌を呈して獲達する㌔是金鑛業家の注童すべき存在である．

　　（12）本道産金蝋石は殆んど全部上述の鑛脈として産するが，箪純交代鑛床として特に金を主要

稼行日的物とせる「黒鑛」に極めて優秀なるものがある．銅の含有牽も乏レからざるも，金及び銀の

皇位は「黒鑛」としてば珍らしく高く，普通の「黄熱」並びに：「硅鑛」を俘はぬ黙は特筆するに値する。

（大駆薄霞には酸化土鑛帯が無窪目攣1ヒ幣上部に形態を異にして賦存するが，是元：黄鑛たりしが如き

も判明せざる程度である．）

　　以上北海道産金鑛石の産出歌況に踊聯せる諸要鮎を結論的に極めて簡略に列記せるが，省墨銀

上詳細に槍討せば総身ミ津々πるものも認めらるるのである・併しながら近代鑛床學の敷ゆるところ，

三民些細なる局部に補足する程度を出ですして，．大いに改jEすべきが如き新票魔凶賊薪研究は玄玄に

見出し得ざるを論者は寧ろ幸と考へる．が，併し叉此黙に於いては論文として聰か物足らぬものを

感ずる次第である．

　　　　　　　　　　　　　　第巖章　本塩産金鑛石性欺の要素

　　本道塵金鑛石弓1伏は概建よ相似たるを以て，軍に學術しの興味本泣には稗か物足らぬ感があらう．

然れども實際腿題には頗る好者呂合にして，大部分が同様の取扱ぴを受け得べぎ性欣である。此同様

の取扱ぴを受け得べき性歌も各個に就V・て楡討し，枳互に封比吟味すれば，皆侮れも多少に拘らす

若干の差異を認められ，稼行上にも淀意を要すべきものを見出すのである．
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　　今之等鑛右性能に關する各項属毎に夫々論者が當研究に於いて識り獲旋る要黒占を略述し，以て

結論的に論述を試むる事とする．

　　（1＞自下帯行中の本道28金山に就き，夫々鑛石の種類を：概潤すれば次の如くである．

　　26鑛山に酸性鑛15型種，内2岬山には亜酸1生鑛2型種を混交して産し，yts　．1．2鑛山に盤基性

1型種を産する．而して量的には殆んど全部酸性鑛及び亜酸姓鑛のみにして，盤基三野は甚だ微々

たる産出である．從って普通金鑛製錬の全泥青化法に附し得べき鑛石が大部分を占め居るが，盤基

性鑛と同職に酸性鑛にも亦，亜酸性鑛に：も乾式製錬を必要とする型種が存在する．

　　先づ夫等の鑛質であるが，極端に緻密。堅硬・強靱なるより反刃に：著しく粗霧・脆弱・軟質な

るまであって，丁度6等級に：分ち得る．則ち實際現場に於V・て採糊する場合，火藥の使用量・鑛具

の漕耗等降等爾極端の鑛質にては甚だしき差異あるべく，同量の雪解に聾して共難易に相常の開き

を認めざるを得なV・．若し假に火藥・鑛具其他を配給制によるとせば，盤岩の性歌も考慮し，各出

漁量などを睨み合せて等級を作り，平野の劃一主義を是正する必要を論者は痛感する．是實際現場

入（專ら1～2級三図の鑛山）の切望せる聲でφる．

　　叉當初より自然破確作用を受けて母岩粉粘土等を混交せる粉塊鑛を産する廃山にありて，本邦

金山の最高峰を以て目さるる鴻之野卑山に倣ひ，鑛質其他性歌を異にするにも拘らす選鑛製錬等庭

理上之に模せる如きあるは下槍討の要あるべく考へられる．而して理想的には大営相似たる種類は

之等を纏めて一括塵期し，軍に同系の會就なるが故に性歌の等しからざる出石を統合して取扱ふが

如きを戒めたい．つまり各州石の性状に就き從剤ぐより更に研究を深め，夫々最：適の取扱ひ方を講ず

べきなPと論者は欝研究に於V・て感ぜしあられたる次第である．

　　（2）亜に本道産金鑛石の含衡贋物に就いて概観するに：次の如くである．

　　先づ當研究主目的たる金であるが，極微粒片の自然金の外，手脚地山に自然テルルと共にテル

ル化金銀鑛を産するは特筆せねばならぬ・實に同鑛由にぽ某他硫砒垂回鑛・・ルノン鱗等33種の焼物を

数へられ，鑛物の種類が甚だ豊富である．然るに其他の鑛山にありては自然金の外に何等珍らしき

判物を獲見する事なく，一般普通金輝石に随伴する吟歩及び非金神離物を見出すのみである．（金に

就いては更に別に：取扱ふ事とする．）

　　銀鑛には輝銀鑛の外，往々濃紅銀鑛・淡紅幽翠・角銀燭稀に自然銀を産するが，鋤鍋鑛に銀を

含有する事押しく，所謂「銀黒」と俗興するものは概ね輝銀鑛のみでなくして，實に既種鋤鋼鑛たる

を識らしめらるるのである．渡野武男博士は婁に鴻群舞及び珊瑠爾鑛月産鑛石』に就いて早事實を指

摘し，論者に注意を促せるところありしが，論者も亦既に其他数鑛出産鑛石の槍詞の結果之を幾多

確認せる次第である．

　　銅鑛には手稻鑛山略量の灘麟・硫砒銅鑛・ルソン鑛の産出し居る身桝，少量の黄銅鑛・斑

銅鑛其他次回銅鑛を極めて局部的に見るのみである．此少量の銅鑛に金が薯しく濃集し居れるは特

tc注旨に値するものがある．
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　　鉛鑛には輩に方鉛鑛をi製られたる都田に見るのみにして，比較的多産する大金鑛山にても之を

稼行日螺論る漉油た虜・，之に豊富に含金銀するを以て重要心す鰐度である．叉黒鑛式の・洞

爺型，，にし、ても齢様之を経濟的に魚取するは翌難なる歌島にある．

　　亜鉛鑛には閃亜鉛鑛を：方南鑛と共に之亦限られたる部分に獲記するも，量的には全く問題とな

り得ない

　　1黄鐵鑛稀に霞鐡鑛を混i交するは“雄武威型，，には之を獲見し得ざりしが，；其他の知何なる金油石

にも之をllドはざる塑種がない．‘‘雄斌威塑，，に之を一見し得ざりしは燐謂「振回鑛」が共内容極めて

鮮明を欲ける爲であって，一般金鑛石中の黄鐡鑛は・皆徴獅：臼形を呈して居る．

　　磁鐡鑛も無論鑛と大藩嗣様にして，論者め不届意により見落せし鑛石があり得る．

　阜瀧健鑛も恐らく多少1こ絢らす含有せしならむも，特に降立ちて多きと然らざる型種とある∫是

雨粒片の有害なる被後物として“轟型，，の一榔に共酸化物を褒見せる外は・皆金の二次的富化作用に

役立てる府盆油物たるを論者は確實に認めるものである．

　　辰砂も往霊示ふが，感量極めて豊少にして，臼然水銀は之を認め得す，金の天然アマルガムら

しきを徴粒ながら見禺せるは語口に：値する．

　　共融輝安瀬。銅壷銘1鑛・輝蒼鉛鑛・など極微量の金面油物の随俘，鶴鐡鑛等の次域演物は敏に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
1聴とする議論も，1幽霊鰍級び乱訴蜘沽期の‘S瀧ノ上型。にのみ鮪し，殊に礒砒鐵鑛の

鮮晶に金め濃裟し居れるは注意すべきである．

　　又雄黄・鶏冠石が虚語面出の上部鑛石に：のみ著しく籍回して産し，脈石たる眉英及び：方解石以、

外の汁物を交へすして最後の生成を物藷り居るも，興味深きものがある．

．石英・∬嚇贋・方解石稀1で氷長石等が脈石とじて見出さるるは金冠肩に1よ寧ろ普通であって，

之等に就いては別項に後湛する纂どし，石痔が一応式の“洞爺型，，に言成鑛物さして俘ふも亦珍らし

くあるまい．

　　要するに含有鑛物の特筆”メ同べき種が著しく多く乎稻鑛財産鑛石に集中し，他産地の鑛ろ1には全

く峯凡なる種のみなるは頗る脊異の感なきを得なb．則ち含霧鑛物に就V・て観る時，漏り手鼻鑛由

に限りて各種鑛物（而覧本邦に珍らしき鑛物類）が何故幾多集中せるかに關して，共鑛庫存在位置・

域因などに就いて種々の問題が考へられる．併しながら：是學三二興味あれど當研究課題と別個に取

扱ふべきであっ細部こ霞ユ上の結果のみを概論せるに丘める・

　　（3）本道産金燕石の脈蕎に就いて概証すれば次の如くである．　・

　　：石英ぽ一般金玉石の脈石として寧ろ之を全く欲けるが珍らしく，正に石英の存在は活金を直に

聯想せしめらるる程である，本道産金鑛石の娠石たる不拶ミは例外なく全部α石英に厩すべく，古期

の“瀧ノ上塑”を除きて謡註く淺熱側生窪酸溶液とし竃上昇，蒲して裂鯨を充回せる糧のみである．

從って殆んど皆大膿相等しき筈なるも，共糊熱及び墜に鷲干の差ありし外に，滉癬物を交へ純度に

著しき異なるものありて，外概内容甚だ一綴を歌く，期ち全く無色透明なるより顯微鏡下に辛じて
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透光する程度の牛結晶質乃至非結晶質又は陶器様不純硅酸調物なるまで獲見さる．自陣を呈する水

晶は塞洞・鼎洞に無色或は紫色を常に透明なるが，肉眼的に響白色・友白色・鋤次色・曙友乃撃墜褐

色なる種・々雑多の色澤を現せるありて，早馬質或は蛋白質なるも極めて甚だ多く見られる．而して

硅酸純度高きよりも不純なるに含金華大なるを屡々見出すは大V・に注匿せねばならぬ事實である．

　　方解石も亦石英に亜いで一般に金蛭石の脈石として蛮く見らるるが，本道にありて其群晶周縁

に次成金の断層せる例あるも「，共鮮贔内に含押せる事絶無にして，脈石として最後の生態物と認め

られる．期ち鑛脈の室隙を充下するか或は既威鍍脈を切断し，又石英鑛脈の末端に獲達じ來りて常

に含金を絶豊ならしめて居る．殊に母岩が凝灰岩に急平せる場合，鑛脈が分散し方解石脈と化し居

れる實例が屡々ある．

　　重晶石も局部的に脈石として産し，乎稻鑛由にては上部に於いてテルル化金銀鑛の賦存する部

分には必ず之を望見する．併し重昴石あれば逆にテルル化金銀鑛が必ずしも存在すると限らない．

叉大金鑛山にては下部に於いて務£し，之が閃亜鉛鑛と共貧するに到れば針金貧弱となる．而し

て“洞爺型，，鑛石には霊贔石微晶が全般に分布し居れる事一般黒鑛に見る如くである．

　　氷長石も亦局部的に脈石として獲見さるるが，i其量は極めて僅少であって概ね見逃し勝である．

含金剛態と此存在との關係は目立ちXcる鰐を騰り得ない．

　　以上脈石の外，母岩片・母岩粉概存鑛脈塊・単射粉等が鑛石中に多少に絢らす混じ，之等の

頗る罪しきが本道にぽ比較的早々見られる．殊に東部北海道の日韓！面岩を姉妹器叉は彫岩とせる

鑛石に共漉難せるが著しい．かかる墾種の鑛石には驚くべき高品位の含金率を示し，．本道優秀鑛の

大部分を占めて居る．此事實は墨金濃鑛液上昇に際し，恰も其直前及び共途中鉄敷墾動の激しかり

しを物語り居ると同時に，金の沈澱を翁町物が促進せしめたる結果と考岱られ，本道金踏石研究上

泣回すべき一項である．

　　（4）．鑛石性歌と其含金状態との開係を槍討せる結果は概要次の如くである．

　　先づ本道産金上石の初国富鑛に就V・て之を少くとも4類別する事が擁討上便利である．期ち第

1類は普通の所謂「吟興」の多く存在する部分，第2類は前記岩片。黒帯。既成鑛脈奉幣は鑛脈粉を

些しく混羅せる部分　第3類は古鞍置脈に於いてげみ硫砒鐵乱僧番1集せる部分，第4類は“生田原．

細脈型，，に見る箪純細鑛脈の何等特徴なき鑛石茸である．就中第2類には一見慶石の如きが著しき

優秀鑛なるあれば注意を要する．而してかかる初野富鱗シユウトの落しが手稻継目に北方45度の…異

例を見る外．識り得る範園に於）・て皆東方｛，・cして，60度と80度前後なるは興昧ある事済である．

　　亜に二次的富携帯の鑛捌生歌に就V・ても之：を4類別する事が出怒るのである．絶ち第1類は落

合直利の部分にして殊に著しく揉めたる題裂移しき汚泥輝石に高品乾を見る．（但し北隆廃山のみに

は何等落合直利が存在せぬ．）第2類は三幅が走向四域に切られ，或は自然破辞作用を受けたる粉塊

鑛にして殊に露天化作用の及べる酸化帯の最低部分，第3類は方解石の瑚縁部及び其溶解跡第4

類は或程度の銅鑛を混ぜる部分（大金鑛由にては方鋸撫こ多く俘ふ）等であって何れの場合も上部に
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於いて皆二酸化二二の存在せる（’曾て存在せし）事實を確認される．

　　一一般に上位に含金豊富なるを見，下睡に劣ふる傾向あるは本道以外と共通であるが，轟鐵111に

於いては特に甚だ著しき實例を提供して居る．

　　（5）鑛石の構逡に就v・て槍討せる要黙卿如くである．

　　普通金高脈鱗石の耕造1よ専ら硅酸鑛液が種々の物質を含有して裂籐を上昇する間に鑛物沈澱の

欺況を贔示し居れるが故に，各薮鯨の條件・鑛液の性質・濃度・被墜欺況・母岩の影響等々が五に

法難に相關係し合って時聞白勺に叉場所的に多少に掬らす異なる様絹を形成し居るが常である．從つ

セ同一・山脈内にても上中下左右夫々各所の鑛石観造た若干の差を認むるが寧ろ二心である．然ると

ころ本道産鑛石にも山内：容大髄柵以たる1τ掬らす其轍置しに著しき鴻化あリセ，型種を分類するに

：肖りて」比勲も大いに：蜘味してある．

　　最も一般的なる構造は雨盤側よ曄嬬に或は非封穂に縞朕累帯を呈せるものに：して，本四産金．

鑛の大部分も亦二型である．然し頭型も…様でなく累帯中母岩片粉・厩域鑛脈片紛等を混交して全

磯として縞歌構造を呈する型種が意外に多く臨むるのである。乱してかかる型種に優良鑛を嚢見す

るは論壽が常研究に於いて言々指摘せる通りである．

　　：亜に上記型の一・種たる角礫欣を呈せるものにして，更に輪鑛状を示せる部：分は特に優秀なるを

見出す．叉太き謡歌或は細き縞欺のみなると各々交71：に累帯せるもあるが，其禰に内容を異にする

も，侮等差なきも存する．而して該縞状が直線的なると波浪に似たる曲線的なると種々論るが，論

者が「高浪歌」と唱ふるは頗る奇異の型でφる．　　　　　　　　’

　　禽累帯が著しく混需L欺態を示して，鑛液上昇経路を覗ひ鼻lliき論者が「迷路」歌粥造と呼べるも

亦獣珍稀なる託して醐を惹く・捌職徽郷純なる謝燧呈回して角礫輪郷磐獅・
複難なれど，其内容は普通石英鑛と異なりて例外として品位優良でない．記して一・4般に輩純なる構

遊を呈せる型は上金薙比轍騙海・からざるが，“生田瀦li脈型。のみは特別にして婁臆すべき實例で

ある，

　　凡そ一六脹が上部・中部・下部に方もいて共内容と共に面構邊にも憂化あるは普通にあり勝であ

るが，本道産途：鑛石にも全く鑛床温品整麟通りなる遽例が存在する．期ち大金鑛撫にありて上部は

極めて羅純なる縞歌石英脈にして何等特徴を見出、し4竪ざる一一一・・般の金鑛石であるが，中部に：鵬々複雑

なる制然たる謡歌を呈1、，下部に到ウて甚だしく硫化鑛をナ曾し來って累帯は著しく混働L歌態となり

て藤然たる構造を呈して晟る．溶して含金率は上部より下部に漸減し，硫化攣蓬が多く児出さるる中

部に及べばここに次回金山上して共下位より急激に含金は貧弱となる．手穂鑛田にありても概ね之

と同様なる傾向なるが如く，今後織下部の欺況を識るを得ば憂に判明すべし．

　　要するに鑛石構造を吟味する事に蝶って｝・鑛床生成當時の一1：部・中部・下部を：大略推定し得べ

き可能性を概ね認め得たのである．唯かかる蜜鰐が硫化三物を多く漉ぜる場合のみであって，其乏

し蛮に於いては此推定容易ならざるを遺憾とする。

　　　　　　　　　　　　　　　g
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　　（6）蝕に鑛野性駅を母岩との關係に於いて至親せんとするが，母型に鑛石鯛獣を蓮べし際，既

に鑛床と母岩との關係を稽々詳しく論じ，之に相華燭れたるを以て，’共重複するを遽ける。唯鑛床・

獲蓬野獣が其母岩の岩質に因って多少に絢はらす影響を蒙り居る事實の外に，鑛石帯歌も亦同様憂

化し居れる次の如き顯平なる實例あるを指摘し，以て注意を換起せん．

　　夫は静狛鑛山の本鋸にありて，該鑛脈が殆んど全部プ翼ピライト化安由岩内に磯達せる淺熱水

牲裂鐸充填含金銀石英鑛脈なるに，共東端が国安由岩溢獲以前より存在せる甚だしく粗懸多孔質な

る凝友岩内に入るに及び，俄に分散し部分散せる各細脈が勝義不規則に屈曲すると同時に全部方解

石脈に急撃し，途に：尖減し終れる現實の事例を目撃され得るのである．該凝次岩は何等硅化f乍用な

どの憂化を受け居らすして，共内の方解石脈には全六含寄し居らざる事本道…般の夫と共通である．’

而して此状況は正k忠實に探幸せる数本の骨折せる箪笥坑道に雁然と教示されあるのである．

　　（7）最後に輝石性状が姉妹岩の鍾類に因って如何に差異あるかを概観し，以て断章を剃る事と

する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　本道金鑛床の姉妹岩即ち運鎚潴は古期鑛脈を除き’，例外なく全部石英粗面岩若しくはプ獄ピラ

イト化安由岩の爾系火山岩に限らるる謬説に疑ふ籐ナ絶がない．此事實は前解せし如くであるが，之

等の姉妹岩とせる鑛床に産する町鳶が悟性歌に於いて何等か夫々異なりたる特徴を認むるや否やの

問題は珊珊重要なる懸案とされ居るところであろ．期ち1は酸性岩，他は基性に富めるrl：性岩にし

て，明六鍍脈の母岩たる揚合は各汝岩質の相違に因りて判然たる差異を認めざるを得ぬのであるが，

果して姉妹岩として關凝せる場合，耳石性歌に何等か影響あるや否やの課題である．此同答は事實

に擦って解決し得べく，次の如き結論が輿へらるるのである．

　　　　　　　　　　　ゆ　　曰く，「石英粗面岩を姉妹岩と看饗す鑛床に産する鑛お準歌にも，安山岩の夫にも何等認然たる

差異なく，叉其姉妹岩・に因って夫々の特徴は獲外し得ない．」　．

　▼本賢答は至極簡聖なるが如きも，論音は愼重なる穣討の末結論し獲たのであって，之を無雑作

に：輕卒に取扱へる言葉と看撤す事は繊來ぬのである．撃ち金胆石に限らす総て凡そ石英料面縛に雪

下ある鑛床より産出する三石と，安山岩系の夫と匪饗し得らるる性妖に就き，各院別すべき何等か

を見出すべく吟味する事十数年に及んで居るのである．例へば鍍鑛が殆んど登部半国岩類の酸性岩

を運鑛岩とし，クローム鑛が必ず蛇紋岩等の盤基性岩に胚胎するなどと類似の開係を上記爾尉系に

見翫さんと努力せるも全く無駄なるを識らしめられたのである．而して結局本同答に到達するのタト

なきに及びたるが，當研究に於いて：更に：之を確實に裏書せられたのである．三って本即答け1縄D本

道産金川石のみに限らす，響く一般に通用すべき重要結論と論潔’は碓信ずる次第である．

　　（街嚢に前章に於いて鑛床と姉妹岩との關係を槍詞せる際にも岡様の結論を獲，爾系姉妹岩の内

，容に就いて聯か蓮べたれば，敏に之を省略する．）

　　　　　　　　　　　　　　第三章　　本道の繰金斌溌に就いで

　　凡そ鑛石を採掘し，之を選鑛製錬して目的物を獲るには各鑛石の簾歌並び1こ性歌を：愼重に検討

t
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し，共綜渠に擦って最も合理的なる計霞を樹て，最も之に適諭せる操業が實施せられねばならぬ．

自由の鑛論語他條件を研究する事なく，徒らに他山の模倣を以て稼崩しつつあるは理想的であり得

ない．

　　・本道の大三二金i！lは設備も完成し，又完威に近づかんとして居る．而して総ての操業も7＃7〈順

調k進行巾である．併しながら未だ鑛石の崖歌並びに二二に就V・ての検討が完全ならざるは甚だ遣

憾にして，操業上に更に晶晶を参考として研究を要すべきあるを認めざるを得ない一就中小鑛山に

あti）て然りとし，　A－7二三黒1に留意せねばならぬ．

　　今當研究に於いて識り獲たる探金状況の要鮎を摘録し，併せて論者の批判及び意見を蝋ふるな

らば次の如くである．

　　（1）先づ採点に關して通覧するに，本道の鑛沫が殆んど全部鑛脈歌なる故山様式は概ね相似て

簡箪である．現在高行申の？8金出の内26鑛ぬの鑛脈に於いて，大部分上向階段掘を以てし，局部的

に下向階段掘を併用し居れるが，脈晶晶2米以上の廣き部分にはシユリンケージ法を採用し居るを

見る．而して爾盤の軟弱なる箇所は充翼し居れるも，かかる箇所は歪般的に到って少い叉高旧位の

山石は抜掘を行ひ，湿る了重に取扱ひつつある．爾地表近く採鑛可能鑛石を産する富山にありては

露天掘を行ひ居るが，冬季問に積雪多きが故に，常時之のみに依るは容易でなV・．而して現在のと

ころ大部発信掘なるが，徹底的に機械化し，叉機械化を職Dつつある鑛LI．19f〈，將來を期待される．

　　坑内外の運搬は電化されたるもの，僅かにあれど，殆んど乎押トロリーに依り，馬匹使用は極

めて稀である．坑内通氣はゑ部白痴通風を以て充分であって，湧水にi￥tしてポンプ使胴も藪鑛由に

設佛しありて，今後共必要を認めて準備中なるもあるが，概ね自然派水にて事足りて居るド唯蝕に

注意すべきは今後の坑内水高温に就いてである．則ち上部の湧水を下部坑道に共儘流下せしめつつ

ある鑛由ありて，必要以外の排水設備の計誰を圏り居るを見受ける．是尚楡討を要すべき計霊にし

て，上部の湧水は現窃少L．〈意を用ゆれば自然排氷可能であって，論瀞の謂ふr准地下水」（水道協

鰍謬、131撫和9年4月一点138號19年11膿行拙著「塀・嫡獅辮魎参照）囑
し，徒らに丁部肩；地下水と滉交せしめて水位を低くするは無駄である．而して中聞坑内水も紙漉來

る限り水位高き箇所に止めて排水し，最下部に野水して一度に深み上げんとする從來の慣習を改め

ねばなるまい。未だ地炉水の大なる障碍をi蒙れる繧験なき本道金山がやがて排水に満まさるる條件

の來るべきを豫想する必要があるであらう。

　　撫で採鑛上，鑛石の性質が其掘難難易に多少に拘らす影響するは言ふまでもなく，盤岩の硬軟

僧；と共に或規準を基礎として数等級に分別し，以て適當なる虞置を講ずべき要あるを當問題研究中

論者は痛感せるが，常路春は宜しく遊黙を考慮：せぬばならぬ．則ち火藥・三具の配給も勿論である

が，掘進工程・風鑛能卒・賃銀仕捕｝岡星野，種々各鑛賃の等級に慮包て勘案すべきである．在來の

如く共鑛石の性状如何を問ふ事なく，誰く皆叢一に取扱はるるに於〉・ては合理的であり得ない．是

濁り探鑛のみに限らすして逡鑛・製錬にありても亦共鑛石の性歌を這慮具現して始めて實牧率共他

聯
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を論ずべきであって，其結果のみに：は何等之に雪及せざればファクターが不充分である．而して金

燕石の面面を實上聞題として或規格に擦って表現するには酸匪・中性及び劇生に分類する外，鑛噛

質・粗密・硬軟及び靱度等を以て等級付げるが最も便宜多く，玄玄に論者は之を繰夢返し更に彊く提

唱する次第である。

　（2）本道にありて金鑛石を三選し，叉之を一叢しつつある鑛凱‡現在手稻外数箇瓶のみにて・其

他機械選鐡を行ひ居る僅かの鑛山を除き，大部分無選鑛或は之に近き手選程度である，三三は探鑛‘

の際多く三景して勿論無選の儘特別扱ひして丁重に劇戦して居るが，擬闘も更に選鑛を嚴にすれば

爾温位を高め滅べきが極めて多くある．然れども概ね富鑛を適當に之に混じセ各標準品位となし，

選鍍の聯か二二し居れる傾向を一般に認めざるを得ない．是今後篤と注意すべき黙こして，鑛床申

出二部を有する鑛山のみ揖下稼行可能なる歌態であって，企般的に貧鑛虚理を鯨儀なくきるべき蒔

期に到．らば，甚だ憂慮せざるを得ぬのである．現在まで金高塵を強V・られて相當無理なる操業を丸

みつつある鑛山少くなく，寧ろ國家的補助なくして自立し得る金山は本道に存在するや否やを疑は

るる位である．されば現μこは大部分特殊の事情にある故，將來の二更に科學的に系統白勺に鑛石の研

究を基礎として各適営なる回田法を考慮すべき充分の飴地ありと論考は信ずるものである．

　　（3）本道に於いて自家製錬場を有する金山は配下稼行28鑛山中12，選鑛製錬場建設途上1で

あって，他は混晶記しつつあるのである，之等の製錬場は叢く全泥青化法を行ひ，規模こそ異なれ

絹似たる様式である．特に各晶晶毎に同系の型態であって，鑛石の性状を考慮せりとは何等考へら

れぬものがある．例へば日本晶晶の北隆・徳星・恵庭及び大金鑛山等にありて，最篠の大金の如く

亜酸性紙を産する鑛由も皆同型式にて何等異なるところが認められない。尤も當由の上部は：普通酸

性鑛を産せしを以て止むを得ざるも，凡そ其設計に：方って最初より瓦石の高歌を考慮せりとは言ぴ

得まv・．

　　費無しつつある鳥山にありては鑛石の輸邊，殊に：小運搬が最：も問題である．殆んど皆トラック

果は他の輸逡乱離！の使用し得る道路若しくは四道或は瀧L汽船が通じ居るが，逡記法までの距離に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
は極めて等；勘認る・今各鑛山と最寄國鐡騨間の距離のみに心証て最短より最長の順に列蜘みれ

ば次の如くである．

　　武華0．7粁，灘狩約1粁，北ノ王約2粁，隆尾・禮文・及び大急約3粁，生田原約3．5粁，常呂

・留遷蘂及び晋賜約4粁，昭和及び手稻約6粁，雄武威8粁絵，矢矧及び沼ノ上約10粁，大金i1

粁飴，徳星約ユ2粁，瀧ノ上薬15粁，北隆及び珊瑠約16粁，、鴻乱舞約22粁，轟約24粁，洞爺約

27粁，油魚及び恵庭約30粁，千証約35粁，歌登約37粁．

　　以上の通り躍鐵騨までの距離のみにもて相當露命あるが，爾嗣系會巌の饗錬場へ逞鑛する爲，・

曾て沼ノ上より直島まで遠距離輸逡を敢てして居たのである。（其後手稻へ，亜いで國富へ塗鑛）かく

の如き1伏況なるが，之等の輸逡驕係と共に考へさせらるる事がある．夫は各鑛短が或愈就若しくは

燗人によって勝手なる位澱に占有せられ，作業上五に極めて不利なる條件に屡ノ・糖魯し居る事實で
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ある．則ち大宰司一鍍床地域にはi司系経輪者が消魂を保宿し砲由に作業し得るを理想とするがプ例

へば北ノ王・生豊原及び昭和の如く，甲・乙・及び丙が相互に入り蹴れて鑛匿を占有し，操掘の自

由を潮煙し合ぴ概ね同型種煽石を虞古し居るにも拘ら開協力する鄭なきを現實に見せつけられて

居るのである．3く同じ金雄蕊を黙々各地に維干する愈肚或は個入が其沙羅距離なる馬溜くる不便は

少くない．而して各個の小野山と難ども夫々鑛山長より小使に至るまでの人員を揃へ，諸設備も一

通り用意して重複を敢えてし居れる實例は濁り本道金山めみに限らざるも，塗家塁壁勉より甚だし

き不経濟不便と雪はざるを得ぬ．若し侮れ鑛業國家管理を不可とするも，少くともlrrj　一一鑛床地域内

の業者間は相互に轍通性を共有し，倒來得る限り統合融和して協カー一致・増産の隊！勺に翻ふべく努

力せねばならぬと考へる．論者は嚢に鑛薩整理を叫び，制令統制を唱へ來つたのであるが，石油事

業は概ね胆石に：統一せられ，炭田亦藩々整備されつつあるを聞く，頗る我意を獲たる傾両にあるが，

未だ本道金鑛業には何等此事なく，俵然醤態を保ち居る．敢えて理想的鑛業の漣かに實現せん事を・

＝希ふて本章を絡らむとする．

　　　　　　　　　　　　第圏章　本道産金鑛石中の金粒片に平いで

　　當研究に於いて金粒片1τ闘する槍討は最も徹底的に行｝よんどして，論脅は主力を之に集中すべ

く最初より企躍し居たのである．されば各産地にありて適當の標本を幾多採取し居た｝）しが，其實

験開始後間もなく時局の急鍵に趨遇して1～2調査豫定地の巡観を淺せると共に，僅かに北ノ王及び

静狩爾鋤工薩鑛石に就いて柳が横臥片の吟味をなせるのみにて中止せざるの止むなきに蚕つた．是

論者にとって懇憾の極みである・然れども之等の實験は鍛量的には多からねど聴闇と手間とを充分

に用ゐ，パンフオトの利弊を以てし，今後此種實験に謝する確固たる基礎を修欝せりと閣員する次

第である．今町主要黙に就き略述し，以て結論の一部とする．

　　（1）凡そ金粒片に濁する研究の目葡は種kあらむも，今後の工學的方面にありては砂金を別に

して。普通粗石として取扱はるべき試料に就いて行ふ必要ありと埴田は信ずる．從來の稀に産する

富鑛を研磨面若しくは薄片に偶た渡見せる金粒片に就いて槍討せるは軍に参考どするに足るも，之

を宛も全般的に論及せる如く吾入をして誤解せしむる粗砂には大いに警減せdg　1’Xならぬ．而して理

想的には普遜鑛石を隠江1限り多漿各所より採集し，上部の金粒片・中部の金母乳・下部の金隈黒竹

断状によって吟味して習弊素的に検討する外，年魚を基礎として探鑛・選鑛・製錬に實際的vac一役立

たしむる事などが望ましいのである．

　　要するに當研究に於いて金鎖片を検討するに方って，・先づ論者は上蓮の希i箋の下に：：立脚し，稀

に産する富鑛を研磨面著しくは灘里中に偶々藤見する金縁片に就いて論ずるを避け，少くとも或鑛

illノ獲鋼樋薩代灘樋鎚縮を取扱ひ，結局；縣姻q・の金粒片に記して出來鴛る限り魔範に多く吟

味する方針を探用したのである．

　　②沸樋鑛石申に金桝1’1ト般に多く含有され居ら鋤ゴ常であって，此儘にて其内の金粒ノ撞

獲猛する事は金く奇績的に鷹し，導常の勢力と時購と試料とにては到底至難なれば，之を何等か塵
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置せねばならぬは止むを得ぬ．此虞置法には④鑛石を粉檸して金粒珪を機械的に分離するか，若

し．くは（P）金粒片のみを淺して他の鑛物を化畢的に溶解し去るか，又は㊨之等爾者を適當1こ行って

目的を達するか，現在夫以外に方策なしと論者は考へる．④は從來聴く試みられ居りて問題ない．

　　⑨は論者が無数年前より秘かに夢みつつ弗化水素を使用して永年同邸中に鑛石を浸し置き，僅

に其功果のr部を認めたるが，到って局部l！i耳払察よりなし得ざる事宛も富鑛の研磨薗若しくは薄片

中の金幽暗を後見するに等しきを識らしめられし経験を有する，（鯛瑠の普通鑛石にて輝銀鑛細結晶

粒納に1個の金粒片が囎まま・脚る醸慰塁撒鰍生金として鋤跣に鰍せるを回

れる好試料であっ7e　．）「o）は未だ曾って試みられざるが，今期之を北ノ王型黒石に行ひ，良結果を

獲允る事本論に述べたる如くである．

　　期ち結論的に言ふ豫らば金粒片を普通細石より採撫する爲，先づ豫備的操業に於V・て，飴石を

適意に粉確して椀がけ等にて或程度金縷片を集め，混羅物たる金扇博物は在職の方法にて除表して，

鶴翼駁する石英粒を弗化水素液ICて溶解し去らしめたのである．．是全くi新案と信じ，其域功を論煮一

は眞に欣ぶものである．

　　之と同時に恩義強きピンセット分離法は幼稚なるが如ぎも，t此種馬験に：は理想的効果あるを確

認せる次第である．

　　（3）静狩型鑛石の場合，本瞼討ゐ豫備的操作として徹頭徹尾機械的に粉檸して金粒片を他の重

鑛物と共にテ1・ラプロマイド重液（比重2，97）を以て分離し，べ・一一クライトにて固結せしめて研磨し

つつ槍鏡せるが，本槍討に際して金粒片の實罷を掴み得ざる事北ノ王型に於いて行轡る豫備白勺操作

に及ばざるものあるを認めた．然れども貧楽に就いて大量を樵せざるを得ぬ午寝にありては寧ろ此

方便宜にして，あながち底値乏しと結論出訴ない．遡ち前者に於｝ナる豫備的操作中軸がけにありて

も，ピンセット分離も極めて特殊の技術的熟練と長時問を必要とし，且少量宛の試料を取扱はねば

ならぬに比して，後者の操作は然らざる黒！iに優れりと言へやう．但し吾人をして充分の時聞と人手

を許さるるならば，勿論前者に於いて理想的に近き金粒片楡譜の豫輔i的操作を見出すと論者は評言

するに揮らない．

　　（4）北ノ王型鑛石にありて豫備的操作の第1着手として先に粉鑛と塊鑛と＋7粍より一一〇．05粍

までの8段に飾座せるが，共結果十7粍が重量の割合大約59％にて過牛量を占め居るを識つた．配

して魚層聞の0．5粍以上と以下とに分ちて夫々を「小葉乃室細勧：鍍」と「細評鑛」と假唱して，前者

と後者との：重量比を興せしに大約86：16にて，外観的に「魚粉鑛」の㌘耀～量の多きが如く見ゆる詞

鑛石が案外等しき「小事乃至細粒鑛」を混交し居るを認めたのである．

　　扱て之賢聖分せる試料中，一群程の大いさの澱粉に細金率が演穿きかを吟味せるに，論者の必備

技衛を假に信頼するとせば，次の如く嘗へるのである．則ち冗鑛の7粍以上言∫ミ料中含金がα25％，

7～6粍rμに：0．25％，　6～1粍rlコに10．33％，　1～O．5胸…ri・ll・cO．fO％，05～02δ矛壱ヰ箸に二〇．7％，0．25～0．1謬毛

中に0．90％，0．1～0．0δ粍中に0．25％，0．05粍以下に0．16％にして，元鑛0．2δ～0・1粍の0・90％を最
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高とし，0．05粍以下の0．i6％を最低と三三し得べく，結局元鑛を少くとも0．05粍以下までは趣力

粉砕する必要を認めた．葡して本論に於いても指摘せる通り罵搬種鑛石中の金粒ノ1‘は概ね極微継な

るが乏しければ，粉檸程度に篤と注意すべきを識つたのである．

　　｛5）三三三富石に於ける至象備的上作に於いても，樋鑛石が泥鑛を着干混ぜるを以て，最初に水

洗して之を別に取扱ひたるが，試料中の金粒／？がAth般ll勺に極微細なる豫想の下に凡て飾繍軍位を以

　　　　　　　　　　　ら
てし，20メツシユ以下を泥鑛と唱へ，夫以上を塊鑛として機械的に粉辞した，而して認証を十28メ

ツシユより一200メツシユまでの8段に節分せる事本論に記せる通りである．共結果塊鑛にありて

→一28メツシユのLTM均約21％を最多とし，千皇eoメツシユの約δ％を最少最泥鑛にありては一200メ

ツシユの約算％を最多として＋200メツシユの約6％が最少量であって，何れも＋200メツシユ程

度が入三三にも自然的にも1些しく粉砕され難き性1｛／こなるを示し，夫々最多量が前屈にありて十28メ

。ツシユと，後者にありて一200メツシユと爾極端に逓在し房るを識つたのである．實際には＋28

メツシユは勿論爽に粉陣さるべき二間題なけれども，．泥鑛に於ける一一200メツシユの約27％は紛

之に操作中の損失約ユe．％（二二泥粉）をヵllへ37％の多量となるべきが故に，此部分に高し含金7AI§高

ければ取二上周到の注意を要：すべぎであ藩と認めた．

　　然るところ其後の實験に示さるる含有重鑛物量の数植に痴れば，既払鑛の一一200メツシユ中に

は二二晶高弟り高からざるが如きを以て，戯話當型種の取扱ひは桑皇｛端なる丁銀を嬰せすしできξろ好

都合なりとも宵へやう．坤1ち此度の擁討にありてljこ試料申の含有重訂物を以て金の存：在を推定する

外なきが，心隔に於ける共採牧率の最も高tt“a’一は十150メツシユの約1．8％にして，亜に一200メツ
　畦
シユの約1・4％，十28メツシ鮪の約O．1％が最低率である，而して泥鑛に於ける其採牧率を観るに，

十100メッシュの約3。6％を最高とし，十6．5メッシュの約3％，十48メッシュの約2．4％，十3．5メ

ツシユの約2％，十3D「oメツシユの約1．3％，十28メツシユの約i。2％の順位にて，一一一200メツシユ

に到りては極めて貧弱である。

　　結局常鐸種に於いて泥鑛は重要なる鑛石にして，200メツシユ以下の微粉は粗末に取扱ふとも，

150メッシュ以上に高齋なるあればプ　頗る丁：重にせねばならぬを認めた。　而して二二にありては

一200メ17・三二甚だi山鴫るを以て・鰯一200〃シユまで面す萱であって欝に就

き實際的に更に精密なる槍言寸を必要と考へる．

　　16）扱て自然金粒片の形態上の発般的分類であるが，從來の分類を論者は改むる必要を認め，

次の分類を提唱する．則ち（D球｛も｝：厭型。（m棒状型。（懸）樹岐欣型・（IX「）扁挙片歌型及び（V）雑粒

三型或は雅背IP遺畦の5型を基本型とし，’夫kの中間型回しくは各々の詳しき内容は適當の形容詞を

冠して表現すれば，如何なる自然金の形態と難ども，全部凡て網羅し叢すべしと論者は儒する．而

，して例へば結晶金などと稻せるは形態上の型となすべきでなく，若し夫が羅照ならば等軸晶系なる

が故に球剛／こ型に蓬藩ヨをなせるは捧欣型或は樹枝欣型等に，群晶をなせるは其全龍の形欣に懸じて

何れかの型に薦さしむべきなりと主張する．
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　　金粒片の大いさ及び純度を表現するに：は何等在來と異にすべきを認めぬが，共被覆物の何たる、

かを鑑定するに到底金粒片自選のみを槍する事に．よって手纏にし得ざるを悟り，之を含有せる鑛石

の産状・聖歌等を選考とする必要を實際に痛感した．期ち被覆物は後次的に金粒片表皮に附着せる

物質なれば，猫り金粒片のみに限らす其周縁に必然的に存在すべき物質なるべき筈なる故である．

　　（7）初域金と耳蝉金との判別基準に就いては從來未だ曾て信頼すべき参考資料なきも，鑛床下

部の暗躍的硫化物帯即ち不墾縛帯に見出さるる金報土あらば，是肥しく初成金と看織し得る．故tc

かかる金蝿片を詳細に覆察するは甚だ有罪である，論罪は共他の條件より次の如き基準を以て爾者

を旺別する事としたのである．共要黙を纏めて記遠する．

　　（a）初成金は概ね球粒状型若しくは雑弾歌型に陣する．（繁し爾塑のものが全部必すしも初成金

と限らぬ．）棒状型・樹枝状型叉は扁踏歌型を呈せるは殆んど初野金でない．而して初域金には凹凸

粗面，海綿欣（普通「海綿状金」と呼樗する）を示す事あれど，結晶形鋼は其稜角を：獲陣する事なくi・

全灘或は…部に滑かなる宛も溶解せる如き形跡を屡・㌃見出す．

　　大いさは総耳蝉に次成金より比較上大なるも，個々に就いて共大小は尊者混別の基童｛璽にはなら

ぬ．然し初成金に次成金が附着せる場合には前者が後者より常に大きく，後者の微細結晶群の皮膜

様薄1板によって前者が被はれて小さく見ゆる事もあり得る．

　　金の純度は初成金が次域金より概ね低く，且不均等にして，被覆物を多く認める．（但し被覆物

を認むる金は必ずしも全部初成金と限らぬ，）

　　（b）次耳金は如何なる形態としても産する．期ち5型の何れにも之を見出すが，就中捧状烈・

樹齢歌型・編挙片状型及び発御U伏型の殆んど全部は次成金と看緻し得る．蒲も鑛床中の轟裂間隙に「

金箔簿片歌を呈するは正しく次男金に属する．又球準歌型若しくは雑粒厭璽其｛聯1∫れva　’uても，所

謂「結晶金」は概ね次域金と南帯し得べく，少くとも其「結晶金」の部分のみは次馬金が附着し居る

と認めて差支へなV・．殊に棒状型及び樹謝／こ型に屡々八津礎或1よ之に近似の聖断晶群晶若しくは蓮

晶を畿見し得る．

　　一般に次成金は初威金に比して純度高く，均等であって且被覆勃も少ければ，美麗なる強き黄

金色光澤を：放ちて極めてi新鮮の感を輿へられる．絆し早旦周隙の橘李」㌃歌若しくは難片歌型表面は

後次的の倒懸或ひは被覆物の爲毅損汚染せられ，甚だしく美観を失へるもある．

　　以上の外，問題の金鱗片と密矯せる周縁の鑛物其他凡ゆる條件を綜合的に検討して算者を鑑別

すべきであって，形態或ひは被覆物などの軍…性状のみを以て断定するは論者として探らざるとこ

ろである．例へば不攣縄帯と看徹さるる位置に存在せる金：｛談片と難も共初域金たるを樹吟味し，方

解石に附着せる金粒片と錐ども其次成金たるを炎に確め，入念に槍零して以て爾者の研究を行ふ必

要あるを認めるド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　（3）愈々本槍討として東部北海道産石英組面岩系の粉鑛代表たる北ノ王塑鑛石の金粒：片に就い

て，先づ形態上より概観するに，瀟挙片欺型を殆んど飲く外，他の全部の型を見出し得て，一一lrtに
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大多数を占むる球粒1μこ型及び靴粒欺！雪繧と，就中棒状型が学芋に著しく臼を惹くのである．此捧歌型に：

は鐸丸痛棒歌塑が少からずして，同形の方解石片が金によって一幅の交代作用を受け，或は交代さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ま　　　　　触
れっっあるものを獲蔑するのである．醤油方解石片1こ結醒1金が附着し，明瞭に次壷金の成長途上の

實物を現實に採忙し得て屠る・k’fi“　．．て之等棒状無慮区iを庸然と物語る微粒標本並びに捧熱型金船片

’は元宵を飾諭せる際の0．5粍以下の試料に多く，0．5粍以上の夫には極めて乏しい．此暮實は0．5粍

以上の試料中には屑英小塊1～・を撮じて初成金を少からず含めるに反し，0．5粍以下の夫には然らすし

て概ね微粉鑛であって次域金の多く交ゆると想ひ合せて頗る興味深きものあるを畳ゆる．叉0．5紅

塵，1・の瀞沖よ嘆た姪¢蜘陣が1・03％雌托・敗滅釧銑き0・磯以下の夫が1・88％であっ

て，後者は前者に比して實に約2倍に諭して屠る・姻ち概ね初域金のみの部分より，初成金に吏に

夢誠金を多く混ず繍粉煽1鉱高かる「べまは常然であって，當型種鑛石に於いては後者を。．5粍以

下の微細粉鑛に児解義すのである．故に叙爵細細鑛は甚だ大切なる富鑛にして取扱上周到なる注意を

要する。嚢の棒獣壷金粒」1’が假に全部次威金（ブ賠β分は疋に然のたりと断定し得るとすれば，現場

に於ける椀がけ等にで之を塗濡する事に因って富麗探査の動とも勧て頗る｛甦である陣之等

金粒片が辛じてルーペにて如侮なる形態たるやを大膿識別し得る大いさのもの少からざれば，之を

實用に供す事が可能である・

　　’両常型種瓦石に癒挙、ll胃軸型及び雑斤ガ／こ型を殆んど見出す事なく，概ね全部粒形を呈せるは元i駿蓬

の産歌が自然破檸に因る原ナ邑堆智1蛮書に産し，共性歌が多孔質にして微洞穴心慮隙に富み，魏裂評

議等片厭金の生威存在に適せざる難件が考へられる．且其他の型に罵する海域金の生成には氣象・

地形・地質・鑛床総て頗る好意件に悪まれ贋濠tるも亦特徴の1と矯倣すべきである．

　　（9）距に北ノ王狸鑛Fil一．i中金粒粒の大いさに就き概槻するに次の如くである．則ち當愉討に供せ

る試料中に獲たる金粒片の最大粒li初成金にして，其身挫が約0。49粍，最小粒は次域金にして，短

長樫が約O．01粍であって，組鎧的にも初残金は次虚心之に封比して常に大である。爾當郭様に於いて

初吠金と次威金との量的概数を跨昧せるところ，轟轟は大聖1鑛床の上轡ilに少なく，次壷金は下部に

減する傾晦を呈し，：或程度以下には密婦金を歓ける1｛列が示されてある．

　　　　　　　　　　　　　く
　　更に油画ノ王狸鑛1’T　rl，i金品」1’O特徴の1は淺熱ノ1嬢！三怠癖に産するものとして比較的極微細粒ナi価

少く概ね肉眼的に見得る程度であって，且大小に蕪だ著し篭等差が認められぬ．．從って現場にあり

て「椀がけ」に依って探敵するには頗る嬉都合である．飯事實は叉特に選鑛塑髭面に考慮：ざるべきであ

って，此種壷尉を更に：詳細に全遼隻的に：行ひ，以て實務上の滲考に供する必要を感ぜる次第である．・

㈹北ノ王出山にては言命者踏査熱時此嘉酒出し鵡たれば，其後の成果が期審歴れる・）

　　（10）北ノ王魏：鑛石串金ll朔’の純度と被援物に關し’て概親するζこ次の如くである．大灘該型種中

金粒片は蒼白味を帯びる雲艮を混ぜる類であるが，普通の例に比して金の純度低からざるが如くであ

る．則ち千分中塊鑛にて金608，銀392‘粉鑛にて金756：銀2遜なる分析結果を示し，金甥銀の比

は前者が約3：2，後者が4：1にして，粉鑛中の金銀は塊鑛中の金銀の2倍張（金のみは2倍弱）であ
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る．㈱製錬の結果，北ノ王甲山簾粗群峰は大墨金600：銀400なるEll．）

　　更に金の純度が；其粒片の大いさに因って如斜なる開係を有するかを楡乱せる結果，概ね細勧：程

純度が漸増し，一300メツシユのものは千分申金907：銀93であって，殆んど純金に近づけるを識

らしめられるのである．是微細粒片をこは次成金多きも考へる必要あると共に，實際問題として微細

金を丁重に取扱はねばならぬが，常型種馬石には0．5～0．1粍程度の金町片が大部分を占め，其上下

野は極めて僅聖なるも考慮に躍るべきである．

　　叉純度が金糊をの色彩に如何なる影響あるかに就いても吟味せるが，黄金色旨きは純度高く，

蒼白金色を呈せるは純度低き分折結果を獲て居る・是常識通夢にて，次漏路が初虜金に勤比して純

度優れ居るも正に確められたのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　亜に鼓舞物に就いてであるが，之は皆水酸化鐡のみにてイ1す∫等學術Fi勺にも亦野際的に問題とする

に足らすして，全く不，凡であったのである．

　　最後に：金粒片と水銀との作用に就いて實験を行ひたる結果に就いて…言すれ1ぎ，結局初成金に

水銀を作用せしめて人工蘇生成金の聖域に成功し，美しき黄金色の光輝旧き樹伎状蓮品を多孟たるも，

實験中の故障の爲精細なる結論を獲るに到らすして中止せざるを得ざりしを甚だ遺憾とする．唯鑛

軍手の次成金域因に：水銀の作用を考慮すべきにあざるやの新課題を廣く學界に提供して本章を絡る

事とする．

　　（静狩翌：鑛石中の金Xi，71A’に尊しては殆んど夫々の形態と大いさとを繍示ぜるのみICて，專ら｝ll一］岡

を参照さるる様論奢は希望する欽第である，）

　　　　　　　　　　　　　　糊置章　　総　括　的　結　論

　　當研究は專ら北海道薩「金増石」に就いて槍討し來つたのであるが，凡そ「鑛石」と辮するは學

術約に翠に言蹴を以て定義すれば極めて簡単である・特選写場IC　：「鑛贋」ほ之を膿鑛乃至慶石と斜

壁し居るは，殆んど無雑作に取扱はれ居る如く見ゆる・然れども之を嚴密に決牢する事は正に頗る

複雑にして国難なるものがある・則ち何人も優秀なる輝石は聞題とせざるべきも，貧鑛に［．、て屡鑛

とし捨つべきか，鑛石として取扱ふべきか，爾奢の境界を確實に認定する基皇｛婁を見出すは甚だ容易

ならざる重大事と信ずる．此判定に勝って岡三に極めて多くの影響を及ぼし，産禺額に著しき關係

を有する．共倒矧尉諜地の氣塚む地理・地質・鑛汝等廊φる筆石の翼状，鑛種・含轍蓬物脈石・

目的物の含有欺態其他凡ゆる鑛石の性欣，叉採鑛・国歩・製錬等虞理j：の難易などの外，稼行技術

。轡型の維濟厭況等々緻てを考察して如斜なる程度の昂質までは鑛石たり呼べく，夫より以下は鑛

石たり得ぬとし，蛾に共境界が今夕さるべきである．つまり「引き合ふ程度」が問題である．

　　撮て當研究に1於いては最初より此問題に何善導燭るる事なく，唯簡箪に金鍍石として縷々論述1、

來つたが，專ら砦r引き合ふ程度」以上の晶質に就いて樵直したのである．則ち現在各産地にあり

て自ら稼行債値を認め，或は圃家的見地より旋金の必要に迫られて他動的にても辛じて鑛業を螢み

得る範劉に於いて兎も角も鑛石として取扱ひ居れるを検謝したのである．從って此問題に燭れざる
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を得しが，嘩勢の饗化・技術の痴愚・経螢の巧拙等に因り痕に鑛石の「引き合ふ程度」に受話の來

るべきは雪ふ読でも、なく，蝕に取扱へる金融石などは就中諭しきものあらむ．

　　かく考へ來る時は鑛石に關する研究は極めて重要にして3ζ輕親すべきにあらざるを識るのであ

．るが・現認で育油魚する何牙tの繊1も細細脚勺に灘酒るさえなく，オ虚威も貴細る金面

石も何等検討されたる事な密欺態であったのである．蝕に頗る杜撰なれども當研究の如きが今後此

種方1醸こ多少なりども共促選謝となbて，更に廣ぐ且深く楡制が行はるるに到らば，論者の企圓は

憂く無駄に謙る事なく，寧ろ有意義煙るを欣ばねばならぬ。唯本極を工學的論文として公表するに

は課題の性質上とはVV＼，鹸りに観察上の記録多くして實堤脚は論蓮少く，若干の提案乃至意見を

擁へるのみであって，論丈としての一一貫せる結論を獲ざるは聯か物足らぬ感がある．殊に論者が最

も主力を注がんとせる金粒片に就いて，槍討が世界的情勢の大鰐換の爲爾家の要請は営研究の根本

義を減失せしめ，全く別種の薪課題に移饗せざるを得ぬ強｛等厚導態に立到り，止むなく1～2の未踏

査地と共に：僅かの實験のみにて申止せるは返す返すも淺念至極である．

　　今蝕に常研究に於V・て特｛こ：重罪と論者が思考するところを極めて簡軍に総括的結論として列離

L，・以て本論丈最後の結末とする．

　　ω北濾道の金二業は其蕨行沿革の新しきと共に其産地が概ね若々しく，組て濃溺として三二

‘性に富むと認められる．

　　⑭　下床開墾土海域段丘の蛮蓬が相常障碍を及ぼせるを識り，此槍討の必要を感じた．

　　㊨鑛床並びに鑛眉に適當のま也殼運動が頗る好影響を與へ居れる事實を識つた．

　　（⇒　鑛床及び鑛石と姉妹岩・母岩等の關係を明瞭にし，探野上の指針を獲た・

　　㈱鑛床四達範囲と人爲的鑛疑設定との調整を考慮すべきを痛感した．

　　の　「フ・・一パ・一一システム」は大雛之を是認し得るを實飛せるが，絢若干飛花を提案した．

　　（9　鑛脈の幅員と含金欺態との雨量及び二次的富化作用を判然たらしめf・

　　　　　　　　　　　　　（以上金鑛石影藤に醐する縄括的結論）

　　鉤　金鑛石を性欺に擦って数型種に事理分類する事が総てに便宜多きを馨しへに悟った．

　　ゆ　從來の構造上の用謙こ「迷路1μ1」及び「崩浪1｛ノljの新2構造名を遊補した．

　　的　鑛質に等級．を附し，學最上及び底心上に役オニたしむべく提唱した．

　　⑲　出座「銀黒」と治せるは多く孟浪鋤鯛鐵なるを指摘し，適量の銅鑛離俘は金品位に尊属ある

を淀照した．

　　〈9＞脹不1としてお英は純粋なるより不純なるに含金銀品位爵llきを常に見慰し其注意を促しオ（．

　　⑰　脈石たる方面目llは共内部に含金皆無なるも，其周縁に次成金の存在可能なるを識つた。

　　㈲　金常鑛を初域及び次厩的に各々4類別し，夫々を明確にして實際上に役立たしめんとした．

　　（ヨ）鑛不謂三歌は呉鑛不1を産する鑛床が眉英粗面；岩に關附せると，安山岩に關係せると，何等茱

異を認めざる事實を常研究にて愈々確實にし得た．

　　　　　　　　　　　　　（以上金鑛石Jit，矧ノこに關する経括的結論）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響

K
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　　㈲　採鑛上に何等特筆すRきを見禺し得ぬが，排水に關して今後の注意を聯か換起した．

　　（の　選無上に鑛石の槍討不充分なるが目立ち夕特忙小鑛山に然るを認めた．

　　（1））金鑛製錬と關干して，適業維螢が自然を無覗し，殆んど無統制無秩序なる歌誌にて，共整

理改善の必要を痛感した・　．N　　　　　　　　　　　　、；．

　　　　　；　　　　　　　　（以上探金厭況に聴する総括的結論）

　　励　金粒片槍詞の金遡江採牧豫備的操作tこ於いて，ピンセット分離の理想的効果：を撃つた．

　　（＊）同操作に於いて量器試料の石，薯粒除去に，弗化水素液を使用して書舗なるを認めた・

　　（“）同操作は非科學的非能…率的なる金粒片探牧童に寧ろ本検詞目的理楚奪の達成を見閏した．

　　㈲　同操作に晃鑛の粉塊を歎段に籠分し，夫対こ就いて劉比槍討するは有釜なりと認めた．

　　㈲　論者は金粒片形態上の分類を蝕に：確立し，5基本型を直しく提唱した．

　　！b）初細金と次成金との判別基準を始めて明確にし，画廊鑑定途上の指針を示した．

　　㊥北ノ王還鑛石盤金粒片はグ冷んど粒歌にて，特に棒封」こ型が著しく目を惹き，同形の：方解石片

が金により一種の交代作用を受け，身受けつつあるを獲姑した．

　　の　土記方解石片に：結晶金が附着し，1男かに霊域金生成上の現物を探嬉し得た・

　　（t＞棒歌型金は概ねは次威衝凍る確誰を得，之が微細豊郷鑛に多く含有せられ居るを，認めた，

　　勿　懐郷は塊鑛に比し品位優れ，次窮鼠に富める事簑を識つた．』　　『’

　　㊧　現場にて捧歌金を獲細し得ば，富鑛探庭上に役立つべきを推定し売。

　　（v）北ノ王型の金槌片は共感V・さが著しき大差なく，大膿肉眼的にて探鑛上椀がけに便なるの

みでなく，忌事實を選出・製錬等に考慮すべ章必要を認めた．

　　㈲　金純度を吟試し，特に細粒程純度高きを睡り得たるは注目に値する．

　　⑦　初域金に水銀を作用せしめて入工的次域結晶（美麗なる漣晶）金を獲るに域功した．但，故

障の爲其後詳細なる結論に到達し得ざるを甚だ遺憾とする，

　　　　　’t　　　　　　　　　似上金粒：片に關する総括的結論）

　　蜘。欄筆に：方り，一・言論音の感想を追記するを許されたい．夫は前にも蓮べたる通り，物事を

よく吟味し，結合し・整理し・分類し・而して槍私するは研究上頗る便宜多く且明確塵を増し・総

てに有釜なるものあるを痛切に感ぜしめられた．賊して當研究に：ありて若干新事實を晃出したるあ

るも現在まで吾入が信じ居たるところに大誤謬を後見し，叉大修皿を：加ふる必要をも認めざりしは，

論文として物足らぬも，論者は寧ろ欣ぶものである．是論者の嬬らざる熱意にして，敢えて本論文

絡末の冷感として追記する次第である．

岬羅照脇
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